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嶋田  裸族文化から衣服文化へ

  裸族文化か ら衣服文化へ

西 アフ リカ内陸社会における

     「イスラム ・衣服文化複合」の形成一

嶋 田 義 仁*

序章  「衣服文化」の基礎的諸問題

 1) 「裸族文化」の世界

 2) 「衣服文 化」の二重分節構造

 3) 「文明」 と して の 「衣服文化」

1・ イスラム ・衣服文化複合

 1)黒 人アフ リカにおけ る衣服文化形成の

   原動力

  i) 3つ の原動力

  ii) 「裸」 を嫌 う宗教

 iii)マ ラル王の改宗儀礼

 2)ア フリカ自生文化 としての衣服文化

  i)織 機 の固有性 ・綿花栽培の古さ

  ii)西 アフ リカ産綿布の高 品質性(西 ア

    フリカ西部)

 iii)西 アフ リカ産綿布の高 品質性(中 央

    スーダ ン)

 3)辺 境イスラム国家の現場 か ら

2. フォンビナ地方における衣服文化の発展

 1)異 教世界 として のフォンビナ地方

 2) 19世紀初期中央 スーダ ンの衣服文化

  i)デ ンハ ムとクラパー トンの探検

  ii)ボ ルヌ地方の衣服文化

 iii)ハ ウサ地方の衣服文化

 3)19世 紀初期におけるフォンビナ地方の

   衣服文化

  i)ボ ルヌ帝国軍 のマ ンダ ラ遠征

  ii)現 代の キルディ研究 か ら

 iii)衣 服需要の増大

4)ア ダマ ワ首長国における衣服文化の発

  展

 i)19世 紀 中葉の衣服文化

 ii)19世 紀末期の衣服文化

iii)植 民地化以後の衣服文化

3・ 「イス ラム ・衣服文化複合」 とイスラム

  国家の役割

 1)王 の給付体系の三 本柱

  i) 「食物」 と 「女」 の給付

  ii)衣 服の給付

 2) イス ラム ・ドレイ制と衣服

  i) イス ラム同化 システムとしての ドレ

    イ制

  ii)イ スラムの シンボルと しての衣服

 iii)衣 服の給付 と身分差別

 3) 衣服給付 と政治支配

  i)イ ス ラム王観念 と衣服

  ii)支 配 の手段 としての衣服

 iii)植 民地時代における衣服政策

4・ 「イス ラム ・衣服文化複合」 とイスラム

  経済

 1) 「貨幣」 と しての衣服

  i)中 央スーダンの 「貨 幣」

  ii) 「貨 幣」 の条件

 2)宝 貝貨 の問題点

  i)宝 貝貨の低価値性

  ii)宝 貝貨の重 さ,壊 れやす さ,勘 定の

    困難さ
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3)布 貨 の 「多重分節性」

 i)綿 バ ンド貨幣

 ii)綿 バ ンド貨と他の「貨幣」との交換値

 iii)布 貨 の分節体系

おわ りに

序章  「衣服文化」の基礎的諸問題

1) 「裸族文化」の世界

 黒 人 ア フ リカ世 界 の大 半 は つ い最 近 ま で,「 裸 族 文 化 」 の世 界 で あ った。 黒人 ア フ

リカ と い う と,今 で もわ れ わ れ は,腰 ミノ を着 け たば か りの黒 人 が,半 裸 の 姿 で走 り

ま わ り,手 に は槍,と い う世 界 を想 起 しや す い。 黒 人 アフ リカ に関 す る 出版 物 も,表

紙 な どに は何 か と裸 の ア フ リカ人 の 写 真 を の せ た が る。

 しか し現 在 の 黒 人 ア フ リカ世 界 が,も は や 「裸 族 文 化 」 の世 界 で な い こ とは,急 い

で 強 調 して お く必 要 が あ るだ ろ う。 裸 族 ら しい裸 族 と い うの は現 在,コ ンゴ,ザ イ ー

ルの 森 の 採 集 狩 猟 民 ピ グ ミー の一 部 ぐらい に しか残 って い な い。

 それ に 「裸 族 」 の概 念 が 問題 で あ る。 文 字 ど う りの 意 味 で の 「裸 族 」 とい うの は,

黒 人 ア フ リカ世 界 に も存在 しな か った 。 「裸族 」 といわ れ る人 た ちで も,腰 に は木 の

葉 や草 ミノ,木 の 皮,動 物 の毛 皮,あ るい は少 し上 等 に な る と植 物繊 維 で 編 ん だ紐 や,

その 紐 製 の スダ レ,布 製 の エ プ ロ ン,パ ン ッ,フ ン ドシ様 の衣 服 な ど,な ん らか の衣

裳 を身 に纒 うの が 一般 的 で あ る。 一 生 を 通 じて纒 わな いに して も,一 生 の あ る時 期 に

は纒 う。 ま た ヌ アー族 の よ うに性 器 を露 出 して い る裸 族 で も,ビ ー ズの 輪 を 腰 の ま わ

りに巻 き付 けて いた りす る。女 性 の場 合,耳 飾 り,頭 飾 り,腕,足 飾 り,鼻 飾 りな ど,

何 らか の身 体 装 身 具 を 身 に着 用 して い るの が 一般 的で あ る。

 ま た身 体 の 露 出部 も,ま る き りの 素肌 とい うこ と は少 な い。 動 物 や 植 物 の脂 肪 分,灰

な ど が身 体 に塗 り付 け られ,身 体 の保 護 と美 容 が は か られ て い る。 これ ら油 脂 分 獲 得

の た め,油 脂 を 産 出す る樹 木(五6伽 翻6g疹b伽, Leiba Pen tandra, Adansonia-digitata,

Balanites aeglPtiaca等)に は特 別 の 保護 が加 え られ て きた[SEIGNoBos l982;江 口

1978:43]o

 他 方,身 体 に刺 青 を入 れ た り,傷 痕 をつ けた り,色 を塗 っ た り,歯 を鋭 角 に 削 るな

ど して,身 体 に 直接 装 飾 を加 え る文化 も,「 裸 族 」 に は発 達 して い る1》。 チ ャ ド湖 の

南 方 の サ ラ族 や トゥプ リ族 の よ うに,直 径10 cm以 上 に もな る 巨大 な 円盤 を上 唇 下 唇

に は あ ごむ 例 もあ る。 マ サ イ族 の よ うに,首 に輪 を い くつ も は めて,首 を人 工 的 に長

くす る風 習 を も った部 族 もい る。
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 したがって,い わゆる 「裸族」も,文 字通 り 「裸」で暮 らしているわけではない。

「裸」とみえるかれらの身体にも様々な人為が加え られ,そ れなりに入念な配慮をも

って,身 体の保護 ・装飾がはかられている。その装飾の中にはグロテスクな印象を与

え る もの も少 な くな いが,そ れ は そ れ だ け,身 体 装 飾 の 技 術 が複 雑 に発 達 して い る,

とい うこ とで もあ る。 その 意 味 で,黒 人 ア フ リカ世 界 は,た ん に 「裸 族 」 で な く,

「裸族文化」の支配 した世界であった。この点はどんなに強調して も強調 しすぎるこ

とはないだろうし,「 裸族文化」についての真面目な研究も待たれる2》。

2) 「衣服文化」 の二重分節構造

 しか し 「裸族文化」の一方に,「衣服文化」がある。「裸族文化」が0つ の立派な文

化であるにしても,「 衣服文化」と比較 した場合,両 者の間には歴然たる質的差異が

横たわっていることを認めざるを得ない。

 「衣服文化」の定義も慎重さを要するが, ここでいう 「衣服文化」というのは,

植物繊維や動物の毛などを紡いで撚 ってつ くられ糸で織 られた布を,仕 立ててでき

る 「衣服」の文化である3)。つまり,「 衣服」というのは,自 然界から得られる材料

に対 して,1)糸 を紡 ぐ,2) その糸で布を織る,3) その布で衣服を仕立てる,と

いうレベルの異なっった少なくとも3つ の人為加工が加重されて出来あがった加工物

で あ る。 さ らに一 般 的 に は これ に,布 や糸 の 染 色,艶 出 し,・刺 繍 な どの 第4次,第5

次 の加 工 が 加 わ る。 これ に対 して,木 の葉 や毛 皮 を その ま ま使 う 「裸 族 文 化 」の 衣 装

は,「 仕 立 て る」 と い う一 度 の 人 為 加 工,し か も きわ め て プ リミテ ィブ な 「仕 立 て」,

1)こ の問題 については,和 田正平氏[1982】 がかな り整理 され論考 を残されている。 アフ リカ

には真の意 味での 「裸族」は存在 しないという指摘 も,和 田氏 は次 のよ うな表現ですでにお こ

なわれている。 「ほ とん ど丸裸体で生活 してい る部 族民で も,か らだのどこかを彩 るのが通例

である。彼 らにとって,裸 体とは,わ れわれのい う意味とは違 って,な にひとつ飾 りのついて

いない体のことを さして いる。その意味で,ア フ リカに裸族 は存在 しない。どこかに飾 りがつ

いてい る。」[和 田 1982:13]。 和田[1981,1988]も,同 じ問題 を扱 ってい る。

2)「裸族文化」 に関 してすでにある邦語文献 と じて,先 述和 田氏の研究 とともに,江 口0久 氏

の 『アフ リカ最後の裸族』(1978)を 挙げてお く。

3)「紡いで撚 ってつ くられた糸」 の重要さは,井 関和代 氏より個人的に教示を得た。 そ うした

糸をつ くる労力は馬鹿にな らない。実際,西 アフ リカの内陸社会では,暇 きえあれば,糸 を紡

いで いる女性 の姿を見かけることがで きる し(写真1),ヨ ーロ ッパの童話などで も,女 性 はし

ば しば糸を紡 ぐ姿であ らわれて くる。たとえば,『 眠 り姫 』は,老婆の糸紡 ぎの棒に刺 されて眠

りこける。この童話は,母 親あるいは老婆 が糸を紡いでいる横で幼児が遊ぶ。幼児 は横に ころ

が っている先 の尖が った紡 ぎ棒を取 って遊ぷ。母親 はそれをた しなめる。そ して,紡 ぎ棒の危

険牲を幼児 にやさ しくさとす ことも兼ねて,『 眠 り姫』の話を作 りだ した。 そんな想像を 『眠

り姫』の 話 はかきたてる。なお,井 関氏は現在 ラフ ィア布 の研究 も続けてお られ るが,ラ フィ

アの糸 はラフイア繊維をそのまま使い撚 られ ていない,と のことである。 したが って,こ こで

は ラフイア布 は,「衣服文化」の定義の中に入れない。 しか しその精巧 さか らみてs'ラ フイア

布文化 は,「衣服文化」に限 りな く近い,「裸族文化」であろう。
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あるいはこれに,毛 皮をなめしたり,木 の皮をたたいて広げたりという,せ いぜい2

度の人為加工が加わった加工物にすぎない。場合によったら,仕 立ても,材 料の下ご

しらえもせずに身に着 ける,と いうことさえある。

 「衣服文化」の衣服と,「 裸族文化」の衣装(身 にまとうものの総称としてこの用

語を用いる)と の間の,こ の製造過程のちがいは,二 重分節によって成 り立つ人間言

語と,せ いぜい原始的な一重分節 しか有さない動物言語との間のちがいに比較するこ

とがで きるのではないだろうか。

 人間言語は,音 を素材に して 「音素」という人為的単位をつ くり,こ の音素を組み

合わせて 「形態素(語)」 をつくり,こ の形態素をさらに組み合わせて 「文章」をつ

くる。同じように,衣 服も,「 糸」という人為的単位をつ くり,こ の糸を織 りあ げ

て 「布」をつ くり,さ らにこの布を仕立てて 「衣服」をつくる。逆に言えば,一 つの

衣服はいくつかの布に分節され,各 々の布 はさらに糸に分節 されている(写 真1)。

 これに対 して,動 物の言語は,あ る叫び声や鳴 き声で,あ るメッセージ,怖 いとか,

逃げろ,と いうようなメ ッセージを表現 しうるにしても,そ の叫び声や鳴き声が分節

単位によって構成されている例は稀である。チンパ ンジーなどの高等動物になると,

原始的な分節構造のある言語を発するようであるが,二 重分節言語の存在の確認にま

では至ってはいない。木の葉や皮,動 物の毛皮などを,少 々柔 らか くしたり,な めし

た程度でつ くられる 「裸族文化」の衣装 も,分 節構造の欠如という点で,こ うした動

物言語と同一 レベルにあると言っていいだろう。

写真1 糸紡 ぎする女(マ リ国ジェンネ)
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嶋田 裸族文化から衣服文化へ

 そ して,動 物言語の表現機能に大 きな限界があるように,分 節構造を有さない 「裸

族文化」の衣装の機能にも,大 きな限界がある。 「裸族文化」の衣装では防寒,防 暑

などの身体保護を,人 間の運動機能をそこなわずに充分なしうることはむずか しい。

他方,人 間のきわめて複雑な思想や意志の自由な表現は,「 二重分節」言語をまって

初めて可能となった。それと同じく,衣 服文化においても,布 と糸の二重分節構造を

有する 「衣服」によって初めて,き わめてデ リケートな形態を有すとともにデ リケー

トな運動をおこなう人間の四次元的身体を被い,そ の機能を損なわずに保護するとい

う,き わめて複雑な機能を果たすことができるようになったのではないだろうか。二

重分節言語は,人 間の繊細な 「意識」とその運動に対応 し,二 重分節衣服は,人 間の

意識に劣 らず繊細な 「身体」とその運動に対応する4)。

3) 「文明」 と しての 「衣服文化」

 こ の よ うに,「 裸 族 文 化 」 と 「衣服 文 化 」 との 間 に は,動 物 と人 間 を 分 け る決 定 的

な差 異 と もみ な され て き た 「動 物 言語 」 と 「人 間 言語 」 との 間 の差 異 に 匹敵 す る差 異

が横 たわ って い る。 こ の差 を実 はわ れ わ れ の一 般 常識 も,「 未 開(野 蛮)」 と 「文 明 」

の差 と して認 識 して き た。 わ れ わ れ は,「 未 開 人(野 蛮人)」 と い う と,動 物 の毛 皮 を

ま と うか,木 の葉 の 腰 ミノ をつ けた ば か りの 姿 で,手 に は石 斧 を も ち,鼻 の穴 に は骨

で も突 き刺 し,動 物 の 叫 びに も似 た奇 声 をは りあ げ な が ら森 や原 野 を駆 け ま わ る人 間

の姿 を想 像 す る。 どん なに ポ ロで あ れ,布 製 の衣 服 を ま と っ て い る人 間 な らば,そ れ

はす で に 「文 明人 」 で あ る。 彼 らは ル ンペ ンや 浮浪 者,貧 乏 人,あ るい は脱 俗 の 聖 人,

つ ま り 「文 明 」世 界 の マ ー ジ ナル ・マ ンの姿 で あ って も,「 野蛮 人 」(未 開人)の 根 源

的 イ メ ー ジか らは か け離 れ て い る。逆 に 「裸 族 」 が服 を着 は じめた と き,「 裸 族 」 の

美 学 の 喪 失 と と もに,「 裸 族 」 の ル ンペ ン化 が始 ま る[FROE LICH l968:90]。

 「裸族 文 化 」 か ら 「衣 服 文化 」 への 移 行 の 問題 は それ 故,「 文 明 」 と呼 び うる よ う

な人 間 文 化 の形 成 にか か わ って い るの で はな い だ ろ うか。 「衣 服 文化 」 は,わ れ われ

の 「文 明 」 イ メ ー ジの 根 源 に あ る。

 しか し不 思議 な こ とに,こ れ まで の 「文 明 」 を め ぐる諸 議 論 にお い て, 「衣 服 文

化 」 は,「 文 明 」 の根 幹 に か か わ る文 化 と して の扱 いを 受 けて きた よ うに みえ な い。

「文 明」 とい えば,チ ャイ ル ド[1957]や モ ル ガ ン[1958]の 文 明論 に典 型 的 にみ られ

4)こ とばを 「織 る」 ことと,布 を 「織る」 こととが関連 した行為 と考え られて いることは,川

 田順造氏[1981:236-237]が すで に指摘 されたように,ド ゴ ン族[グ リオール 1981;グ リオ

 ール,デ ィテル ラン 1986:55,215-211]な どで,知 られている。 しか し,そ の類比を 「二重

 分節構造」で捉 えたのは,筆 者 自身の視点に基づ く。
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る よ うに,「 都 市 」 や 「国 家 」 の 形 成 とか らめて 論 じ られ るの が常 で あ った5)。

 「国 家 」 あ るい は 「都 市 」 形 成 を 「文 明 」 形 成 の メ ル クマ ール とす るのが 誤 り だ,

とい うの で は な い。 語 源 的 にみ て も,「 文 明」 「都 市」 「国 家」 な どの ヨー ロ ッパ 語 の

起 源 は と もに,CiViliS, CiVilitaS, CiVitaS,な どの ラテ ン語 に遡 り,同 一 で あ る。 歴 史

的 に み て も,ギ リシャ,メ ソポ タ ミア の 「都 市 」 文 明 が ヨー ロ ッパ 文 明 観 の プ ロ ト

タ イ プ を な して きた。 そ して お そ ら く 「衣 服 文 化 」 の形 成 は,「 国家」 「都 市 」 の 形 成

と も不可 分 に結 び つ いて い る。 とい うの は,先 の議 論 に も示 唆 され るよ うに,二 重 分

節構 造 を有 す る 「衣 服 」 の 文化 は,「 裸族 文化 」 に比 べ て それ だ け複 雑 な 社 会 的 分業

を 前提 に して成 立 す る文 化 だ か らで あ る。 黒 人 ア フ リカの 例 にお い て も,例 外 は あ る

が,糸 紡 ぎ は女,布 織 りは 男,仕 立 て は男 で も社会 的地 位 の あ る男,と い う よ うな 性

や 社会 的身 分 に応 じた分業 が み られ る。 さ らに,糸 と な る原 料 の供 給 の た め に は,綿

花 栽培,養 蚕,牧 畜 とい った第 一 次 産業,そ れ も食 糧 生 産 を 直 接 の 目的 と しな い 第一一

次産 業 が存 在 しな けれ ば な らな い。 こ う した諸 分 業 を 円滑 に結 びつ け るた め に は,や

は りそれ な りに分 化 した商 交 易 活 動 も必 要 と な る。 「裸 族 文 化」 か ら 「衣服 文化 」 へ

の移 行 に は したが って,遅 かれ 早 か れ,デ ュル ケ ム[1971]の い わ ゆ る 「無 機 的連 帯 」

に よ って 成 り立 つ同 質 社 会 か ら 「有 機 的 連 帯 」 に よ って 成 り立 つ 異質 社 会 へ と い っ

た,社 会 学 レベル の変 革 が と もな って い た はず で あ る。 そ れ は 「都 市 」 や 「国家 」 の

形 成 と無 関係 で な い 。

 しか し私 は こ こで,私 の 「衣 服 文化 」 論 を,既 製 の 「文 明」 論 の 枠 組 の 中 に あ えて

収 敏 させ るつ も りはな い。 私 が 強調 した い の は,「 衣 服 文 化」 に は それ だ け で,「 文

明」 につ いて の根 源 的 イ メ ー ジの 中核 を形 成 しう る よ うな魅 力 が あ る,と い うこ とで

あ る。 この 点 に も う少 し こだわ る必要 が あ る。 また た とえ,「 衣 服 文化 」形 成 が,人

間 文 化 に:おけ る 「文 明」 の 形 成 と直接 対 応 しな いに せ よ,そ れ は,チ ャイ ル ドの い う

「新石 器 革命 」 や 「都 市 革 命 」 な どに も匹 敵 す る,人 類 史 に お け る一大 革 命 で なか っ

たか,と い う問題 提 起 が 可 能 で あ る。 で はそ の 場合,「 裸 族 文 化 」 か ら 「衣 服 文 化」

へ の 移行 は,ど の よ うな プ ロセ ス をた ど って成 し遂 げ られ たの か 。 そ の た めに は,そ

れ に必 要 な技 術 革 命 や技 術 の 伝播 以 外 に も,い か な る意 識 革 命,政 治革 命,経 済 革 命

が 必 要 だ った の か。 あ る い はそ う した もの な しで も,こ の 移 行 はあ りえ たの か 。

 本 論 は,こ う した基 本 的 問 題 意識 に 立 って試 み、た黒 人 ア フ リカ世 界 に お け る 「衣 服

文化 」形 成 論 で あ る。 具 体 的 な事 例 を提 供 す るの は,西 ア フ リカ の 中央 ス ーダ ン,そ

の 南 部 地域 に は,19世 紀 初 頭,「 フル ベ族 の聖 戦 」 に よ って,イ ス ラ ム国 家 が成 立

5)最 近 の伊東俊太郎氏[1985]の 文明論は,こ の観点 を発展させた労作 である。
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した 。 アダ マ ワ首 長 国 とい うが,筆 者 は これ ま で そ の下 位 国 家 た る レイ ・ブ ーバ 王 国

を 中心 に,ア ダ マ ワ首 長 国 の研 究 を 続 け て きた。 レイ ・ブ ーバ 王 国,ア ダ マ ワ首 長 国

の 事 例 に 焦 点 を あ て なが ら,西 ア フ リカ,中 央 ス ー ダ ン地 域 にお け る,「 裸 族 文 化 」

か ら「衣 服 文 化 」へ の移 行 の過 程 と,そ の メ カニ ズ ムを,具 体 的 に みて い こ うと思 う6》。

1.イ ス ラ ム ・衣 服 文 化 複 合

1) 黒人 アフリカにおける衣服文化形成の原動力

i) 3つ の原動力

 西アフリカ内陸社会は,「 衣服文化」形成の研究にとって,2つ の意味で特権的な

場を提供する。1つ は,「 裸族文化」から 「衣服文化」への移行の時期が比較的新 し

く,現 在においてもこの移行のプロセスが,広 い地域にわたって,現 在進行形の形で

観察できる地域だからである。その2は,世 界の 「裸族文化」地帯が 「衣服文化」に

移行するにあたっては,多 くの場合,西 洋文明との接触が大きな原動力となってきた

のに対 して,こ こではイスラムが大きな原動力 となってきたか らである。西洋化とは

異なった形での衣服文化の形成過程をここで見ることができる。

もちろん,植 民地化にともなう西洋文明との接触,近 代化の進展が,黒 人アフリカ

の 「衣服文化」形成に果たした大きな役割は否定できない。また,ア フリカ諸国の独

立の影響 も大 きい。アフ リカ諸国の多 くは,独 立とともに独立国家としての体面を保

つために,強 制的な 「裸族文化」追放政策をおこなったからである。市など,公 共の

場における衣服着用の義務政策が実施されるとともに,国 策としての衣服生産,と く

6)黒 人 アフ リカにおける衣服文化の 研 究 と して は,井 関和代氏[井 関 1982,1983,1984,

1987a・1987b・1987c・1988]の 地道で精 力的研究があるが,井 関氏の研究 はその技術論 に特徴

がある。 これに対 して筆者がここで試みるのは,井 関氏の諸研究に多 く学びなが ら,物 質文化

と他の文化,と くにイスラムとの関わりを明 らかにする ことである。こうしたアプローチの先

達 は,日 野舜也氏の 「ス ワヒリ人の服装文化」[1968]で はないか と思 っている。 日野氏は,

 「服装文化 は,い わば,住 民 の行動様式の観察可能な表現で ある」,「服装文化 の諸要素 を歴史

的 に吟味することによって,こ とな った文化の接触過程,そ の接触によって もた らされる文化

変容を,観 察可能な事例 として,叙 述することが可能である」[日 野 1968:361],と して,

 「服装」 という物質文化を通 じて,「住民の行動様式」や 「文化変容」を,「観察可能」 な形で

研究するという方法を試み られた。川田順造氏 も,衣 服文化 に関 しては示唆に富む指摘 を繰 り

返 されている[川 田 19761979:149-165,1981:234-240]。 しか しその関心の中心は,織 機

を中心 とす る技術論,お よび西アフ リカ織物文化の伝播論 にあ る。最後に,1980年 マ リ調査 中

に病に倒れ,物 故された西村滋人 氏の名前 も,挙 げてお きたい。筆者が アフ リカの衣服文化 の

美 しさには じめて目を開かれたのは,京 都大学人類学研究会,通 称近衛 ロン ドでの,西 村氏の

ス ライ ドを交えての研究発表ではなか ったか,と 思 うか らである。西村氏の衣服文化 に関 して

公刊され た研究が1つ しかないのが,か えすがえす も残念であ る[西 村 1978]。
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に女性用の腰巻布生産の奨励 もはかられた7)。

 新生 アフリカ国家の 「裸族文化」追放の意気込みは,腰 巻布に,大 統領などの国家

元首の肖像がプ リントされていたことからもわかる。マスメディア,と くにテレビの

ような映像メディアが未発達なアフリカにおいて,こ れは,大 統領の顔を国民に広 く

知らせ・新生国家の統一をはかる実に巧妙な手段でもあったが,そ れは 「衣服文イヒ」

発展,民 生の基礎 レベルアップの国策ともみごとに合致 していた。また,腰 巻布に肖

像をプ リントされても,大 統領のプレステージが低下しないところに,ア フ リカにお

ける腰巻布の文化価値の高さが推し測れるだろう。大統領や国政とは無縁なアフリカ

の片田舎の人々にとって,腰 巻布の普及を目の前にしてはじめて,そ れに肖像がプリ

ントされた大統領の価値を認め,大 統領を一種の文化英雄として崇拝 していったよう

な面さえあったのではないかとさえ,私 は感 じている。

 いずれにせよ,こ うしてアフ リカ諸国がいっせいに独立を遂げた1960年 を境に,ア

フリカ諸国からは,「 裸族文化」が急速に消滅していった。しかし,独 立以前,西 洋

文明との接触のはるか以前からも,黒 人アフリカ世界には,衣 服文化がはじまってい

た。その主要な唯一ともいえる原動力となってきたのが8～9世 紀頃から黒人アフリ

カに到来 しはじめていたイスラム教である。本論の議論の中心課題は,こ のイスラム

と衣服文化 との密接な関連を確証 した後,そ の内的連関のメカニズムを明 らかにする

ことにある。

 イスラムは現在 も西アフリカで勢いよく成長 している宗教である。 イスラムを,

「イスラム ・衣服文化複合」という観点から,た んなる宗教としてでなく,物 質文化

と関連させ理解することによって,イ スラム発展の秘密もより深 く,か つ具体的なレ

ベルで可能となるのではないだろうか。また逆に物質文化を物質文化としてだけ理解

してゆくことも危険である。物質文化といえども,そ れは人間の主体的行為の表現だ

からである。そ れは,人 間の社会的,経 済的,宗 教的行為などとも深 くからみあって

存在 している。これまでの議論からだけでも,「 衣服」とイスラムゴ商業経済との密

接な関連は明らかであろう。

 本論では,こ の 「イスラム ・衣服文化複合」の内的連関をさらに詳 しく,レ イ ・ブ

7)た とえ ば 江 ロー 久 氏[1978=55]は,こ の あた りの事 情 を次 のよ うに具 体 的 に,印 象 深 く記

して い る・ 「1968の 秋,カ メル ー ンの 中央 政 府 が,ヒ デ族 の人 び と に,は だか で いて は い けな

い と い う命 令を くだ しま した 。 政府 の いい 分 は,こ うで す 。 『国 も独 立 した 。 国 は近 代 化を し

な けれ ば な らない 。 は だ かで 歩 い て い る よ うな国 民 が,わ が 国 にいて も らって は 困 る。』 と。

政府 は ヒデ 族 の村 に 憲兵 隊 を 送 り こん で,伝 統的 な パ ッパ ッパ ァや 腰 か ざ りの か わ りに,女 の

腰 に は ペテ ィ コー トを,男 た ちに は古 着 を 支給 した の で した 。」 なお,Froelich[1968:89-90],

Boutrais[1984:287]な ど も参照 の こ と。
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一バ王国とアダマワ首長国の例でみていきたいのであるが,こ こでは,「 衣服」と宗

教,物 質文化との関連のみならず,国 家権力,政 治との関連 も問題となる。

ii) 「裸」を嫌 う宗教

 イスラムは裸を忌み嫌 う宗教である。そのためイスラムの本拠地中東アラブ世界で

は,女 性が素顔を公衆にさらすことさえタブー視されてきた。黒人アフリカでは,女

性の顔を全て覆 うほどまでの裸体隠蔽の要求はすすまなかったが8),「 裸族文化」 の

世界であったアフ リカにおいて,イ スラム化とはまず何よりも衣服の着用を意味 して

いた。

 その場合の衣服とは,中 東アラブ世界とも共通な,ブ ーブーの名前で知られる貫頭

衣式の布製の長衣を意味する9)。材質は基本的には木綿であるが,絹 糸で刺繍された

り,布 自体が絹製の場合もあった。ブーブー,貫 頭衣,と いうと日本語の語感では安

っぽいが,図2に 示したように,上 等なものは敷布大の布をそのまま2つ 折りにして

つ くる,布 地をぜいた くに使 った衣服であり,外 見の印象はむしろ平安時代の貴族が

着た束帯に似ている。その下にさらにズボンと襟な しのシャッを着る。女性の場合も

公式にはこのブーブーを正式な衣裳として用いるが,日 常的には腰巻大の布を3つ 使

って,腰 と胸回り,そ れに背に巻 く衣服が基本となってきた。さらに頭には,男 性の

場合,ト ルコ式のフェル トの縁なし帽子や,綿 織や毛織,あ るいは綿布に刺繍をほど

こした縁なし帽子をかぶり,さ らにターバンを巻 く場合も多い。女性の場合にはスカ

ーフをかぶる。男性が帽子をかぶるのは,原 則として剃髪 していることとも関係 して

いる。イスラム教徒を自負する人で,こ うした衣裳一式をもっていない人はまずいな

いし,こ うした衣裳をもたなければ,イ スラム教徒として胸をはれない。そのなかで

も特に,長 衣のブーブーは,イ スラム教徒のほとんどシンボルと化 している衣服です

らある10)。イスラム教徒の家族なら,子 供が成長し,割 礼を受けて成人とみなされた

8)し か しや は り身 分 の 高 い イ ス ラム女 性 の 場合,出 来 る だ けそ の素 顔 を 公 衆 の前 に さ らす こ と

は避 け る。 そ の生 活 範 囲 は原 則 と して 屋 敷 内 に と どま り,わ た しの 調査 した レイ ・ブ ーバ 王 国

の 王 の妻 た ち な ら,王 宮 内 か らま ず 出 る こ とが な い。 これ は非 イス ラムの 王 の妻 た ち,た とえ

ば とな りの ム ンダ ン(Moundang)王 の 妻 た ちが,農 作業 にか り出 され るの と,き わ めて 対 照

的 で あ る。 ま た,西 ア フ リカ にお け る最 も古 い イ ス ラム都 市 の 一 つ であ るジ エ ンネ の場 合,泥

づ くりの2階 建 て ア ラブ 風建 築 で 知 られ るが,2階 の 壁面 は必 ず格 子窓 が あ いて い る 。 これ は

家 の 中で の 生 活 を強 い られ た女 性 が,外 を 見 る た めの 窓 だ とい う。 ま た女 性 が外 出 す る場 合,

顔 は隠 さ な くと も,ス カ ー フは必 ず かぶ り,頭 髪を 隠 す 。

9)そ の名 称 に は様 々あ る。 本 論 で 問 題 に な る 中央 ス ーダ ンの場 合,一 つ は ア ラビア語 起 源 の

thob, dhobe,こ れ は19世 紀 の ヨー ロ ッパ 人 探 検 記 録[DENHAM 1826:CLAPPERTON 1826:

BARTH l965(1857-1858): NACHTIGAL 1974-1980(1879-1889)1に 頻 出す る。 も う1つ は,

ハ ウサ語 のriga。 北 カ メル ー ンで は,フ ル ベ論 のgaarewol,も し くはganduura,と い う言 葉 が

よ く使 わ れ る。
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写真2 割礼を終えて,新 しいイス ラム服を着せて もらった少年

    (カメルー ン,レ イ ・ブーバ)

折 に は,大 人 と同 じ長 衣,帽 子 が与 え られ る[嶋 田 1982b=122](写 真2)。 改宗 の

場合 に も同 じ配慮 が払 われ る[日 野 1984:139-140]。

iii)マ ラル 王 の 改宗 儀 礼

 歴 史 文 献 で た しか め られ るか ぎ りで も11),す で に10世 紀 の ア ラ ビア語 文 献 に,ム

ス リム は 衣 服 を ま と って い る とい う記 述 が で て く る。al-Muhallabiが 記 し た,

kawkaw(後 の ガ オ,ソ ンガ イ帝 国 の王 都)の 王 とその 宮 廷 の 様 子 で あ るが,「 す べ

て ム ス リムで あ る。王 と要 人 は習 慣 と して,長 衣 とタ ーバ ンを身 に着 けて い る。馬 は

鞍 な しで 乗 る。」[Cuo2 1975:77]と あ る。

 11世 紀 の 地 誌 家al-Bakriが 記 述 した 西 ア フ リカの マ ラル王 の 改 宗 の 例 で も,「 長

衣 」 が きわ めて 重 要 な 役割 を果 た して いた こ とが わ か る。

 これ は,西 ア フ リカ に マ ラル と い う国 が あ った。 あ る年,干 ば つ に苦 しみ,雨 乞 の

呪 術 を お こな った が効 果 が な い。 そ こで 王 様 が 王 国 に滞 在 して い た イス ラム教 徒 に 相

10)た とえば,ハ ウサには,イ スラム化 したハ ウサと伝統宗教をま もるAnna(と くに現 ニジェ

 ールのマ ラデ ィ地域 に分布)が い るが,前 者 は 「衣服 の 子供」という意味の1)an riga( Yan

 吻 α,複)で 呼ばれる。 これに対 して異教徒 の 廊 ηαは,「 皮の服 を着 る人」 とみ られている

 [NlcoLAs 1975:59-61]。

11)16世 紀 までの 西 アフリカに関す るアラビア語文献 は,詳 細な注釈つ きでGuoq[1975]に 仏

 訳 されている。 その後Levtzion&Hopkins [1981]に よる,内 容を ほぼ同じくす るア ラビア

 語文献の英訳が出た。 注釈のていねいさ,収 集文献量か らい って も,Cuoqの 仏訳がはるかに

 す ぐれている。 本論で は,Guoq版 の頁数のみ記 した。なお,こ の英訳に基づいて, Guoq自

 身が整理 した西 アフ リカの初期 イスラム化論[Guog l 984]も,歴 史文献の扱 い方において・

 きわめて信頼性の高い論述 とな っている。
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談 す る と,ム ス リム にな り,イ ス ラ ムの お祈 りを す れ ば,雨 が 降 る だ ろ う,と い う。

そこで王様は郁 ラムに改宗し・杁 ラムの撞 りを したところ雨が降った,と いう

話 で あ る[CooQ,1975:102-103]。

 この 話 は しば しば,当 時 の イ ス ラ ム改宗 の動 機 の 皮層 性 を示 す 例 と して 言 及 され る。

な ぜ な ら,イ ス ラ ムへ の改 宗 と い って も,そ の 理 由 は イス ラ ムの宗 教 思 想 の 充 分 な 理

解 に あ った の で は な い こ とを,こ の 話 は如 実 に 物語 って い るか らで あ る。 イス ラム は,

「雨 乞 」 と い う,異 教 の 呪 術儀 礼 を代 替 え す る宗 教 と して の み評 価 され て い た。 あ ま

つ さ え,こ の 話 に は ・ 「葺 とそ の子 孫 や貴 族 た ちは イス ラム を信 じるよ うに な ったが
,

平 民 た ちは異 教 徒 の ま まで あ った」 とい うチ旨摘 樋 り,φ し破 層 な動 機 に よ る改

宗 は,住 民全 体 の イス ラム化 に 結 び付 か な か った こ と も語 って い る。

 しか しいか に表 面 的 で あれ,イ ス ラム教 徒 だ と称 し うる条 件 が あ る。 そ池 が,イ ス

ラム に つ い て初 歩 的 な 知 識 を もつ こ とで あ る と と もに,「 衣 服 」 を着 用 す る こ とで あ

った こと を,al-Bakriの 次 の 記述 は示 して い る。

彼は王が真剣にイス ラムを受けいれ られるよう固執 した。王 にコー ランのやさ しい

意 向を教え,知 るべ き宗教的義務 と慣 習を教えた。ついで,つ ぎの金 曜の夜まで待
                 の       の                            

つように告 げ,王 を完全な沐浴で浄め,木 綿の長衣でおおった。彼 らは土盛 りの上

にたち,イ スラム教徒の祈 りに続 き,王 も祈 った。[Cu� 1975:103;赤 阪1987:

323](傍 点 引用者)

 「衣 服 」 も重要 で あ るが,「 沐 浴 」 の 重要 さ も注 目 され た い。 イ ス ラ ム は 「清 潔 」

を貴 ぶ宗 教 で あ る。 この 問題 に つ い て は筆 者 自身 す で に 論 じた こ とが あ る が[嶋 田

1987],イ ス ラム化 に と もな い清 潔 感 へ の要 求 が 高 ま り,「 石 鹸 」 の 需要 が増 大 す る と

い う問 題 は ・ す で にバ ル トも指 摘 して い る[BARTH 1965:II l51](写 真3)。 な

おal-Sakriの 記 述 した イ ス ラム改宗 儀 礼 は,現 在 もそ っ くりそ の ま ま観 察 で き る。

日野舜 也 氏 が 直接 観 察 され た北 カ メル ー ンの 改宗 儀 礼 の様 子 を次 に紹 介 して お こ う。

ミッシェルはイス ラム教徒の家で ボーイとして働いていた少年であるが,屋 敷の人

びとにイスラムへの改宗を申 し出る。そ こでイスラム教 師の資格 がある屋 敷の若主

人が導師とな って,改 宗の儀礼をおこな うことにな った。若主人 はまずあ らためて

本人の改宗の決意を確認する。 「そ して,彼 の頭髪を剃 り,イ スラムの定 め られた
                                   ロ   

清浄,と くに この場合は,全 身を沐浴する大浄をおこな った。導 師か らプ レゼ ント
       コ              コ                       の   

された・ きれい1『洗濯 したブーブー(貫 頭衣)を 着た ミッシェルは,数 人 の立会い

の証人のまえで,導 師について シャリーダ(信 仰告白)を 口移 しでお こなった。そ

のあと導師か ら,イ バダー ド(信 仰の五 つの柱)に ついての説明があ り,ム ス リム

と しての心得を与えられた。」[日野 1撃4:139-140】(傍 点 引用者)
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写真3 割礼前に髪を剃 って もらう子 どもたち。イス ラムにとっては清潔 さも重要

 こうしてイスラムは,黒 人アフリカ世界における衣服文化形成の最大の原動力とな

っていった。その中でも衣服文化の形成が最 も早 く進んだ西アフリカ内陸社会におい

てはとくに,イ スラムと衣服は,一 種の文化複合を形成 してきた,と いうのが筆者の

基本的な認識である。

2) アフリカ自生文化 としての衣服文化

 i) 織 機 の 固有 性 ・綿 花栽 培 の古 さ

 と ころで 「イスラ ム ・衣 服 文 化 複合 」 と い う場合,是 非 と も認 識 して お きた い 問 題

が あ る。 それ は,西 ア フ リカの衣 服文 化 は,外 来 宗 教 た る イス ラム の影 響 を受 けな が

ら発達 した にせ よ,単 な る輸 入 文 化 と して 発 展 した の で は な い,と い う こ とで あ る。

西 ア フ リカ の衣 服 文 化 の遠 い起 源 は北 ア フ リカ で あ った か も しれ な いが,そ の 発展 は

主 に,西 ア フ リカ内 部 に お け る織 機 技術,染 色 技 術 の 自生 的な 発 展 に依 存 して きた 。

そ れ は と くに,わ が 国 で は川 田順 造氏 が す で に注 目 され た よ うに[川 田 1979:149-

159],黒 人 ア フ リカ固有 の,き わ めて 巾の狭 い綿 布 を 織 りあ げ る水 平織 機 の存 在 に よ

って 確認 で きるが,西 ア フ リカ に お け る綿 花 栽 培 の 歴史 も古 い。

 そ の最 も古 い文 献 資料 は や は り,11世 紀 の 歴 史 家al-Bakriに あ る[Cuo2 1975:

97]。 これ に よ る と,ガ ー ナ帝 国の 西 部 に,Sillaと い う,ガ ー ナ帝 国 に匹 敵 す るイ ス

ラ ム王 国 が あ り,こ こで はShaggiyyatと 呼 ば れ る良質 の木綿 の腰 巻 布(lzar)の 交
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易 を おこ な って い た。 腰 巻布 の大 きさ は,縦 横 と も,掌 を広 げ た と きの親 指 か ら小 指

まで の 長 さの4倍(lm内 外)あ り,そ の主 生 産 地Tarankaで は 各 家 に綿 花畑 が あ

った とい う12》。

 iり 西 ア フ リカ産 綿 布 の 高 品質 性(西 ア フ リカ西 部)

 しか も西 ア フ リカで 織 られ た木 綿布 は きわ あて 高 品質 で あ った。 それ故,西 ア フ リ

カ はか な り早 い時 点 か ら,綿 布 の サ ハ ラ地 域 及 び 北 ア フ リカへ の輸 出地 に さ え な って

い た6

 今 紹 介 したal-Bakri[CUOQ l975:97]は,ガ ー ナ帝 国西 部 の 地で の綿 布生 産 に

触 れ た際,そ れ が 良質 な綿布(「 優 美 」 とさえ 表 現 して い る)で あ り,重 要 な 交 易 品

に な って いた と述 べ て い る。

 14世 紀 の 地誌 家al-'Umari[CuoQ I975:270]も,マ リ帝 国の 王宮 の様 子 を,家

臣 た ち はア ラブ 風 の タ ーバ ンを着 け,現 地製 の 白色 布 の衣 服 をモ ロ ッ コ風 に身 に着 け

て い ると記 した 際,こ の 現 地 製布 の高 品質 と繊 細 さ を称 揚 して い る13)。

 15世 紀,レ オ ・ア フ リカ ヌス(L駮n 1'ﾀfricain)の 時代 に な る と,西 ア フ リカ に お

け る綿 布,衣 服 生 産 の発 展 は さ らに は っき り して くる。 レオ ・ア フ リカ ヌ スは,西

ア フ リカ の 内陸 部 各 地 で 綿 花 栽 培 が 活 発 化 して い る こ とを 指 摘 す るに とどま らず,

Ghinea(ジ ェ ンネ と推定 さ れ る)地 方 で は,綿 布 の交 易 が 北 ア フ リカ 商人 との 間 で

さか ん に お こな わ れ,多 大 な利 益 がGhinea地 方 に もた ら されて い る,と 記 して い

るか らで あ る[LﾉON L'AFRIcAIN l981:465]。 この 交 易 の 見返 りと.して は,ヨ ー

ロ ッパ の ラ シ ャ布,銅,真 鋳,武 器 が 輸 入 され,住 民 の 衣 服 も きわ めて 立派 で あ った

と い う。

 そ して 決 定 的 なの が ル ネ ・カ イ エ(Ren6 Caill6)の 証 言 で あ る。 ル ネ ・カ イ エ は,

19世 紀 の初 頭,1824年 か ら1829年 にか けて,ヨ ー ロ ッパ 人 と して は じめて,ジ ェ ンネ

・ トンブ ク トゥ経 由で 大 西 洋岸 か らの サ ハ ラ横 断 を な しとげ た フ ラ ンス人 探検 家で あ

る。ル ネ ・カイ エ は,ジ ェ ンネ周 辺 に広 い綿 花 畑 が あ り,ジ ェ ンネで 織 られ た布 が ト

12)TarankaはFouta Toroで ないかと推測されている[CuoQ 1975:97n]。 なお,西 アフ リカ

 の綿花については,注37も 参照の こと。

13)「 かれ らの衣服は}ア ラブ風にアゴの下に巻 くターバ ンと,か れ らのところで栽培され織 ら

 れた綿でで きた白色の布地 か らで きてい る。この布地は,そ の高品質さと繊細さにおいて際立

 っている。かれ らはこれをKamisaと 呼ぶ。かれ らの服の着方 は,モ ロッコ人の服の着方 と似

 ている」[CvoQ 1975:270]。 なお ここで,タ ーバ ンをア ラブ風に アゴの したで巻 く,と して

 いるのは,お そ らく,サ ハ ラのベルベル系遊牧民 との対比ではないか と思われる。現在 も,ベ

 ルベル系遊牧民の ツア レグ族 は,タ ーバ ンを口元 を隠すよ うに巻 き,目 だけを出す。 これに対 
して,現 モー リタニアに居住す るア ラブ(一 般 に,モ ール人 と呼ばれる)は,タ ーバ ンをアゴ

 の下に巻 いて 口元を露 出させ る。 ちなみに,北 カメルー ンの レイ ・ブーバ王国の王 は,口 元を

 隠すターバ ンの巻 き方をする。
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ンブ ク トゥ経 由で サ ハ ラや 北 ア フ リカ に輸 出 されて い る こ とを 記 す に と どま らな か っ

た。 旅 行 資金 が 底 を突 い たカ イ ェ は,カ ィエ 自身 が,高 く売 れ るか らとす す め られ て,

ジ ェ ンネで布 を 買 い,ト ン ブ ク トゥまで も って い き,こ れ をサ ハ ラ越 えの ラ クダ の借

り賃 とす る,と い う経 験 を して い る[CiAILLﾉ 1979:121,149]。

 トンブ ク トゥで は さ らに 別 の 布 を得 て,,こ れ を背 に モ ロ ッコに辿 り着 いて い る。 そ

して,そ ん な もの を見 せ び らか して い る と盗 ま れ るぞ と い う警告 ど うり,モ ロ ッコで

ぱ,日 中,強 盗 に あ い,こ の 布 の み な らず,着 て い る衣 服 まで,身 ぐる み はが され か

け て い る[(.iAILLﾉ 1979:324,341,346-348]。 ・

 サハ ラ交 易 に お け る黒 人 ア フ リカ側 の輸 出品 とい うと,金 や 奴隷 の み が強 調 され が

ちで あ る。 しか し黒 人 ア フ リカ は,か な り古 い時 代 か ら,綿 布 と い う,第2次 工業 製

品 を輸 出 し続 けて き た土 地 で もあ る こ とを 忘 れて はな らな い。、、

 iii)西 ア フ リカ産 綿 布 の高 品 質 性(中 央 ス ーダ ン)

 ハ ウサ ・ボ ル ヌ地 方 を 中心 とす る中央 ス ーダ ンに お いて も綿 布 は,西 ア フ リカ 西部

と同 じ高 い商 品 価 値 を有 した の み な らず,自 らが0種 の貨 幣 と して,交 易 の媒 体 ・手

段 と もな って きたユ4)。 西 ア フ リカ西部 は古 くか ら金 産 地 と して 知 られ,金 が 一 種 の

「貨 幣 」 と して盛 ん に流 通 して いた 地域 で あ るが,中 央 ス ーダ ンは金 交易 圏 の 外 に 位

置 して いた。 それ 故 中央 ス ーダ ンで は金 貨 が貨 幣 と して使 われ て い た痕 跡 は ご くわ ず

か しか な い。 その か わ り,綿 布 が 貨 幣 と して きわ め て重 要 な役 割 を な して い た 。

 この 最 も古 い指 摘 は,14世 紀 のa1-'Umari[CvoQ 1975:257]の 記 録 の な か に

み られ る。 そ れ は,現 地 製 のd疣diと 呼 ば れ る布 で,長 さは腕 の 長 さ(肘 か ら指 先 ま

で)10本 分 あ った15)。 しか し最 小 単 位 は腕 の長 さ4分 の1で あ った と い う。 類 似 の記

述 は,15世 紀 のal-Makrizi[CuoQ 1975:389]に もみ られ るが,こ れ はal-'Umari

の記 述 をそ の ま ま踏 襲 した もの とみ られ る。

 そ して 中央 ス ー ダ ン製 の 布 もサ ハ ラや北 ア フ リカ に まで 輸 出 され て い た ら しい こ と

は,14世 紀 中葉(1352-1353)に 西 ア フ リカ を旅 した イ ブ ン・バ トゥー タ(lbn-Balt嘩a)

の記 録 か らわ か る。 イ ブ ン ・バ トゥ ータ は,サ ハ ラの 銅 鉱 山 都市T緻addaに 立 ち寄

って い るが,そ こに は ボル ヌか ら ドレイ と と もに サ フ ラン で 染 色 され た布 が 輸 入 され

て い る,と 記 して い るか らで あ る[CuoQ 1975:319]。'ま た, T緻addaの スル タ

ンの衣 服 は,藍 で ま っ青 に染 め られ た服 で あ った[CuoQ,1975:320]。 T緻addaか

14)西 アフ リカ西部 における綿布 の 「貨弊」 としての使用例 を示す記述は少ないが,セ ネガルの

 フータ ・トロ地方で は,最 近 までや はり 「貨弊」と して使 用されていた[DILLEY l986:128]。

15)な お,Hodgkin[1960:77]訳 では, dandiが ωθ吻 とな って いる。
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らTouatに ぬ け る砂 漠 中 で も布 はや は り貨 幣 と しての 役 を 果 た して い た。 イ ブ ン ・

バ トゥ0タ は,布 と交 換 に 肉 や牛 乳 な どの食 糧 を砂 漠 の 住 民 か ら手 に入 れ な が ら
,サ

ハ ラを 旅 した,と その旅 行 記 に記 して い る[CuoQ l975:320-321] 。

 イブ ン ・バ トゥ0タ は,Takaddaの ス ル タ ン の 藍 染 め衣 服 や,砂 漠 中 で貨 幣 と し

て使 わ れ る布 の 原 産地 が ど こで あ るか は記 して い ない 。 しか し,そ れが 中央 ス ー ダ ン

製 で あ る こと は,サ ハ ラの遊 牧 民 が 現在 に至 る まで 中 央 ス ーダ ンの藍 染 め 産 業 の最 大

顧 客で あ る こと か ら,ま ず確 か と みて いい だ ろ う。

 事 実,18世 紀 末,エ ジ プ トか らフ ェザ ン(現 リビア 南部)経 由 で,ボ ル ヌ ・ハ ウ

サ地方 に入 り,ニ ジ ェー ル河 畔 で 命 を 断 った ドイ ッ人 探 検 家 ホル ネ マ ン(Friedrich

Horneman)の 日記 に は,フ ェザ ンま で ス ーダ ン製 の衣 料 が サ ハ ラを 越 え て輸 入 され

て い た こ とが は っ き り記 され て い る。 ホル ネマ ンに よ れば[Bovl肌 1966:1104],

フ ェザ ンの 中流 の人 は ス ーダ ン製 の藍 染 め長 衣 を着 用 し,中 流 以 上 の人 や ス ル タ ンの

マ ム ル ー ク(ド レイ官 僚)と な る と,ト リポ リ製 の衣 服 を着 て い た が,そ の上 に はや

は り様 々の模 様 や色 の つ い た ス ーダ ン製 の 上着 を着 て いた。 サ ハ ラの諸 民 族,ト ゥ ア

レグ や テダ の間 に も,ス ーダ ン製 の藍 染 め衣 料 は この時 代 す で に広 く行 き わ た って い

た[SOVILL 1966:1112, l i 4]。

 そ して19世 紀 中葉,ハ ウサ地 方 の 商 都 カ ノ(Kano)を 訪 れ た ドイ ッ人 探検 家 ハ イ

ン リ ッヒ ・バ ル ト(Heinrich Barth)[BARTH l965:II 510-513]は,カ ノ の商 業

の興 隆 はま ず第 一 に,そ の布 ・衣 服 産 業 に負 って い る と して,そ の商 圏 の 広大 さ を指

摘 して い る。 バ ル トに よ る と,カ ノの布 は,北 は,サ ハ ラを 越 え て,フ ェザ ン の

街 ムル ズ ク(Murzuk)や サハ ラの ホ ガ ー ル 山 地 の 商 都 ガ ッ ト(Ghat)か ら地 中海 沿

岸 の トリポ リ(Tripoli)に ま で達 し,西 は大 西 洋,南 は アダ マ ワ,東 は ボル ヌ地 方 に

まで及 ん で 販 売 さ れて いた 。 面 白 い の は トンブ ク トゥへの 交 易 で,こ の 当時 トンブ ク

トゥ とハ ウサ 地方 を結 ぶ 直 接 ル ー トが 政 治状 況 の 不 安定 さに よ って 閉 鎖 さ れて い たた

め,カ ノ の布 は0度 北 上 し,ガ ッ トや,ガ ダ マ ス(Ghadames)な どの北 ア フ リカの

都 市 まで 送 られ,そ の あ と再 び タ ワ ト(Tawat)経 由 で サハ ラを 南 下 して,ト ンブ ク

トゥに達 して い たの だ とい う。 こ う して, トンブ ク トゥに 輸 出 され る衣 類 品 だ け で

も,年 に ラクダ300頭 分,宝 貝 貨 に して6千 万 個 分 に達 して い た。 バ ル トの 推 計 に よ

る と,カ ノ の衣 類 の 全 輸 出額 は少 な くと も3億 宝 貝 に達 して い た。 バ ル トは,こ の 地

域 で は,宝 貝6万 個 あ れ ば,1家 族 が1年 充 分 に安 楽 な生 活 が で きる,と して い る。

した が って輸 出 だ けで も約5千 人 の 人 口が 養 わ れ て い たわ けで あ る(カ ノの人 口 は,

当時 約3万)。 しか も,バ ル トは言 う。 カ ノの 衣 服 産業 は ヨー ロ ッパ の よ うに労 働者
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の生 活 を最 低 生 活 に 陥 れ る大工 場式 で は な い。 住 民 は家 の まわ りに すて きな菜 薗 を も

ち,家 庭 生 活 を充 分享 受 して い る。 「カ ノ は,世 界で 最 も幸 福 な 国の0つ で あ るに ち

が い な い」,と[BARTH l965:II 511--512]。

3) 辺境 イスラム国家の現場か ら

 以 上 み た よ うに,西 ア フ リカの サハ ラ南 線 地 帯 は衣 服 文化 が,イ ス ラム と深 く結 び

つ い た形 で 古 くか ら発展 して いた 世界 で あ る。 しか し,わ た し自身 が 「イ ス ラム3衣

服文 化 複 合 」 の 存 在 に気 付 くに 至 った の は,何 よ りもわ た し自身 の北 カ メル ー ン,レ

イ ・ブ ーバ 王 国 にお け る調 査 を 通 じて で あ った。

 レイ ・ブ ー バ 王国(Lamidat de Rey-Bouba仏 〉 に つ いて は,こ れ まで 色 々な 形

で論 じて きた[嶋 田 1982a,1982b,1984]。 それ 故 こ こで の 紹 介 は最 小 限 に と どめ

るが,成 立 は,19世 紀 の 初 頭,中 央 ス ー ダ ンの ハ ウサ 地方 で,ウ ス マ ン ・ダ ン ・フ ォ

デ ィオ(Usman dan Fodio)に よ って は じ め られ た イ ス ラ ム教 宗 教聖 戦 「フル ベ族

の 聖 戦 」 に よ ってい る。 この 「聖 戦 」 に よ って ウス マ ン を 始 祖 とす る ソ コ ト帝 国

(Sokoto Caliphate)が 中央 ス ーダ ンに 成 立 し,そ の 東 南 部辺 境 州 を 構 成 したの が ア

ダ マ ワ首 長 国(Adamawa Emirate)で あ る。 そ の 版 図 は,現 在 の 北 カメル ー ンと,

そ の両 隣 りの チ ャ ド,北 ナ イ ジ ェ リア の 隣接 地 域 に及 ん で い た(図1)。 レイ ・ブ ー

バ王 国 は,そ の また下 位 国 家 と して,ア ダ マ ワ首 長 国 の東 南部 辺 境 地帯 を支 配 した。

 「フル ベ族 の 聖戦 」 の 本 質 は,イ ス ラム 宗 教 改革 運 動 で あ り[c£ 嶋 田 1988],

ソ コ ト帝 国 の形 成 も,イ ス ラ ム社 会 と して の古 い歴 史 を もつハ ウ サ地 方 を 中心 に始 ま

った。 しか し 「フル ベ族 の 聖 戦 」 は多 くの地 域 で 旧 イス ラム圏 を越 え て異 教 地 帯 に ま

で拡 が り,そ こで は 「イ ス ラ ム宣 教 」 運 動 とな って 展 開 した。 ア ダマ ワ首 長 国形 成 に

導 い た 「聖 戦 」 はそ の典 型 例 で あ る。

 ア ダマ ワ首 長 国 は,イ ス ラ ム拡 大 の前 衛 地 帯 に成 立 した イ ス ラム国 家 で あ り,筆 者

が集 中的 に調 査 した レイ ・ブ ーバ王 国 は,さ らに そ の 最 前衛 地 帯 に あ た って い た。 レ

イ ・ブ ーバ 王 国 に は そ れ故 現 在 で も,イ ス ラム と異 教 の 緊 張 関係 が 存続 し,レ イ ・ブ

ー バ 王 国 の調 査 を通 じて筆 者 は
,「 イス ラム化 」 とは ど い うこ とに あ るのか を,き わ

め具 体 的 な局 面 に お い て観 察 す る こ とがで きた。 「イ ス ラム化 」 とは,「 六 信 五 行 」 と

い う 概念 に 集約 的 に 表 現 されて い る よ うな16)神 学 的 意 味 で の宗 教 問 題 に 限 られ な

い。 そ れ は,生 活 の実 に様 々な局 面,人 間 生 活 の 「総 体 」 に及 ぶ現 象 で あ る,と い う

16)「六信」 とは,① アッラー,② 天使,③ 啓典,④ 予言者,⑤ 来世,⑥ 予定,を しんず ること。

 五行は,① 信仰告白,② 礼拝,③ 喜捨,④ 断食,⑤ 巡礼,を 行 うこと,と されている[嶋 田

 裏平  1982]o
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図1中 央 ス ー ダ ン
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                  図2 レ  イ ・ ブ  ー

①子供の服装 ②農民 の畑などへの外出スタイル ③若者のスタイル

着る活動的な日常着 ⑦⑧王宮 内で働 くドレイの服装 ⑨労働着,猪 追

な刺繍が度 々ほどこされてい る。 ⑬王様の ドレイ(重 臣) ⑭⑯女性
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④大人の正装 ⑤伝統的な細巾綿製長衣 ⑥商人や小学校の先生などが
い ⑩⑪⑫王様のドレイが着る活動的な衣服。しかし⑫のようなきれい

の衣服 ⑮ムボロロ(遊牧フルベ)の 労働着
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のが私のいつわらざる実感であった。 その中でもとくに 「裸族文 化」から 「衣 服文

化」への移行は,私 にイスラム化の最も明白な 「観察可能な事例」17)として印象づけ

られた。レイ ・ブーバ王国が成立した地域はかつて 「裸族文化」地帯であり,そ れ故

イスラム国家の成立とともに 「裸族文化」が 「衣服文化」へと移行 していったことが,

明 らかにみてとれる地域であったからである。

 レイ ・ブーバ王国はそもそも,人 口密度が1平 方キロメートルあたり1.5人 という,

おそろしく人ロ希薄なサバ ンナ地帯に位置する。交通も不便なレイ ・ブーバ王国は,

近代化からも大 きく取 り残され,現 在のアフ リカの中でも最秘境地帯に属す,と 言 っ

ても過言ではなかった。

 王都 も人口2,500人 。 しかしそこには,宮 廷を中心に,原 野の只中の伝統王国には

ふつりあいなまでに発達 したきらびやかな衣裳文化があった。王の家臣たちは,金 銀

の縁飾りや刺繍のついた豪華なガウン状の衣服をまとい,手 家お抱えの楽師たちは毎

週木曜日の夜か ら金曜日の昼にかけて,お 揃いの色彩華やかお仕着せを着て,王 への.

賛歌を歌い,太 鼓を打つ。

 私の大家となったハマジャム氏のように,日 常は汗まみれ泥まみれになって働く,

いかつい顔をしたオッサンで も,王 宮参内の日となると,沐 浴してきれいさっぱりし

た身体に,泥 小屋の奥からひっぱ りだ した平安時代の宮廷人風ガウンをまとって,さ

っそうとして出かけてゆ く。

 しかも驚いたことに,き らびやかな衣服をまとう人びとのほとんどが,かつては 「裸

族」であった ドレイ身分の王の家臣であった。その衣服は王から下賜 される。人口希

薄なサバンナの奥の草深い小都に花開いた衣服文化は・イスラム王権 と不可うに結び

つ い て発 展 した文 化 で あ った 。 そ して実 は私 自身 も,王 様 よ り衣 服 を 下 賜 され る栄 に

浴 し,こ の衣 服 文 化 の 一 端 に加 わ る こ とに な った 。 私 の 「イ ス ラ ム ・衣 服 文 化 複合 」

へ の 関 心 は,こ う した調 査 体 験 か ら生 ま れて い る(図2,カ ラー写 真1,2,3,4,5)。

 しか しまず は,様 々 な 資料 か ら,「 裸 族 文 化 」地 帯 で あ った フ ォ ン ビナ 地 方 が,「 フ

ル ベ族 の 聖戦 」 に よ る イ ス ラ ム化 と と もに,「 衣 服 文 化 」 地帯 へ と移 行 して ゆ く過 程

を,歴 史 的 に綿 密 に跡 づ け る作 業 か ら と りか か って い こ う。

17)脚 注6の 日野舜也氏の服装文化論参照のこと。
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2.フ ォンビナ地方におけ る衣服文化の発展

1) 異教世界 としてのフォンビナ地方

 アダ マ ワ首 長 国 が 成 立 した 地 域 を フル ベ語(fu fitlde)で,フ ォ ン ビナ(Fombina)

と い う。 フォ ンビ ナ と い うの は フル ベ語 で 「南 」 を 意 味 す る。 何 の 「南」 か と い う

と,チ ャ ド湖 を 中心 と レた 中央 ス ーダ ンの イ ス ラム先 進 地 域,ボ ル ヌ ・ハ ウサ地 方 の

「南」 を意 味 す る。 チ ャ ド湖 周辺 に は,サ ハ ラ南縁 地 域 最 古 の イ ス ラム王 国 の0つ カ

ネ ム ・ボル ヌ帝 国 が古 くか ら栄 え}そ の 影響 下,そ の 周 辺 に は,ハ ウサ諸 王 国を は じ

め,ワ ダ イ,バ ギル ミ,コ トコ,マ ンダ ラと い った イ ス ラム諸 王 国 が,「 フル ベ 族 の

聖戦 」 が ぽ っ発 す る19世 紀 初 頭 まで に数 多 く成 立 した。

 しか しチ ャ ド湖 の 南 に は,チ ャ ド湖岸 す ぐ近 くまで マ ンダ ラ山 地 が迫 り,ま た そ の

麓 に は,チ ャ ド湖 に 南 方 よ り流 れ込 む シ ャ リ(C zari)川,ロ ゴ ヌ(Logone)川 の 三

角州 が つ くる大 湿 原 地帯(Yaere)が 広 が る(図1), と い う具 合 で,チ ャ ド湖 南 方 へ

の イ ス ラム文 化 伝 播 は 自 然 の障 害 に よ って大 き く妨 げ ら'れて きた 。 それ で な くと も,

サハ ラ南縁 社 会 の イ ス ラム文 化 は,ラ クダ を使 った サハ ラ横 断 の 長 距 離交 易 の 拠 点 と

な った都 市 や,騎 馬 軍 事 力 を擁 して こ う した 長距 離交 易 を 保 護 し,監 視 し うる政 治 権

力 の 中枢 を 中心 に発 達 した 文化 で あ る。 ラクダ や馬 が使 えな い,ツ ェツ ェバ エの 分 布

す る南方 湿 潤 地 帯 へ の イ ス ラム文 化 浸 透 は,大 きなハ ンデを 背負 わ さ れて い た。 フ ォ

ン ビナ 地方 の 場 合,さ らに これ に 山岳 や大 湿地 帯 な どの 地 形 的要 害 が加 わ っ た。 そ れ

故,ボ ル ヌやハ ウサ 地 方 に 関 して は古 くか ら比 較 的多 くの 言 及 を お こな って い る ア ラ

ビ ア語 文献 も,チ ャ ド湖 南方 地域 に は ほ とん ど触 れ る ことが な く,触 れ た と して も,

「鬼 に 似 た野 蛮 人 」 が 棲 む と ころ だ,と い う怪 奇談 しか残 して いな い18)。

 この フ ォ ン ビナ(南)の 地 が イ ス ラ ム化 した の は,ひ とえ に19世 紀 初 頭 の 「フル ベ

族 の 聖戦 」 に よ る。 フ ォ ン ビナの 地 が 「異 教」(pagamism, animism)の 地 で あ った

と い う こ とは,具 体 的 に は,次 に よ う な状 態 で あ った こ とを 意 味 す る。

 まず第 一 に,政 治 ・社会 学 的 に は,国 家 社会 未 成 熟 の 部族 社 会 の 地,そ れ も,群 小

な部族 社会 が融 合 離 散 移 動 を繰 り返 して い た地 の よ うで あ る。 レイ ・ブ ーバ 王 国 の 例

で い うな ら,現 在 で も,全 入 口5万 ほ どの 中に10ほ どの 土着 部族 を含 む。 しか も一 つ

18)al-'Umar�ﾍ 次 のよ うに記 している。「Ibn Sa'idは 次のように記 している。 その南には,深

 い森 しかな く,そ こには,鬼 に似た 野蛮人が住 み,人 間にとって危険 この うえない。騎兵 はか

 れ らを捉えることがで きない。かれ らは人 よりも動物 に似てい る」[CuoQ 1975:259]。 類似

 の記述 は,al-Makrizi[Cuo2 1975:389]に もある。
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一〇つの部族の輪郭がきわめて曖昧であり
,0つ の部族であるようにみえても,実 際は

い くつもの部族の分派集団の寄せ集まりであったりする。 「フルベ族の聖戦」ととも

に,フ ルベ族が中心になって,こ うした多数の小部族集団を一つの国家社会に統合 し

たことになっているのであるが,そ の統合 もけっしてそうきっちりしたものではない

[嶋田 1984]。

 第二に,経 済学的には,商 業経済の未発達地域であった。西アフリカでも西部地域

になると,南 部森林地帯寄りに金産地があったうえに,大 西洋岸 と内陸部の距離が比

較的短かい。それ故早 くか らイスラム商人は湿潤な南部地域に入り込み,ヨ ーロッパ

人の商館がおかれた海岸地帯との間にも比較的早 くから交易路が開けていた。 しかし

フォンビナ地域の南方にはアダマワ高原と広い熱帯雨林が広がるだけであり,フ ォン

ビナ地域は完全な袋小路であった。

 そして第三に,物 質文化 レベルにおいては,こ こで問題にするように,何 よりも

「裸族文化」地帯であった。 しか しそのすぐ北の中央スーダンの中心部,ボ ルヌ,ハ

ウサ地方には衣服文化の著 しい発展があった。このコントラス トをまず強調しよう。

2) 19世 紀初期中央スーダンの衣服文化

 i) デ ンハ ム とク ラパ ー トンの 探検

 19世 紀 初 頭 中 央 ス ー ダ ンの衣 服 文 化 を最 も よ く伝 えて い るの は,イ ギ リス 人 デ ンハ

ム(Denham)と ク ラパ ー ト ン(ClapPerton)の 探 検 記 で あ る[DENHAM 穩id CiLAP-

PERToN l826],(し か し引用 は[BOVILL 1964]に 従 う)。

 デ ンハ ム と ク ラパ ー トンの0行 は,1822年1月23日 地 中海 岸 の トリポ リを 出 発 して,

フ ェザ ンを経 て,サ ハ ラを 横 切 り,翌1823年 の2月17日 ボル ヌ帝 国 の 首 都 クカ(Kuka)

に達 して い る。1年 余 りサハ ラ砂 漠 を 探検 して ま わ った こ とに な る。 その 後,デ ンハ

ム は主 に ボル ヌ帝 国 を 中心 に チ ャ ド湖 周 辺 を探 検 して まわ り,そ の 間 ア ダ マ ワ首 長 国

北 部 の 侵 入 に も成 功 し,貴 重 な記 録 を残 した 。 デ ンハ ム と別 れ た ク ラパ ー トンの旅 行

地 は主 に ソ コ ト帝 国の 心 臓 部 の ハ ウサ地 方 で あ った。 ク ラパ ー トンの 一 行 に は,0行

中唯 一 の 科 学者 とで もい うべ き医 師 の オ ウ ドニ ー(Oudney)が 随行 したが19》,オ ウ

ドニ ーは ソ コ ト帝 国 に入 った と ころで 病 没 した20)。 ク ラパ ー トンと デ ンハ ム が 再 び ト

19)デ ンハムの身分はMajor(大 佐),ク ラパー トンはLieutenant(大 尉)で あ った。

20)ち なみに,無 事イギ リスに帰国 し得たデンハ ムもクラパ ー トンもその後,再 びア フリカに戻

 り,ア フ リカで病没 している。ク ラパー トンは,今 度は大西洋側か ら内陸 に入 りこみ,中 央ス

 ーダ ンの第2回 探検を行 うが,そ の途次で倒れた。デンハ ムは,シ�� レオネ総督 とな って シ

 ェラレオネに赴 き,そ の地で亡 くな っている[BOVILL 1966:II 115]。
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リポ リに 戻 った の は1925年2月,約3年 間 に わ た る探 検 行 で あ った 。

 ソ コ ト帝 国 の 建 国 は,1804年,ウ スマ ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオ が ゴ ビ0ル(Gobir)の

ハ ウサ王 に発 した 聖 戦宣 言 に は じま る。1806年 に は,ソ コ ト帝 国の 基礎 が ほぼ確 立 し

た とみ られ て い る21)。 そ して1817年 に は ウス マ ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオ は亡 くな り,そ

の あ とを,息 子 の ムハ マ ッ ド ・ベ ッロ(Muhammad Bello)が 引 き継 い だ 。 ウス マ

ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオ は,宗 教 的著 作 も残 し22),強 力 な カ リス マ 的 権威 を有 した人 物

で あ った 。 第2代 ベ ッロ も名 君 の誉 れ 高 い人 物 で あ った が,現 実 感 覚 あふ れ た指 導 者

で,そ の 治 下,ソ コ ト帝 国の 諸制 度 が整 い,経 済 的繁 栄 の諸 基 盤 も整 備 され た こ とで

知 られ る23)。

 他 方,ソ コ ト帝 国 の辺 境 州 た るアダ マ ワ首 長 国 の建 国 は,1809年 頃 に始 ま った と考

え られ て い る24)。 首 都 は,聖 戦 開始 当初,現 北 カ メ ル ー ンの フ ァロ川 とべ ヌ エ川 の合

流 地 点 近 くの ゲ ラ ン(Gurin)に お か れ たが,何 度 か 移 り,1841年 に な って や っと現

北 ナ イ ジ ェ リアの ヨラ(Yola)に 定 着 した(図1)。 初 代 首 長 の ア ダマ 師(Modibbo

Adama)が 亡 くな った の は,そ の6年 後 の1847年 で あ る。

 した が って7デ ンハ ム と ク ラパ ー トンの 中央 ス ーダ ン探 検 が お こな わ れ た時 期 は,

ソ コ ト帝 国 の 建設 運動 が,中 央部 で は一 段 落 して 安定 期 に 入 り,ア ダ マ ワ首 長 国 の よ

うな辺 境 部 で は基礎 固 め が さか ん に お こな わ れ て い た時 期 に あ た る。 「フル ベ族 の聖

戦 」 は ボル ヌ 帝 国 との激 しい衝 突 も繰 り返 した が,こ の時 代,ソ コ ト帝 国政 府 と ボル

ヌ帝 国 政 府 との 関 係 は 安定 期 に入 ってい た 。 そ れ 故,ク ラパ ー トンー 行 は,ボ ル ヌ か

らソ コ ト帝 国 に 入 る こ とがで きた。 しか しア ダ マ ワ首 長 国 と ボル ヌ帝 国 との 間 に は ま

だ さか ん に衝 突 が 繰 り返 され て い た時 期 で,デ ンハ ム 自身 ボル ヌ帝 国 の ア ダ マ ワ遠 征

に加 わ り,戦 闘 に も参 加 し,貴 重 な記 録 を 残 した 。

ii)ボ ル ヌ地 方 の衣 服 文 化

 デ ンハ ムー 行 は先 に述 べ た よ うに,ト リポ リを 出 発 して サハ ラを 横 切 り ボル ヌに 入

った。 彼 は まず そ の 途 中 出会 ったサ ハ ラの遊 牧 民 テ ブ(Tebu)族 につ いて,現 在 は ス

ー ダ ン製 の 藍 染 め衣 服 を着 用 して い る
,し か しフ ェザ ン,ボ ル ヌ と の交 易 が 活 発 化 す

るまで 彼 らは 裸族 で あ った,と そ の 「衣 服 文 化 」の 歴 史 の 浅 さを指 摘 して い る[SOVILL

l966:II 223]。 しか しボル ヌで は,衣 服 文 化 の 発達 ぶ りに驚 きを か く さな い。

21)ソ コ ト帝 国については,ジ ・ンソン[JoHNsoN 1967],ラ ス ト[LAsT 1967]を 参照の こと。

22)ウ スマ ン ・ダ ン ・フォデ イオの宗教的著作については,バ ロガン[BALOGAN 1975]参 照。

23)ベ ッロ治下のソコ トの経済政策について は,ロ ヴェジ・イ[LovEJoY 1978]が 詳 しい。

24)ア ダマ ワ首長 国については,ン ジ ゥマ[NJEuMA 1978],ア ブバ カル[ABUBAKAR 1977]・嶋

 田[嶋 田 1985d]を 参照のこと。
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写 真4 19世 紀 初 頭 ボル ヌの 王宮 の 衣服 文 化(ダ ルマ の よ うに着 ぶ くれ して い る こ とに

   注 目 され たい)。 デ ンハ ム の旅行 記 よ り[BovlLL 1966:II PIate XI]

 デ ンハ ム は ま ず,ボ ル ヌの 王 宮 で の衣 服 文 化 の過 剰 ぶ りに驚 か され る。 この様 子 は

デ ンハ ム 自身 の ス ケ ッチ に も示 され て い るが(写 真4),廷 臣 た ち は平 安 時代 の十 二

単 式 に,8枚 か ら12枚 もの衣 服 を 重 ね着 して,さ らに 巨大 な タ ー バ ンを 頭 部 に巻 いて

い た。 しか もそ の一 番 上 に 着 る上 着 は,現 地 製 の 絹 製 品 で あ った[BOVILL I966:

II 257]。

 デ ンハ ム が 訪 れ た 当時 の ボル ヌ帝 国 は,一 度,「 フル ベ 族 の 聖 戦 」 に よ って ソ コ ト

に倒 され た 後,フ ェザ ン 出 身 の シ ェイ ク ・アル ーカ ネ ミ(S h eikh al-Kanemi)に よ

って 再 興 され た ば か りの 時 で あ った 。 ボ ル ヌ帝 国 の 政 治 の 実権 は クカ(Kuka)に い

た ア ルーカネ ミの掌 中 にあ り,ビ ル ニ(Birnie)に あ った伝 統 的 ボル ヌ王 の 王 宮 は 一
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種 の政 治 的 文化 的 デ カダ ンス の 中 に あ った 。 そ れ 故 ス ル タ ン とそ の廷 臣 た ち は,「 過

去 の 黒 人 王 た ち が陥 った あ らゆ る愚 行 と頑 迷 さ」 に ふ け る しか な か ったの だ とデ ンハ

ム は言 うの で あ るが[BOVILL 1966:II 256 257],上 に み た よう な愚 行 が 可能 とな

る背 景 に は,そ れ な りに発 達 した衣 服 文 化 が あ り,そ れ は 民衆 の な か に も広 く行 きわ

た って い た。

 例 え ば ア ンゴ ロ ノ ウ(Angoronou)の 街 で は,乞 食 さえ ま と も な衣 服 を着 る権 利 を

要 求 して い た。 デ ンハ ム は 「綿布 は 著 し く安 い。 それ 故 ア ンゴ ロ ノ ウの 町の ほ とん ど

の 男 た ち は ・ シ ャッ とズ ボ ンの 贅 沢 に ふ け って い る」[BOVILL l966:II 259]と 記

した後,次 の よ うな エ ピソ ー ドを語 って い るの で あ る。

何人かの乞食が,イ チ ジクの木の下 の近 くにた って物乞いを していた。上着 はちゃ

ん と着て いるのであ るが,手 には古 ズボンをも って,「 破けて いるんだ。 何 もは く

ものがないんだよ。 破 けてい るんだ。 何 もは くものがない」,と 叫び続 けていた。

[BOVILL  1966:II 259]

 デ ンハ ム は この様 子 に吹 き出 さず に い られ な か った と記 して い る。 ズ ボ ンが破 け て

い る ぐ らいで哀 れ み を乞 お う と して も,「 裸族 文化 」 が基 礎 文化 と して 存在 す る ア フ

リカで は あ ま り切 実 味 が な い か らで あ る。 しか し ま と もな ズ ボ ンが な い とい って,人

の 同情 を得 よ うと考 え る乞 食 が い た と こ ろに,ボ ル ヌ地方 の衣 服 文 化 の 成熟 度 が うか

が え るので あ る25)。

 ボル ヌ地 方 に おけ る綿 布 生 産 と藍 染 め 産業 の一 大 中心 地 は,チ ャ ド湖 の南 の,コ ト

コ王 国 の あ るロ ゴヌ 地方 に あ った。

 コ トコ王 国 はチ ャ ド湖 に南 か ら注 ぐシ ャ リ川 の一 大 支 流 ロ ゴ ヌ川 流 域 に成 立 した王

国 で,ボ ル ヌ帝 国 の属 国的 地 位 に あ った イ ス ラ ム王 国で あ る26)。 デ ンハ ムに よ る と,

ロゴ ヌ地 方 で 生 産 さ れ る藍 染 め布 は美 し く,ロ ゴ ヌ地 方 に は ほ とん どの家 に織 機 が あ

り・一 軒 に5つ もの 織機 が あ る家 さ え あ った[BOVILL l966:III 445]。 また 藍 染

め の綿 布 は,染 色 した後,水 を か け なが らア ンチ モ ニ'一の 粉 を ま ぶ し,木 槌 で た た い

て艶 出 しを お こな う。 この砧 打 ちの音 が ロ ゴ ヌ地 方 の 村 に は0日 中響 いて,こ の 地方

の 織 物 業 の 盛 況 を語 って い た とい う[BOVILL l966:III 446]。

 しか し中央 ス ーダ ンの織 物業 の も っと大 きな 中 心 は,ソ コ ト帝 国 中心 部 の ハ ウサ地

25)ま た,ク カ(Kouka)で は,奴 隷,特 に バ ギル ミ(Begharm)出 身 者 の 間 で は,一 種 の レス

 リング が盛 んで,勝 者 は主 人 の前 に膝 ま づ き,30ド ル か ら40ド ル す る衣 服 を 与 え られ た 。 また,

 この 勝敗 い か んで,100ド ル の 価 値 のあ る ドレイが0挙 に数 ドル の 価値 しか な くな る こ と もあ

 った と い う[BovlLL l966:III 401]。30ド ルー40ド ル の衣 服 の 価 値 が どれ ほ どの もの で あ っ

 た の か は,IV章 の 議 論 参照 の こと 。

26)コ トコ王 国 につ い て は ル ブ フ 匹EBEUF l969]を 参 照 。
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写 真5 ア フ リカの 織機,水 平機 。 ラム[LAMB l980,1981]の い うチ ャ

    ド型 機(カ メル ー ン,レ イ ・ブー バ)

方 に あ った。 な かで もカ ノ が その 中心 で あ った。 綿 布 と染 色 の質 自体 も,ロ ゴ ヌ地 方

の そ れ は,ハ ウサ 地 方 の そ れ よ り劣 って い る こ とは,後 に バル ト[BARTH l965:

III 308]や ナ ハ テ ィガル[NAcHTIGAL l980:II 180-184]が 指 摘 す る とお りで あ

る。 そ して 起 源 的 に も,ボ ル ヌ地 方 の綿 布 ・染 色 産 業 とハ ウサ地 方 の そ れ は異 な って

い た よ うで あ る。 織 機 自体 が ハ ウサ 型 とボル ヌ型(チ ャ ド型)で は,同 じ垂 直 機 で あ

りな が ら,ハ ゥサ 型 は3本 支 柱 機,チ ャ ド型 は4本 支 柱 機 とい うよ うに,大 き く異 な

って い た[LAMB l981:51-75;LAMB and HoLMEs l980:87-95,129--133]27》

(写真5)。

 iii)ハ ウサ地 方 の衣 服 文 化

 デ ンハ ム と別 れ て,ソ コ ト帝 国 を 探検 した ク ラパ ー トン も,ハ ウサ 地方 の豊 かな 衣

服 文化 につ いて 強 い印 象 を 受 けた 。 ク ラパ ー トンは カ ノの衣 服 産 業 に つ いて か な り整

理 され た記 録 を残 して い る。 カ ノの 染 織 の現 状 に つ いて は,最 近,井 関 和代 氏[1988]

27)3本 枠のハ ウサ型 とい うのは,柱 を織師の前面に2本,背 面 に1本 立て,綜 続や箴は,こ の

 後方の柱か ら織 師の頭越 しに引っぱり,綜 続を足先のペタルに結んで上下 させる。これ は正確

 には,垂 直機 とい うより,斜 め機 とい うべきものである。4本 枠の チャ ド型 は,4本 の柱を立

 て,両 脇の柱に2本 平行棒をわた し,こ の平行棒にわた した棒 か ら,綜 統や箴をつ るす。 この

 形式だと,綜 続は,足 先までほぼ垂直にお りる。しか し座 った姿勢で投 げ出した足の足首を上

 下 させるだけで,綜 統 を上下 させるとい うのはたいへんむずか しい,そ のため,こ の機を使 う

 ときは,椅 子を使 った り,足 元を深 く掘 って,椅 子に座 った形になって操作する。
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の詳 細 な報 告 が 出 た ば か りで あ る。 この観 察 を ク ラバ0ト ン,さ らに その 後 の バ ル ト

の観 察 な ど と重 ね あ わせ る こ とに よ って,カ ノ の衣 服 産 業 の 歴 史 的変 化 が か な り正 確

に理 解 で きる と思 わ れ るが,こ こで は ク ラパ ー トンの観 察 を整 理 して紹 介 す るに と ど

め る。

 ク ラパ ー トンの 記述 を整 理 す るな ら,カ ノ 名 物 の藍 染 め衣 服 が 出来 上 が る まで の 過

程 は,次 の よ うに わ け られ る。

 ① 糸 紡 ぎ

   街 道 沿 い の路 傍 な ど に座 って女 た ちが糸 紡 ぎ を して い る姿 を ク ラパ ー ト ンはあ

  ち こ ちで 見 か け て い る[BOVILL l966:IV 445,658]。

 ② 布 織 り

   紡 いだ 糸 に よ って,gubkaと 呼 ば れ る 幅3-4イ ンチ の きわ め て 細 い 幅 の 布

  (以 下,綿 バ ン ドと呼 ぶ)を 織 る[1966:612-615]。 熱 心 に 織 る と,一 日,20-

  30 fathams(1 fathamは 両 手 を広 げ た幅,1尋,約1.5-i.8 m),つ ま り34--

  54mの 長 さの布 が織 れ る[1966:658]28)。

 ③ 仕 立 て

   綿 バ ン ドを つ な ぎあ わ せ て,長 衣(tobe)や,幅1ヤ ー ド,長 さ3.5ヤ ー ドほ ど

  の腰 巻 布(turkadee)[1966:615]を 仕 立 て る。

 ④ 染 色

   こ う して 出来 た 衣 類 を 染 色 す る。 染 色 壺 は,深 さ9メ ー トル,巾3メ ー トル の

  大 きな壺 で,地 に 掘 っで埋 め て あ る[1966:659]。

 ⑤ 砧 打 ち

   染 色 され た布 や衣 類 は,太 い木 の幹 の 上 に 広 げ られ,2人 の 男 が木 槌 で た た い

  て,艶 出 しす る。 この 際,水 とア ンチモ ニ0の 粉 を か け る こ と は,ボ ル ヌ地 方 乏

  同 じ。 ク ラパ ー トンは こ う してで き上 る綿 布 の 艶 を 「日本 風 の 艶 」 と表現 して い

  る[1966:659]。 実 際,砧 打 ちさ れ た木 綿布 に は,絹 の よ うな 光 沢 が 出 る。

 ⑥ 販 売

   出来 あが った衣 服 の 値段 は,濃 紺 の 上 質 の 長衣(tobe)な ら,宝 貝5,000個 。 そ

  の 内訳 は,以 下 の よ うだ とい う[1966:659]。

28)turkadeeを 一応 「腰巻布」 と訳 してお く。 バル トその他 の著者 も,こ れを 「腰巻布」 として

 いるが,後 にみるように,実 際の腰巻布分の2倍 ある。腰巻 ばか りでな く,上 着 に して胸を巻

 く分 も含めた大 きさの布 である。
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衣 服 代  宝 貝1,300個

染 色 代  宝 貝3,000個

艶 出 し代   宝 貝 700個

合 計 宝 貝5,000個

 染 色 と艶 出 しに よ って,著 しい付 加 価 値 が衣 服 に加 わ って い る こ とが わか る。 ちな

み に,腰 巻 布(turkadee)は,一 枚 が 宝 貝2,000-3,000個 相 当で あ った[1966:659]。

 販 売 を め ぐって は,さ らに重 要 な 指摘 が あ る。 カ ノで は,こ う して 生 産 され た綿 布

衣 類 の 信 用維 持 に,国 家 を 挙 げ て 取 り組 ん で い た こ と を示 す指 摘 で あ る。 製 品 に は,

ψ観 α と呼 ば れ る卸 売 業 者(ブ ロー カ ー)の 名 が 記 され,売 られ た製 品 が 不 良品 で

あ る とわ か る と,た とえ ボル ヌ まで も って いか れ た製 品 で あ って も,売 り手 まで返 品

され,買 い手 は代 金 の 払 い戻 しを うけ る こ とがで きた,と い うので あ る。 この制 度 は

カ ノの 法 律 に よ って 定 め られ て い た[1966:653]。 公 正 さは 衣 服 の 交 易 に 限 られ な

い。 「市 の諸 規 則 は最 高 度 の公 正 さ を もって 定 め られ,そ の適 用 も厳 格 か つ公 正 で あ

った 」[1966:653],と い うの が カ ノ の市 に対 す る ク ラパ ー トンの 全般 的判 断 で あ る。

 こ う した ク ラパ ー トンの 記 述 か ら,19世 紀 初 頭 の ハ ウサ地 方 の衣 服 文 化 の 高度 な発

達 の 背 後 に は,綿 花 栽 培 か らは じま り布 製 品 の 交 易 に 至 るまで,高 度 な 社会 的分 業 の

発 達 が あ り,商 業 経 済 とそ の 組 織 の 「近 代 化 」 が か な り発達 して い た こ とが 窺 え る。

そ して さ らに,綿 布 ・衣 服 が た ん に 「商 品」 で な く,「 貨 幣」 の 役 割 も担 って いた と

い う事 実 によ って,こ の 地 方 の商 業 経 済 の発 達 は,衣 服 文 化 の 発 達 と想 像以 上 に内 的

な 結 び つ きを もつ もの で あ った こ とが一 層 明 らか にな るの で あ るが,こ の 点 に つ いて

は4章 で あ らた めて 詳 し く論 ず る。

 な お ま た ク ラパ ー トンは,カ ノ の衣 服 産 業 に は,ニ ジ ェール 川 中下 流域 ヌ ペ(Nupe)

出 身 の ドレイが その 腕 を 高 く評 価 され て 深 く関与 して い た こ と も記 して い る[1966:

654]。 ヌ ペ産 の 布 ・衣 類 とい うの は,バ ル ト,ナ ハ テ ィガ ル の時 代 に な る と,中 央 ス

ー ダ ンの最 高 級 品 の レ ッテ ル を張 られ る に至 る29)
。 こ の記 述 は,こ の 時 代 の い わ ゆ る

ドレイ制 が,未 熟 練 の た ん な る肉体 労 働 者 の 売 買 ・使 役 を 目的 とす るに とど ま らず,

一 種 の専 門技 術 者
,そ れ も第一 次 産 業 の それ で な く第 二次 産業 の 専 門 技 術者 の獲 得 を

め ぐって機 能 して い た こ と も示 して い る ので あ る。

29)た とえば ナハテ ィガル[NAcHATIGAL l980:J43-144]は,ボ ルヌで最高級 の衣 服 とみ られ

 ているのは,1(π19鉱切 ♂と呼ばれ るホロホsロ鳥型ブーブー(gUinea-fowl garment)で,そ の中 
で も最高級品は,ヌ ペ(Nupe)製 で,カ ノ製が これに次 ぐ。「ホロホロ鳥」タ イプとい うのは,

 その布の織 りをいい,白 と藍染 めの糸を交互に織 って,ホ ロホロ鳥の毛並みに似 た色 にしたも

 のをいう(カ ラー写真9)。 「ホロホロ鳥」タイプに次 ぐのがKororebshiと 呼ばれる藍染めされ

 て,砧 打 ちされた衣服で,カ ノが,そ の主産地 だとい う。
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3)19世 紀初期におけるフォンビナ地方の衣服文化

 19世紀初期,ソ コト帝国成立期の中央スーダ ン中央部の,イ スラム先進地域におけ

る衣服文化の発達具合を前節でみたが,こ んどは,こ れ と対照的な,異 教世界フォン

ビナ地方の 「裸族文化」ぶりをみてみよう。

 i) ボルヌ帝国軍のマンダラ遠征

 デンハムは,ド レイ狩りとアダマワ首長国攻撃を目的とした,ボ ルヌ帝国のマンダ

ラ遠征に参加する。ボルヌ帝国は古くから,北 アフリカ ・中東とのサハラ交易の0大

拠点となっていたイスラム王国である。そのボルヌ帝国の北アフリカ ・中東への最大

の輸出品が ドレイであ り,北 アフ リカからやってくる商人も1代 金の支払いは ドレイ

によって求める商人が多かった。そのため,ボ ルヌ帝国政府ばチャド湖南方の異教部

族地帯に向けて定期的に ドレイ狩 り遠征を試みつつ,そ の政治支配圏の拡大を企てて

きた。 しかし19世紀,フ ォンビナ地方におけるアダマワ首長国の成立がその前に大 き

く立ちはだかる。デンハムがボルヌを訪れた時代,ソ コ トとボルヌの関係は鎮静化 し

ていたが,ボ ルヌとアダマワの間にはなお緊張関係が存続 し,度 々戦火が交えられて

いた。そんな折,デ ンハムも,ボ ルヌ帝国の ドレイ狩 りとアダマワ首長国攻撃を目的

としたとしたマ ンダラ遠征に参加することができた。

 マ ンダラ(Mandara)と いうのは,北 カメルーンと北ナイジェリアの国境地帯に横

たわる峨峨たる山岳地帯であ り,こ こにキルディ(Kirdis)と 呼ばれる異教部族が密

集 し,全 面的にはアダマワ首長国にも,ボ ルヌ帝国にも統合されることのなかった地

方である。 しかしマンダラ山地の北辺には,マ ンダラ王国と呼ばれるイスラム王国が,

18世紀に成立していた。ロゴヌ川流域のコトコ王国,シ ャリ川流域のバギル ミ王国な

どとともに,ボ ルヌ帝国の衛星国家的地位にあったイスラム王国である。政治経済史

的には,ボ ルヌ帝国の圧力を受けるとともにその援助を受けて,マ ンダ ラ山地の異教

部族キルディ噛にたい してドレイ狩 りをおこない,ド レイをボルヌ帝国に売却するとい

う,サ ハラ交易の最末端に位置するイスラム王国であった。こうしたマ ンダラ王国は,

「イスラム衣服文化」と・「異教の裸族文化」とが相接し,そ の対照性が否応なく容易

に認識される地域であった。

 マンダラ王国は最終的にはアダマワ首長国によって滅ぼされる。 しか しこの時はま

だ存続 し,マ ンダラ王は華美な衣服をまとった臣下をひきつれて,ボ ルヌ軍を迎えた。

マ ンダラ王は藍染め布のテントの下の土製の台座に,美 しい絨椴を敷いてすわりr手

元には絹の枕があった。 従える臣下の数は約200,皆,色 彩あざやかな絹ないし綿の
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衣 服 を 美 し くま と って い た と い う[BOVILL l966:III 328]。

 しか し他 方 で,マ ンダ ラ王 国 の周 辺 は ほ とん どが キル デ ィ(異 教徒)地 帯 で,王 都

を 見 下 す 山 さえ もキル デ ィの居 住 地 に な って い た。 デ ンハ ム は 持 参 の 望 遠 鏡 で,ボ

ル ヌ軍 の到 着 に よ って あ わ て ふ た め くキル デ ィの様 子 を じっ くり観 察 す る こ とが で き

た 。 デ ンハ ム は,裸 の キル デ ィが,急 峻 な 崖 を す ば や く移 動 して ゆ くのを,「 猿 の よ

うに 」 と さえ形 容 して い る[1966:III 335]。

 ボル ヌ軍 の 強 さを 知 って い るキル デ ィ(異 教 徒)部 族 の 首 長 た ちの 何人 か は,自 発

的 に200人 の ドレイ と50頭 の馬 をひ きつ れて,ボ ル ヌ軍 の 前 に恭 順 の 意 を あ らわ しに

や って きた。 キル デ ィ人 の首 長 た ち は地 に ひれ 伏 し,砂 を 頭 に か け なが ら,悲 痛 の叫

び声 を あ げて,哀 れ み を乞 う。 しか しそ れ以 上 にデ ンハ ム の 目 を射 たの は,こ れ ら異

教 徒 た ちの 「最 も恐 ろ し く狸 猛 で ま こ とに 野蛮 な 姿 」[1966:III 333],で あ った。

彼 らは毛 の つ い た ま ま の 山羊 の皮 を 頭 に被 り,背 中 に は 山羊 や ヒ ョウの 毛皮,胸 に は

獣 の 頭 が つ い た ま ま の毛 皮 を ヨロィ の よ うに 飾 りつ け て い た。 毛 皮 か らは,獣 の 太 腿

や尻 尾,肢 が そ の ま まぶ らさが り,腕 や耳,首,髪 は,骨 や歯 の飾 りで 飾 り立て られ

て いた 。 デ ンハ ム は,歯 を連 ね た首 飾 りは,き っ と,殺 した敵 の 歯 で つ く られ た に ち

が いな い,と まで 確信 した。

 しか も悪 い こと に,イ ス ラム教 徒 た ちは,こ の 「野 蛮 人 の 中の野 蛮 人 」 を 指 さ して,

か れ らは キ リス ト教 徒 だ とデ ンハ ム に さ さや く。 そ の デ ンハ ムの 目の 前 を,異 教 徒 た

ちは,褒 美 に貰 った死 馬 を ひ きず って 去 って ゆ く。馬 肉 を食 べ る こ とを忌 み嫌 うイ ギ

リス 文化 の 中 に 育 った デ ンハ ムは た ま らず,キ リス ト教 徒 は馬 肉 を食 べ な い,と 抗 議

す る。 しか しイ ス ラム教徒 は,そ れ はそ うか も しれ な いが,キ リス ト教 徒 は ブタ 肉 を

食 べ る,こ れ は も っと悪 い,と 平然 た る もの で あ った。

 実際,本 当 に野 蛮 で揮 猛 で あ ったの は,ド レイ狩 りにや って きた ボ ル ヌ軍 で あ る。

そ れ に もかか わ らず,そ の ま え に額 づ き命 乞 い す る人 た ちが,揮 猛 で野 蛮 な 人 間 だ と

見 な され るの は,一 に そ の毛 皮 ず くめの 「裸族 」 ぶ りにあ った,と い って よい だ ろ う。

 ii)現 代 の キル デ ィ(異 教 徒)研 究 か ら

 アダ マ ワ首 長 国 の成 立時,フ ォ ンビナ地 方 の住 民 の ほ とん どが 「裸 族 」 で あ った こ

とは,つ い最 近 まで 実 際 に,フ ォ ンビナ 地方 の土 着 民 キル デ ィの殆 ん どが 「裸族 」 で

あ っ た こ とか ら もわ か る。

マ ンダ ラ 山地 の マ タ カ ム族(Matakam)は,そ の呼 称 じた いが,か れ らが 「裸 族 」

で あ っ た こ とに 由来 して い る とい う。 マ タ カ ム とい うの は,フ ル ベ語(fulfuld'e)起 源

の呼 称 で あ る。 マ ンダ ラ山地 の キル デ ィの多 くは最 近 まで 「フル ベ族 の 聖戦 」 に抵 抗
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し続 けた 。 そ の 中で もマ タ カ ム族 め抵 抗 は 知 られ て い た。 あ る と き,マ タ カ ム族 と戦

うフル ベ軍 に,ナ ダ マ ワ首 長 国政 府 の 将 軍 が援 軍 に か け つ け た。 しか し この将 軍 は,

強 い敵 だ と思 って い たマ タ カ ム族 が,ま った くの 裸 族 で あ った こ とに 驚 き,あ ん な

「裸 族 の 野蛮 人 」 ご と きに,と 憤 った 。 その フル ベ語Mettayanjoが 誰 って,マ タ カ ム

に な ったの だ と い う[MARTIN l970:16]。

 た だ し,す で に強 調 した よ うに,キ ル デ ィは 裸族 だ とい って も,文 字 通 り 「裸 族 」

で あ った わ けで はな い。

 江 ロー 久 氏 の今 とな って は きわ め て貴 重 な,マ ンダ ラ山 地 の ヒデ族(Hide)つ いて

図3 ヒデ族の身体装飾[江 口 1978:56-57]
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の 記録 『ア フ リカ最 後 の 裸族 』 に よ ると[1978:51-57],男 は皮 の 腰 か ざ り,女 は,

未婚 の娘 な らパ ッ ァパ ッ ァ と呼 ば れ るす だ れ状 の皮 の 腰 か ざ り,既 婚 者 な ら,ガ ザ ン

ゲ ル とよ ばれ る鉄 製 の腰 か ざ りを つ け る。 しか し仕 事 に い くと きは,木 の 皮 で で きて

い るひ もに,木 の葉(カ イ セ ドラな ど)を1つ 吊 した 程 度 の腰 か ざ り しか つ けな い。

しか し面 白い こ とに,男 は牛 皮 の 帽子 をか ぶ り,女 は ヒ ョウタ ンを半 切 りに した帽 子

を か ぶ る。 さ らに,ジ ビ とい う,小 さな 袋 を ポ ケ ッ トが わ りに 吊 るす 。 「ハ エ追 い」

もお しゃれ用 品 で あ る。 さ らに様 々な装 身具 があ る。足 輪(材 料:つ る,わ ら しべ,

金 属),首 か ざ り(材 料:ヒ ョ ウタ ン,ビ ー ズ,ヤ ギ の つ の,わ ら しべ),耳 か ざ り

(材 料:岩 ネ ズ ミの キバ,金 属),鼻 か ざ り(材 料:木,金 属),金 属 の腕 輪 とい う具

合 で あ る(図3)。

 マ ンダ ラ山地 の ム クテ レ族(Mukt�1�)の 場 合[JUILLERAT 1971:46],女 性 は,

毛 皮 の ふ ん ど し様 の衣 装 を ま と う。 それ は,腰 に巻 きつ け る山 羊皮 の細 紐 と,股 の 間

に く ぐらせ る細 巾の毛 皮 で で きて い る。 しか も この 「ふ ん ど し」様 衣 装 が,女 性 の0

生 を通 じて微 妙 に変 化 す る。 た とえば}未 婚 の女 性 な ら,股 を く ぐ らせ る毛 皮 は比 較

的 巾 の狭 い山 羊皮 製 で あ り,そ の毛 皮 の 先 は 腰 紐 に は さん で 日本 の 「ふ ん ど し」 の 先

の よ うに前 で垂 らす。 しか し出産 を経 験 した女 性 の場 合,毛 皮 は牛 皮 に か わ り,毛 皮

の余 りは,後 ろで,尻 を か くす よ うに 垂 らす,と い う具 合 で あ る。 その 他 細 か い区 分

を 問題 にす る と,5段 階 の 区 分 が あ る とい う。 な お ジ ュイ ユ ラに よ る と男 性 は完全 に

裸 で あ っ た とい うが,こ れ を 文 字 通 り受 け と るに は慎 重 さが必 要 だ。

 ロ ゴ ヌ川 流 域 の 湿 原 地 帯 に 住 む ップ リ族(Toupouri)の 場 合[GuILLARD l965:

116-119],男 は成 人 す る10～11才 頃 まで,木 綿 の糸 一本 を腰 に巻 きつ けた だ けで 過 す。

しか しそ の後 は,デ ンハ ム の 見 た蛮 族 の よ うに,肢 付 きの 山羊 の 毛 皮 を そ の ま ま腰 に

ま きつ け,2つ の 後 肢 を ベル トの よ うに腰 に まわ し,前 で結 ぷ 。 尻 だ け 隠 し性器 は露

出 した ま まで あ る。 知 らぬ人 に あ った と きは,性 器 を足 の間 に は さん で 隠 す よ うなふ

りを す る。 しか し最 近 で は(1960年 代),「 ふ ん ど し」風 に,尻 に 垂 れ た 毛皮 を股 の 間

に くぐ らせ,後 肢 で 結 ん だ帯 の前 部 に は さみ 込 ん で留 め る様 式 が さか ん に な りつ つ あ

る と い う。 裕 福 な 人 は そ の他,白 黒模 様 の 羊皮 を い くつ か所有 して い て,祭 日に は こ

れ を用 い る。 若者 は,野 生 の ガ ゼル の 毛 皮 が柔 らか いの で これ を好 む。 女 性 の場 合,

既 婚 者 は赤 色 に染 め た木 綿 の 糸 か,Panicum飢 磁@痂 配襯zの 樹 皮 の 繊 維 で つ くった

帯 だ け を腰 に巻 く。寡 婦 に な っ た ら,黒 色 の帯 を巻 く。 こ う した帯 に加 え て,草 の葉

や,す だれ 状 に した綿 糸 を前 後 部 に垂 ら した りす る こ と もあ る。 昔 は,土 にひ きず る

ほ どの 長 い草 の束 を腰 に く くりつ けて歩 い た女 性 もいた とい う。 未 婚 の女 性 は何 も身

478



嶋田 裸族文化から衣服文化へ

につけない。 しかしップリ族の女性は,サ ラ族の女性などとともに,土 器や木などで

できた円盤を両唇の上下にはめこむ奇習で知られていることも忘れてはならない。

最 後 に も う一 つ ・ フ ァ リ族(Fali)の 例 を挙 げ て お こ う[MALzY l 956:2P-26]。

フ ァ リ族 は マ ンダ ラ山 地 南 部,フ ル ベ族 の多 く分 布 す るベ ヌエ川 盆 地 に接 した地 域 に

分 布 す るキル デ ィで あ る。1956年 代 中期 に お いて も,長 老 の一 部 が イス ラム服 を着 て

い るだ け で,一 般 の 男 は,タ クペ シ(takPesの と呼 ば れ る2枚 の綿 布 の小 片 を 腰 の 前

後 に つ る した だ け の衣 服 を 身 に つ けて い るに す ぎ な か った。 女 性 の場 合 に は,2種 の

女 性

       男 性

図4 フ ァリ族の衣裳[MALzy 1956:25]
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衣 装 が あ った。 一 つ は,「 フ ン ドシ」 タ イ プ 。 バ オバ ブの木

の繊 維 で 織 った紐 の束 を,股 の 間 に通 し,や は りバ オバ ブの

木 の繊 維 製 の帯 に結 びつ け る。 しか し これ に もバ ラ エ テ ィが

あ り,既 婚 女 性 は黒 い糸 で 帯 と フ ン ドシを結 び,未 婚 女 性 は

緑 色 の糸 で 結 ん だ と い う。 第2の タ イ プ は,ス ダ レ状 の腰 ミ

ノ で あ る。 バ オ バ ブ や豆 の 木 の 繊維 でつ くる。 この 場 合 も,

この腰 ミノを腰 に巻 きつ け る紐 の 色 で,未 婚,既 婚 を 区別 し

た ら しい(図4)。

 北 カ メル ー ン と隣…接 した北 ナ イ ジ ェ リアの 「裸族 」 につ い

て は,ミ ー ク[MEEK 1969(1925):3949]に 比 較 的 ま と

ま った記 述 と,写 真 資料 が あ る こ とを 指摘 す るに とど め よ う。

た だ そ の 中 に,バ ウチ高 原 の ガ ナ ウ リ(Ganawuri)族 の よ う

に,金 属 の 輪 を い くつ もつ な げ た もの を腰 に垂 らす とい う,

い ささ か想 像 を 絶 す る,超 現 代 的 と も いえ る 「衣 装 」 が あ る

こ とを紹 介 して お い て もい い だ ろ う(図5)。

図5 ガナ ウリ族の女

   性の金属衣裳

   [MEEK 1969:

   Fig・24]

iii)衣 服 需 要 の 増大

 フ ォ ン ビナ地 方 に お け る 「フル ベ族 の 聖戦 」 は,こ う した,

「裸族 文化 」 状 況 の 中 で は じま った。 しか し この時 代,フ ォ

ンビナ 地方 で はす で に衣 服 の 需要 が急 増 しは じめ て いた こ と

も,デ ンハ ム は観 察 して い る。

 ボル ヌ地 方 の ドレイで 勇 敢 な者 は,長 衣(tobe)や 腰 巻 布(turkadee)な ど の 衣 服 や

ビー ズ類 な どを も って フ ォ ンビナ地 方 に は入 り込 み,か わ りに ドレイや 毛皮 を手 に 入

れ る交 易 に 従 い は じめて い た[BovlLL 1966:III 336ユ。 これ は 当然 この時 期,フ

ォ ン ビナ地 方 に イス ラム国 家 と して の アダ マ ワ首 長 国 が 成 立 して い た こ と と無 関 係 で

な い。 実 際 デ ンハ ムは,ア ダ マ ワに 行 って き た と い う商 人 か ら,ボ ゴ(Bogo)の ス ル

タ ン(北 部 マ ル ア地 方 の一 首 長)に ドレイ4人 とひ きか え に,ス ーダ ン製 長衣1枚 を

売 った,と い う話 を 聞 き出 して い る[1966:III 355]。 この 商人 は ボ ゴ よ りさ らに8

日南 に旅 して,ア ダ マ ワ首 長 国 最 奥部 に入 って い るが,そ こで は,ス ル タ ンとそ の 子

供 た ち を除 い て 誰 も服 を着 て いな い,男 は腰 に毛 皮 を巻 くだ け,女 は何 も身 に着 けて

いな い,と 語 った と い う。

 この商 人 の 話 は事 実 その ま まで ない に して も,ア ダ マ ワ首 長 国 の成 立時 に お け る衣

服 文化 の貧 しさ と,そ れ と 表裏 一 体 とな った衣 服 文 化 へ の 希 求 の激 しさ は,正 確 に伝
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え て い る とみ て い い だ ろ う。 デ ンハ ムが遭 遇 した次 の エ ピソ0ド は,こ れ を裏 づ け る。

 デ ンハ ム が加 わ った ボル ヌ軍 はマ ンダ ラ軍 とと もに,フ ル ベ軍 の 陣 地 を攻 撃 す る。

ボ ル ヌ ・マ ンダ ラ軍 に は,ア ラ ブの鉄 砲 隊 も加 わ って い た。 ボル ヌ ・マ ンダ ラ軍 は,

行 軍 中 も 「われ らに は鉄 砲 あ り,フ ル ベ何 す る もの ぞ 」 とい う意 味 の 歌 を 歌 い なが ら

気 勢 をあ げ た の で あ るが[1966:III 32],キ ル デ ィ(異 教 徒)出 身兵 と一 体化 した フ

ル ベ軍 の 巧 妙 な戦 略 に あ って敗 走 す る30♪。 そ の際 デ ンハ ム は,フ ル ベ軍 兵 士 の 標 的 と

な って 落馬 し,危 う く命 を落 しか け る。 しか しフル ベ軍 兵 士 は デ ンハ ム を殺 す こ とよ

り も,そ の衣 服 を奪 う こ とに熱 中 して しま う。 その 隙 を ぬ って デ ンハ ム は,裸 の ま ま

馬 の腹 に しが みつ き逃走 す る と い う,西 部 劇 さ なが らの大 立回 りを 演 じて,危 難 を脱

出 す る こと がで きた[1966:III 346-349]。

 この エ ピソ ー ドは,フ ォ ン ビナ地 方 で は長衣(tobe)1枚 が ドレイ4人 と交換 し うる

ほ どの 価 値 が あ った と い う話 を 裏づ けて い る。衣 服 に それ だ けの価 値 が あ り,フ ル ベ

軍 兵 士 側 に そ れ だ け衣 服 へ の希 求 が あ った れ ば こそ,デ ンハ ム も危 機 一 髪,槍 に 串 刺

しさ れ る運 命 か ら逃 れ る こ とが で きたの で あ る。

4) アダマワ首長国における衣服文化の発展

 「フル ベ族 の 聖 戦 」 が始 ま った 当初 は,上 にみ た よ うな 「裸 族 文 化 」 地 帯 の な か に

あ った フ ォ ンビナ地 方 も,ア ダ マ ワ首 長 国 が成 立 し,イ ス ラ ム化 が,首 長 国 の首 都 と,

総 数50以 上 に 及 ぶ下 位 国家群 の王 都 を 中心 に 進行 す る と と もに,衣 服 文 化 もま た急 速

度 な成 長 を み て い った 。 これ を また,数 少 な い歴 史 文 献 資 料 の記 述 を た ん ねん に 拾 い

集 あ る作 業 を 通 じて具 体 的 に みて い こ う。

 i) 19世 紀 中葉 の 衣 服文 化

 デ ンハ ム に 引 き続 く,ヨ ー ロ ッパ人 探 検 家 に よ るフ ォ ン ビナ地 方 の 直 接 観察 は,19

世 紀 中 葉 のハ イ ン リッ ヒ ・バ ル ト(Heinrich盈art㊤ の 探検 記 まで 待 た な けれ ば な ら

な い 。 バ ル トは ドイ ツ人 で あ った が イ ギ リス 政 府 の 命 に よ って1849年,中 央 ス ー ダ ン

へ と赴 く。 経路 は ク ラパ ー トン,デ ンハ ムー 行 と同 じ く
,サ ハ ラ経 由で あ り,1850年

の暮 れ に は 中央 ス ーダ ンに達 して い る。 そ して そ れ 以 後4年 半 にわ た って,ボ ル ヌ帝

国,ソ コ ト帝 国,さ らには ソ ンガ イ地 方 か ら トンブ ク トゥにい た る地域 ま で旅 行 して

30)フ ルベ軍の陣地は,入 口の狭い谷の中にあ り,フ ルベ軍 はその入 口にバ リケー ドを築き,そ

 こにキルディ出身の弓矢兵をつかせた。ボルヌ ・マンダ ラ軍 は,こ のバ リケー ドを突破す るま

 で にかな り戦力を使 い果す。その後,バ リケー ドを突破 して内部 に入 るや,山 の鞍部で待 ち構

 えていたフルベの騎馬兵が山の上か ら駆け下る。その勢 いに押されて,ボ ルヌ ・マンダラ軍は

 敗走す る[BOVILL 1966:III 344-349]。

481



国立民族学博物館研究報告別冊 12号

ま わ って い る。 バ ル トは そ の 間,1851年6月,ヨ ー ロ ッパ人 と.して は じめて ア ダ マ ワ

首 長 国 の首 都 ヨラ に入 る こ とに成 功 した 。

 ボ ル ヌ経 由で ボル ヌ帝 国 と敵 対 関 係 に あ った ア ダ マ ワ首 長 国 に入 ったバ ル トは,ソ

コ トの許 可 が な い と い う理 由 で,ア ダ マ ワ首 長 国 の滞 在 を拒 否 され る。 それ 故,バ ル

トの ア ダ マ ワ首 長 国 滞在 期 間 は短 く,旅 行範 囲 も限 られ て い た が31),そ の 見 聞 記 録 が

貴 重 で あ る こ と にか わ りな い。 克 明 な記 録 家 で あ ったバ ル トの旅 行 記 か らは,衣 服 文

化 に つ い て もい くつ かの 貴 重 な証 言 を見 出す こ とが で き る。

 その 一 つ は,バ ル トが,彼 が長 い こ と訪 れ る こ とを待 ち望 み続 け て い た アダ マ ワ首

長 国(そ れ を バ ル トは,「 異 教 部 族 の 混合 体 に継 木 され た ムス リム 王 国」 と呼 ん で い

る[BARTH l965:III 127])に 入 るや,美 し く着 飾 った女 ドレイ達 に 出会 った,と

い う記 述 で あ る。 そ の女 ドレイ た ちは0団 とな って,畑 仕 事 に行 く途 中で あ っ た。 し

か しこ の若 い漆 黒 色(jet-black)の 女 ドレイ た ち は,「 み な 肉づ きよ く,白 い 清 楚 な

綿 バ ン ド(gabaga)製 の 長 い エ プ ロ ンを小 ぎれ いに着 込 み,首 も とは ガ ラス ・ビ ーズ

の首 飾 りで 飾 りつ けて い た」[1965:III 128]の で あ る。

 「長 い エプ ロ ン」 とい うの は,腰 巻 な の か,文 字 通 りの 「長 い エ プ ロ ン」 な の か わ

か らな いが32),い ず れ に せ よ,こ れ は もは や 「裸 族 」 の娘 た ちの姿 で な い。 た だ,バ

ル トが 白 い 「長 い エプ ロ ン」 程 度 の 衣 服 の美 しさ に感 激 して い るの は,そ の 背 景 に こ

の地 方 に厳 と して 存 在 して い る 「裸 族 文 化 」 が あ った こ とを 忘 れ て は な らな い。 と く

に,バ ル トが通 過 して きた ば か りの,ア ダ マ ワ首 長 国 と ボル ヌ帝 国 の 国境 地 帯 は,裸

族 キ ル デ ィが 当時 もゲ リラ活 動 を盛 ん にや って い た地 域 で あ る。 バ ル トは突 然 あ らわ

れ た 「裸 族 」 に,彼 自身 よ り もボル ヌ とい う 「文 明 国」 か ら きた馬 の ほ うが 驚 いて し

ま った,な ど と記 して い る[1965:III 111]。

 そ して面 白 い の は,バ ル トが,国 境 を 越 え た と ころで 出会 った ア ダ マ ワ首 長 国地 方

統 治 官 の衣 服 セ ンス を けな し,「 彼 と,そ の 部 下 た ちの 衣 服 に は,'い か な るエ レガ ン

ス も,清 潔 さ もな い」[1965:127]と 記 して い る点 で あ る。 実 は,ア ダ マ ワ首 長 国 の

首 長 自身(第2代Lamido Lauwal)の 衣 服 さ え,あ ま りエ レガ ン トで な か った。 こ

れ は,バ ル トが ヨラ を訪 れ た 時期 が,雨 季 の 播 種期 にあ た って いて農 作 業 に忙 しい 時

期 で あ り,首 長(Lamido)自 身 も畑 に 出て 農 作業 を 見 守 る ほ どで あ った こと に もよ

31)1851年5月29日,ク カワ(Kukawa)を 出発 したバル トは,6月10日,ア ダマ ワ首長国の 国

 境の町 ウバ(Uva)に 入 り,6月20日,ヨ ラに到着,6月25日 に ヨラを 出発 して,7月10日,

 ウバ(Uva)の 国境を越えてい る。 それで も,ア ダマ ワ首長国内を1カ 月ほ ど旅行 してまわ っ

 た ことにな る。

32)女 性 の衣服 としての 「長いエプロン」様腰巻 は,デ ンハムのデ ッサ ンに,カ ネ ンブーの未婚

 の女性 の衣服 としてあ る[$OVILL 1966:II・Plate IX]。
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るが,バ ル トは,「 首 長 の衣 服 は非 常 に質 素 で あ り,な ん ら特別 な装 飾 もな く,顔 を

半 分 被 った タ ーバ ンは薄 汚 れ て さえ いた 」[1965:IIIl83],と 記 して い るの で あ る。

ここに は,ア ダ マ ワ首 長 国 の 「衣 服 文 化 」 の 底 の 浅 さが 露見 して い る。

 しか しバ ル トは,イ ス ラム化 した住 民 の衣 服 文 化 と異教 徒 キル デ ィの 裸族 ぶ りの 対

照 性 を は っき り と強調 して い る[1965:IIl37,1391。 首 都 ヨラの 市 の様 子 を記 述 し

た際 も,「 い か な る産 業 も な く,市 も,少 な く と もわ た しの 滞 在 期間 中 は,恐 ろ し く

閑散 と して,商 品 は惨 め な ほ ど少 な い」,と 記 しな が ら も,「 市 でマ 般 的 に売 られ,い

つ で も買 え る もの は腰 巻 布(turkadei ) 33),ビ ー ズ類,塩 で あ る」[1965:III l90],と

して い る。 しか も続 け て,「 縞 模 様 の マ ンチ ェス タ ー布,カ リコ布,北 ア フ リカ の フ

ー ドつ き 長 衣(berccnses)な ど は
,非 公 開 の 形 で 個人 的 に,裕 福 な人 々 に売 られ て い

る」,と さ え記 して い る。 これ は,ヨ ー ロ ッパ や 北 ア フ リカ産 の 輸 入布 が,こ の時 期

アダ マ ワ首 長 国 に ま で 入 り込 ん で い た こと を示 し,ま た それ だ け の需 要 が あ った こ と

を示 して い る。 しか し,こ れ らの衣 類 の値 は ま だ 高 か った。 バ ル トに よ る とアダ マ ワ

首長 国で は,カ ノ産 の腰 巻 布4枚 あ れ ば,奴 隷1人 が買 え た 。 ま た腰 巻布1枚 で,か

な りの 長 さの象 牙1本 が買 え た[1965; III l90]。

 三i)19世 紀 末 期 の衣 服 文 化

 そ して19世 紀 来,ヨ ー ロ ッパ に よ る植 民 地 化 の 波 が,ア フ リカ最 後 の処 女 地,ア フ

リカ大 陸 奥 深 くの アダ マ ワ首 長 薗 まで や って きた 時,フ ォ ン ビナ地方 に は,首 長 国 の

首 都 の あ るベ ヌ エ盆 地 を 中 心 に,い くつ もの 「裕 福 な 商 都 」[PASSARGF.1895:86]

が 成 立 し,活 発 な経 済 活動 が 営 まれ る イス ラ ム世 界 とな って いた 。 首 長 国の 首 都 ヨ

ラ は人 口約2万,セ ネガ ル か らバ ギル ミに 至 る まで の 西 ア フ リカ各 地 出身 の商 工 業 者

と と もに,人 口2千 の ア ラブ人 区 さえ 抱 え た 「コス モ ポ リタ ン」 都 市 とな って い た

[MlzON 1895:52-55]。 「裕 福 な 商 都 」 の 多 くは,・;アダ マ ワ首 長 国 の下 位 国 家 群 の

王都 を 中心 に 発 達 した もので あ るが,ア ドム リ(Adoumouri)の よ うに純 然 た る商 業

都 市 と して 発 達 した都 市 もい くつ か あ る。

 布,衣 類 は,当 然 こ う した 都 市 に お け る主 要 交 易 品 目に な って いて,パ サ ル ジ ュ

(Passarge)は,ガ ル ア(Garoua)の 市 に お け る衣 類 の 実 に生 き生 き と した 交易 風 景

を活 写 した デ ッサ ンを残 して い る[PAssARGE 1895](写 真6)。

 しか も興味 深 い の は,こ の 時 代,こ れ らの 「商 都 」 は,ハ ウサ地 方 や ボル ヌ地 方 製

の,あ るい は北 ア フ リカ や ヨ ー ロ ッパ製 の衣 類 を,輸 入 し売 るだ けの,海 外 商 館 式 商

都 で な く,自 らが織 物 や染 色 の 産業 力 を備 え た手 工 業 都 市 に ま で な って い た ことで あ

33)脚 注29を 参照のこと。
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写 真6 19世 紀 末 の ガ ル アの市 風景[PAssARGE l895:Tafel X]

る。 ドイ ッ人 探 検 家 のパ サ ル ジ ュ は この 点 に つ いて 実 に 詳 しい記 録 を残 して い る が,

パ サ ル ジュの 言 に よれ ば,ア ダ マ ワ首 長 国 の諸 都 市 は,発 達 した 商工 業 力 を歴 史 的 に

有 して い た ス ーダ ン地 方(つ ま り,ハ ウサ 地 方)の 諸 都 市 を,た だ 規模 だ けを や や小

型化 した にす ぎな い都 市 で あ った[PAssARGE 1895:81]。

'ただ この 商 工 業 の発 達 は
マ ダ マ ワ首 長 国 中央 部,ベ ヌ エ盆 地 を 南 限 とす る地 域 に 限

らせ て い た 。 しか しベ ヌエ 盆 地 の ガ ル ァ を 中心 に して生 産 され る布 は,そ の 南 方 の イ

ス ラム辺 境 地 帯 に さかん に輸 出 され る よ うに な って いた こ とが,別 の 資料 か ら知 られ

る。

 ガ ル ァ の 口頭 伝 承 に よ れ ば[MoHAMMADou l977:124-125],ガ ル ァの 衣 服 産業

に従 事 して い た の は主 に,ボ ル ヌ出 身の カ ヌ リ人 で,か れ らの 生 産 活動 の 中心 は藍 染

め染 色 に あ ったが,か れ らの活 動 は地 理 的 に も内容 的に もきわ め て 広範 囲な 領 域 に及

ん で い た。 か れ らは乾季 に な る と南方 に布 を も って 出 か け,奴 隷 を購 入 して,ガ ル ア

に戻 って くる。 奴 隷 の一 部 は ガ ル ア近 辺 で売 るが,残 りは ボル ヌま で連 れ て い って売

る。 そ して ボル ヌで は岩 塩 や輸 入 布 を仕 入 れ,再 び ガル アに 戻 る,と い う きわ め て広

範 な 交易 活 動 に 従 って い た,と い うので あ る。

 ベ ヌエ盆 地 産 の布 が 南方 の イ ス ラム辺 境 地帯 に 流れ て きた とい う伝 承 は,当 の 南方

地域 南 カ メル ー ンのバ メ ンダ,グ ラス ・フ ィール ド地 域 で も 採集 され て い る[CHIL・-

VER l961:247-248]。 バ メ ンダ 地 方 で は,こ の布 は 「ベ ヌ エ布 」 と呼 ば れ,美 し
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さの点 で も,プ レス テ ー ジの 点で も,ヨ ー ロ ッパ 製 の布 よ り高 く評 価 され て いた とい

う。 そ れ故 値 段 も高 く,腕 を広 げ た長 さ12～13回 分 の 長 さで,女 の 奴 隷1人 を買 え た。

そ れ は ヨー ロ ッパ製 布 に比 して4倍 の値 で あ った。 そ れ故,こ の べ ヌ エ布 の使 用 は ご

く一 部 の政 治 支 配者 に限 られ,そ の使 用 目的 も埋 葬 時 の屍 衣 な ど儀 礼 目的 に 限 られ て

い た34》。

 そ して現 在,ガ ル ァ を 中心 とす る ベ ヌエ盆 地 と,南 カ メ ル ー ンとの 間 に,布 生 産 を

め ぐ って きわ めて 特 異 な分 業 関係 が 成 立 して い る こ とが 知 られ て い る。 バ メ ンダ地 方

に ン ドップ(ndOP)布 の 名 で 知 られ る布 が あ る。 これ は綿 バ ン ドを よ り合 わ せ た布 に

ラ フ ィア の糸 を 使 って藍 で絞 り染 め を施 した布 で あ るが,こ の布 の製 作 が,布 生 産 と

藍 染 め 産業 の 中心 地 で あ る北 カ メル ー ンの ガ ル ァ地 方 と,ラ フ ィア文 化 圏 で あ る南 カ

メル ー ンのバ メ ンダ 地方 とを 一往 復 半 す る,次 の よ うな共 同作 業 に よ って 行 わ れ て い

るの で あ る 匹AMB l981:24-30]。 そ の 間 の距 離 は700 kmに も及 ぶ。

   北 カ メ ル ー ンの ガル ア地 方  南 カ メ ル ー ンの バ メ ンダ 地方

      生 地 の 布 生 産 一→ これ に模 様 を か き,模 様 に そ って

                 ラフ ィ アの糸 で 縫 い上 げ,絞 り染              /

                 めの準 備 を す る

      藍 染 め 染 色 一→ ラ フ ィア糸 を解 き,絞 り染 め され                 
た布 を売 る

 この よ うに,19世 紀 初 頭 ま で は イ ス ラ ム世 界 の辺 境 地 帯 と して,イ ス ラ ム先 進 地 域

で あ った 中央 ス ーダ ンで生 産 され る綿 布 の 輸 入地 とな って い た フ ォ ン ビナ地 方 は,ア

ダ マ ワ首 長 国 の成 立 後1世 紀 弱 を経 た19世 紀 末 に は,布 文 化 の 南方 へ の さ らな る伝 播

の 中心 地 に さえ成 長 して い っ たの で あ る。

 そ して この こ とを反 映 す る よ うに,19世 紀 末 か ら,植 民 地 時 代 初 期 の20世 紀 初 頭 に

か けて,ヨ ー ロ ッパ 人 に よ って デ ッサ ンや写 真 で記 録 に 残 され た フ ォ ン ビナ地 方 の イ

ス ラ ム住 民 は,皆 み ご とな 衣 服 を ま と って い る。 フル ベ国 家 の 兵士 の 多 くは,か つ て

デ ンハ ムが椰 楡 した ボ ル ヌの 廷 臣 と同様,着 ぶ くれ した ダル マ みた いな姿 写 真 に さ え

映 って い る35}。

 ベ ヌ エ盆 地 が布 文 化 の セ ンタ ーに 成 長 して い った こと は,生 態 学 的 に み て も きわ め

34)こ うした儀礼 目的の布使用は,北 カメルーンの 「裸族」の間 にもよ くみ られ,死 者は,綿 バ

 ン ドで全身を巻かれた形で埋葬される。

35)ユ980年 筆者のカ メルー ン滞在中,植 民地時代初期 の写真,デ ッサ ン展を首都のヤウ ンデでみ

 ることができた。文献資料 と しては,Passarge[1895], Dominik[1901]に 豊富な図版,写 真が

 ある。
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て興味深い。 というのは,年 雨量1,000mmを 越すべヌエ盆地は,綿 花栽培の南限

地帯にあたっているからである36)。現在でもこの地方の綿作はSODECOTONと

いう国策会社によって綿密なコントロールと保護(殺 虫剤の組織的な散布など)を 受

けながら営まれている。それ故,ベ ヌエ盆地が植民地時代以前の19世紀に衣服文化の

中心となるためには,綿 花栽培のレベルにおいてもかなり意図的な努力が試みられた

はずである。事実,植 民地化以後,北 カメルーン・チャドー帯で綿花の商品作物とし

ての生産推進が植民地政府によってはかられた際,フ ルベ族が導入 したといわれる種

がこの地方に最も適 し,生 産力も品質も優秀であるとして,奨 励種に選ばれたという

経緯がある[CABoT 1965:169]37)。

 iii)植 民地化以後の衣服文化

 そして植民地時代,ま た独立後の時代になっても,イ スラム化と結びついた衣服文

化拡大運動はとまらなかった。19世 紀を通じてfフ ルベ族の聖戦」に抵抗 し続けた

「裸 族 」 の キ ル デ ィが,そ の 後,イ ス ラム衣服 文 化 を 積極 的 に受 け入 れ始 め たか らで

あ る。

 この 現 象 に,ヨ ー ロ ッパ 人 研 究者 の多 くは・悩 ま され続 け て きた。 と い うの は,ヨ ー

ロ ッパ が(は じめ ドイ ツ,次 に イギ リス,フ ラ ンス)北 カ メ ル ー ンを 植 民地 化 す るに

あ た って の大 義 名 分 は,フ ル ベ ・イ ス ラム国 家 の 圧 政 下 に あ る非 イス ラム民,あ るい

は奴 隷 を解 放 す る,と い う主 張 にあ ったか らで あ る。 と こ ろが事 態 は植 民 地主 義 の イ

デ オ ロギ ー と は矛 盾 す る方 向 に進 ん で い った。 イ ス ラ ム権 力 か ら 「解 放 」 した はず の

36)現 在 の南 限 は,筆 者 の調 査 した レイ ・ブ ーバ 王 国 中部 にあ た って い る。 しか しこの 地 域 は,

 雨 量 が豊 か な ので,除 虫 剤 をか な り配 布す るな らば,か な りの高 生 産 が可 能 で あ る。 カ メル ー

 ンの綿 花 栽 培 とそ の発 展 に つ いて は,ル プサ ー ル[ROUPSARD l981]が 詳細 で あ る。

37)カ ボ[CABoT 1963:168-169]に よ る と,北 カ メル ー ン,チ ャ ド地 域 に は2種 の綿 花 が あ っ

 た 。1種 は,foulfouloあ るい は フル ベ ・タ イプ と いわ れ る もの で,短 繊 維,ワ タ部 分 が 多 く,

 繊 維 が 強 い。 種 子 は露 出 してい る。 も う一 種 は長 繊 維 種 。別 の 資 料 に よ る と,カ メル ー ンに は

 3種 の綿 花 が あ った 。 ① 平地 で栽 培 さ れ るfoulfoulo種,② 山地 で 栽培 され るKontchao種

 ③ チ ャ ド周 辺 の 湿 原 で栽 培 さ れ るWulgo種[ANoNYME 1927:95]。 foulfoulo種 は,他 の 綿

 花 が50 kgあ た り20フ ラ ン(フ ラ ンスの ル ア ーブ ル 港 で)程 度 な の に対 して,50フ ラ ン もの 値

 が つ い た とい う。 な おま た ブー トレ[BouTRAIsl 984:287]に よ る と,山 地 民の 間 で は,多 年

 性 の灌 木状 の綿 花 が 栽培 され て いた とい う。 この灌 木 綿 花 を筆 者 は未見 で あ る が,こ の指 摘 は

 ア ラ ブ文 献 に照 ら して興 味 深 い 。 とい うの は,12世 紀 のMarvaziは,カ ネ ム には人 が登 れ る

 ほ ど大 きな綿 花 の 木 があ った,と 記 してい る か らで あ る[Cuo2 1976=111]。 同 様 な,綿 花

 大 樹 伝 説 は,ソ ンガ イ の 旧都Kawkawに つ い て記 した14世 紀 の文 献 に もあ らわ れ る。 これ に

 よ る と,Kawkaw地 方 の綿 花 は,人 が5人 手 をつ な いで や っと 囲え る ほ どの大 木 とな り,そ

 の影 の下 に10人 ほ どの 人 が入 れ た とい う[Cuo9 1976:104]。 al-Bakri[Cuoq l 976=104]は,

 ス ー ダ ン地 方 に は,大 きな綿 に つつ ま れ た実 を な らせ る大 樹 が あ り,こ れで 衣 服 をつ く る,と

 い う話 を 紹 介 して い る。 しか し これ は綿花 と は別種 のtawrz互(Caltropis Procera)だ と して い

 る 。 ア フ リカの綿 花 の系 譜 につ いて は実 の と こ ろ,Harlan, Dewet, Syemler編 の``Origins of

 African Plant 1)omestication"[1976]所 収 の諸 論 考 を みて も,は かば か しい記 述 は な い。
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キル デ ィ諸族 の イ ス ラム化 が イ ス ラ ム服 の 受 容 とい う形 で 進行 し続 け たか らで あ る。

 北 カ メ ル ー ンで植 民 地 行 政官 をつ とめ,山 地 民 研究 の著 書 で 知 られ る フ レー リッ ヒ

[1968]は,こ の事 態 に最 も早 い 時期 に気 づ い た研 究 者 の一 人 で あ る。 フ レー リッ ヒ

の 次 の よ うな ア イ ロ ニ カル な認 識 を見 られ た い 。

ファリ族 にか って冗談めか して,い つまで も山地民でいる方 がいいのか,そ れとも

マ ッチュベ(フ ルベ族 の奴隷一引用者注)に な る方がいいのか,と 問 うた ところ,

かれ らは誇 らしげに,も ちろんいつまで も山地民だと答えた。 しか し,彼 らが今や

フルベ族のイスラム文化 に向かう進化の途をま っしぐらにすすんで いることは疑い

がない。[FRoELIcH l968:89] .

 続 いて フ レ ー リ ッヒは,裸 族 が衣 服 を着 は じめ たた めに 引 き起 こさ れ る弊 害 を 並 べ

立 て る。 濡 れ た衣 服 を その まま着 続 け た た めに 引 き起 こ され る皮 膚 病 や 風 邪 の増 加 プ

裸 族 の 「美 学 」 の喪 失,裸 族 の 「浮 浪 者 化 」,衣 服 を 着 始 め た た め に逆 に 増加 した

「風紀 の み だ れ」,等 々で あ る。 す なわ ち,裸 族 が な ま じ っか ぼ ろ服 を 着始 め た た め

に,か え って み じめ な浮 浪者 然 と した姿 に な り,女 性 もな れ な い服 を 下 手 に着 て い る

た め,か え って身 だ しな み が悪 く,み だ らな風 体 に な った,病 気 に もか か りやす くな

った,と い うので あ る。

 ブー トレ[BouTRAIs l984:281]も,1960年 代 の フ ラ ンス 人 グル ー プ の 北 カ メ

ル ー ン研 究 者 を総 括 した論 文 の な か で, .キ ル デ ィの 衣 服 文 化 受 容 ・イ ス ラ ム化 を

"acculturation"と して と らえ て い る
。"acculturation"と は一般 に 「文 化 変 容 」 と

訳 され て 用 い られ る人 類 学 の専 門 用語 で あ るが,語 源 的 に は 「文 化 が な くな る」 と い

う意 味 で あ り,科 学 的 表現 の よ うに み えて,使 い方 に よ って は筆 者 の文 化 の変 化 に対

す る否 定 的 な 価 値 判 断 を 表現 して い る言 葉 で あ る こ とに注 意 され た い38)。

3. 「イス ラ ム ・衣 服文 化複 合 」 と イス ラム国 家 の役 割

 以 上 の 議 論 を 通 じて,19世 紀 初 頭,「 フル ベ族 の 聖 戦 」 に よ って イ ス ラ ム化 が は じ

ま った 頃 の,旧 フ ォ ンビナ 地方 に お け る衣 服 文 化 の急 速 な 発展 具 合 を,確 か め る こ と

が で きた と思 う。 で は,こ
.うした 「イス ラ ム ・衣 服 文化 複合 」 の形 成 を支 え た 内 的論

理 は 何 で あ った の か。 前 章 の歴 史 現 象 学 的 研 究 を ふ ま え た上 で,「 イ ス ラム ・衣 服 文

化 複 合 」 の 内 的連 関 ・内 的構 造 の 問 題 に踏 み入 って み た い。

38)北 カメルー ンの以外の地域で も,「 裸族」 の衣服文化受容 とともに,そ のイス ラム化,あ る

 いはフルベ族への 「奴隷化」が 進むという現象は観察 されているが[BALDUS 1977],こ こで も
観察者の アイ ロニカルな視点が見立つ。
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 わた しがここで注目するのはまず何よりも,1章 で示唆 したような,イ スラム倫理

に内在する 「裸体拒否」の思想である。しかし 「意識」にすぎない思想はそれだけで

は充分な実効力をもたない。その思想が実質的な力となり,強 制力として働くように

なるのは,政 治 ・経済的な下部構造と結びついた時である。それ故ここでまず問題な

のは,「 裸体拒否」の思想とイスラム国家制度との関わりである。

1) 王の給付体系の三本柱

 きわ めて個 人 的 な調 査 体 験 か ら話 しは じめ よ う。

 別 の 箇 所 で も論 じた よ うに[嶋 田 1982a,1986],王 様 の食 客 待 遇 とな って,レ イ

・ブ ーバ 王 国 の 王都 に住 みつ い た わ た しは,は じめの 頃,数 人 もの女 ド レイ が 頭 にの

せ て運 ん で くる大 きな ヒ ョウ タ ン容 器 入 りの,大 量 の食 物攻 勢 に あ って う ろた え た。

と ころが 王 都 の人 た ち は そ れ を 当然 と考 え,そ の うち,嫁 さ ん やgandoraも 貰 え るだ

ろ うか ら,楽 しみ に して い ろ,な ど と言 い 出す 始 末 で あ った。gandoraと は,フ ル ベ

語 でgaarer.001と もい い,敷 布 大 の布 二 つ 折 り貫 頭 衣 の こ とで あ り,イ ス ラム 服 の な

かで も,布 を 最 もぜ い た くに使 っ た衣 服 で,王 様 下賜 の もの で あ れ ば,こ れ に 豪華 な

刺 繍 がつ く。 実 際衣 服 は,期 待 した もの よ り質 素 で あ った が,王 様 か ら貰 う こ とが で

きた。

 この体 験 か ら本論 の基 本 的 な問 題 意 識 が 出 発 して い る こ とを先 に記 した が,イ ス ラ

ム王権 に関 す る基 本 的 な 問題 認 識 も,筆 者 は この体 験 か ら得 て い る。 それ は,「 食 物」

と 「衣 服 」 と 「女 」 とが,イ ス ラム王 の 給 付 体系 の三 本 柱 を な して い る,と い う認 識

で あ る。 「食 物 」 と 「女 」 に つ い て は,こ こで は詳 し く論 じな い が,簡 単 な 説 明は し

て お きた い。

 i) 「食物」と 「女」の給付

 王様から食物を受けとるというのは,わ た しのような客人ばかりでなかった。王都

の ドレイ身分の家臣には,朝,昼,晩 と食物が供 され,仕 事や役職の軽重に応 じて,

三食食べ る人もいれば,二 食,一 食,場 合によっては全然食べない人 もいるというこ

とが,調 査の進行につれてわかってきた。ただしそのかわり,ボ レイ身分の家臣には

王の畑を耕さなければならない義務がある[c£ 嶋田 1984b]。 また食物の質 も,王

宮で大量につ くられるため,け っして上等でない。わたしの大家氏もドレイ身分の家

臣であったが,王 宮でつ くる食物はどうも雑で仕方がないと,自 家製の食物の方を好

んだ。

 女というの も,主 だった家臣はほとんどが,王 様から何人もの女性を,妻 あるいは
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召使いとして給付されていた。ただしそのかわ り,産 まれた子供は,と くに女児の場

合,そ の一部は再び王宮のハーレムに差 し出される。 ドレイ身分の家臣とドレイ身分

の女か ら生まれた子供の所有権は,母 親の所有者たる主人,こ の場合は王に属すか ら

である。ハーレムに入った女性は召使いとして使われる場合 もあれば,王 の妻妾とな

る場合もある。あるいは再び家臣や客人に下賜される。

 王より下賜された女性の夫,あ るいは主人が死んだ場合は,面 白いことがおこる。

わた しのレイ ・ブーバ滞在中,8,9人 の妻妾を抱えていた王都一の重臣が死んだ。一

挙に未亡人となった8,9人 の妻妾はどうなったか。重臣自身が自ら婚資をだ して得た

一人の妻は除いて,他 はすべて重臣の後任者に引き継がれたのである。後任の重臣も

すでに同程度の妻妾の所有者であったため,か れの妻妾の数は一挙に二倍,15～16人

にふくれあがってしまったgし か しわたしは8,9人 の未亡人が路頭に迷う運 命から逃

れ得たことにほっとした気持になったこともたしかである。

 ii)衣 服の給付

 そして衣服であるが,わ た しがレイ ・ブーバで印象づけられたきらびやかな衣装は,

ほとんどが王 宮内の工房でn"ootoobeと 呼犀れるドレイ身分の仕 立師によってつくら

れ,王 様 より下賜されたものであることがわかった。

 衣服下賜の機会は大 きくわけて2回 ある。ともにイスラムの大祭の機会,一 つは,

断食月明けの祭 りの日,も う一つは羊祭の日である。わたし自身は断食明けの祭の日

に,王 様より衣服を得たが,衣 服下賜の日として重要なのはむしろ羊祭の日である。

写真7 王様よりドレイ身分家臣に分配される衣服の分配風景
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写真8 王宮内で、王様の身近かにつかえる半裸の ドレイ身分従者

この 日の前 夜,王 国 中の村 々 の代 表 が王都 に集 って きて,村 々や諸 部 族 の 踊 り,楽 器

演 奏 が,一一晩 中,王 宮 前 の 庭 で催 さ れ る。 そ の折,村 々の 代 表,ド レイ身 分 の家 臣 は,

2,3個 の卵,ニ ワ トリ1匹,料 理油1ビ ン,と い った供 物 を王 様 に献 上 し,王 様 の方

か らは衣 服 が下 賜 され るの で あ る(写 真7)。

 ドレイ 身分 の 家 臣 な ら,そ の所 有 して い る衣 服 の ほ とん ど は王様 か らの下賜 品 だ と

思 って い い。 そ のか わ り,ド レイ身 分 の家 臣 が王 様 の 前 に 出 る時 は,裸 にな らな け れ

ば な らな い,と い う きま りが あ る。 王 様 の 前 に 出 る と きは,常 に元 の 「裸族 」 の姿 に

戻 って,王 様 の 広 大 無 辺 の徳 を否 応 な く感 じ させ られ る シス テ ムに な って い る ら しい

の で あ る。

 その 姿 を み る こ と はで きな か ったが,王 宮 内 で働 くhedoo6eと い う ドレイ身分 の 王

の従者 は,実 際,dedoと 呼 ば れ る 「皮 製 」 の フ ン ドシ,あ る い はbenteereと 呼 ばれ る

「布 製 」 の フ ン ドシ しか 身 に つ けて いな い(図2,写 真8)。 王 宮 の入 口に た む ろ し

て 目を 光 らせ て い る家 臣 団 が,実 に き らび や か な衣 装 を ま と って い る だ けに,王 宮 内

の 従者 の裸 の姿 は,私 に きわ め て異 様 で あ った。

 王 宮 内 か らわ た しに食 物 を運 ん で きた,女 召 使 いの 一 団 も,全 員 上半 身 裸 で あ った

(カ ラー写 真6)。 彼女 ら も,王 宮 内 で働 か な い時 は,む しろ垢 ぬ け し洗練 され た衣

装 を着 て い るの で あ るが,王 宮 で 働 くと きだ け上 半 身 裸 とな る。 の み な らず,上 半 身

裸 にな る とい う こ とが,ド レイ身 分 女性 の挨 拶 の在 方 と して,エ チ ケ ッ ト化 して い る

面 が あ り,帽 子 や ス カ ー フ を脱 ぐよ うな つ も りで,よ く上 半 身 裸 に な られ て 困 った想

い 出が あ る。
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2) イス ラム ・ドレイ制 と衣 服

 i) イスラム同化 システムとしての ドレイ制

 王様がおこなう食物,衣 服,女 の給付は,さ らにその根底では,イ スラムの ドレイ

制理念と深 く結びついている。

 ドレイ制というと,ド レイが受ける様々な虐待や搾取,差 別がどうしても強調 され

やすい。事実,レ イ ・ブーバの ドレイ制の場合,ド レイは主人の畑を耕 したり,そ の

他の肉体労働を主人のためにおこなわなければならない。財産や自らの子供に対する

権利 さえ,公 式にはない。

 しかしその反面として,主 人にも,ド レイの基本生活を支えなければならない義務

がある。その義務の1が 食物,そ の2が 嫁,そ の3が 衣服の世話である。第1は,ド

レイの物質生活に対する基本的義務,第2は 社会生活に対する基本的義務 といえよう。

第3は 物質生活に対する義務の一つでもあるが,す ぐ後で詳しく説明するが,そ れ以

上に 「イスラム的物質生活」に対する基本的義務,あ るいは 「イスラム的宗教生活」

に対する基本的義務である。

 ドレイの主人に対する義務 と,主 人の ドレイに対する義務のどちらが重いか,と い

う問題にはここで触れない。しかし,主 人の ドレイに対する義務が,経 済的にけっこ

う重いものであることは否定できない。衣服購入の経済負担は大きいし,嫁 の世話 と

いって も,婚 資が必要なのである。それ故,ド レイに対する義務を果たせなくなって,

ドレイを解放するという例や,ド レイが能力のない主人のもとを離れて,よ り能力の

ある主人のもとに移る,と いう例も多い。現在では,ド レイを所有する能力のあるの

は王だけだ,と 言ってもよい。また一般の人で ドレイを所有するという場合,そ の多

くは女性で,将 来そのまま妻になるという例が多い。

 しかしここで最 も注目しなければならないのは,上 の第3の 義務(衣 服贈与)が 前

提 としている考え方である。これはイスラムの ドレイ制の本質に係わる。 この義務は,

経済的報償 として も重要な意味をもつがそれ以上に,イ スラムの ドレイ制度は,ド レ

イと主人の間の 「隔離」でなく,ド レイをイスラム社会に 「同化」させることを前提

に して成立した制度だ,と いう問題に深 くかかわるのである。

 イスラムでは,ド レイにすることができるのは異教徒のみであり,イ スラム教徒を

ドレイにすることはできない。それは,す でにイスラムの信仰を受けいれているもの

を ドレイ化するというのは,異 教徒のイスラム社会への 「同化」という,イ スラム ・

ドレイ制理念と矛盾するからである。そして,異 教徒であった ドレイは,ド レイにな
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る と同 時 に,イ ス ラム教 徒 へ の途 を歩 みだ す 。 そ して,完 全 な イ ス ラム教 徒 に な った

場 合 は,ド レイ身 分 か ら解 放 され な けれ ば な らな い こ とに な って い る。 ドレイ身 分 の

女 が 自由 身分 の男 の子 を 産 ん だ と きに も 自 由身 分 に なれ る。 ドレイ を解 放 す る こ とは,

主人 に と って イ ス ラ ムの徳 の 実践 の一 つ で もあ る。 「聖 戦 」 後 間 もな い時 期 に ハ ウサ

地方 を旅 行 した ク ラパ ー トン も,フ ル ベ族 が さか ん に この徳 を実 践 して い る こ とを観

察 して い る[BOVILL l966:1 V 654]。

 しか し 「完 全 」 な イ ス ラム教 徒 にな る とい う場 合 の,「 完 全 」 の基 準 が,き わ め て

曖 昧 で あ る こ と は言 うまで もな い。 そ の判 断 は主 人 の恣 意 的 な判 断 に任 せ られ て い る

こと が多 い こ とは 確iかで あ る。 それ 故,イ ス ラム ・ドレイ制 に お いて ドレイ に与 え る

イス ラ ム教 育 と い うの は名 目 にす ぎず,実 質 的 に は ドレイの イス ラ ム化 を拒 否 して き

た,と み る説 も強 い[LAcRolx l965:17-28]。

 しか しわ た しは,北 カ メル ー ンで も,マ リで も,ド レイ身 分 出 身者 が イス ラ ム教 師

に な って,イ ス ラム宣 教 の む しろ先 頭 に立 って い る例 を い くつ もみ て い る。 ま た,ド

レイ 身分 の人 た ち 自身,た とえ コー ラ ンを読 め な くと も,は っ き りと,イ ス ラ ム教徒

だ とい う意識 を も って い る こ とは確 か で あ る。

 概 念 的 に も,レ イ 」ブ0バ 王 国の 場 合,「 ドレイ」と い う意 味 の マ ッチ ュ ベ(maccu�,

maccudo単)と 「異 教 徒 」 とい う意 味の ハ ー ベ(haa�, kaa穉単)と い う概 念 は,は っ

き り区別 され て い る。 マ ッチ ュ ベ(maccu�)は 決 して ハ ー ベ で な い。 した が って レイ

・ブ ーバ で ドレイ を マ ッチ ュ ド(maccu穉)と 呼 ん で も,軽 蔑 の言 葉 に な らな い が,カ

ー ド(kaa穉)(異 教徒)と 呼 ん だ らた いへ ん な 侮辱 とな る
。 例 え て み れ ば,マ ッチ ュ ド

と い う語 感 は,英 国人 が誇 りを こ めて,王 や その 他 地位 あ る人 に対 して,汝 の 「最 も

忠 実 に して 謙虚 な僕 」(most obdt and humble servant)と へ り下 る と きの, servant

の 語 感 に近 い の で あ る。 日本 語 な ら 「家 臣」 も し くは 「臣」 と い う語 感 に近 い39)。

 ii)イ ス ラ ムの シ ンボル と して の衣 服

 主 人 の方 に も,ド レイに 対 して は イス ラ ム教 育 は ち ゃん と与 え て い る と い う 自負 は

た い て い あ る。 そ して そ の 場合,ド レイの側 に と って も,各 々の主 張 の動 か ぬ 証 拠 と

な るの が,主 人 か ら給 付 され る衣 服 で あ る。

 イ ス ラム ・ ドレイで 「裸族 」 の ま まの ドレイ とい うの はま ず い な い。 「裸 族 文化 」

状況 に あ った世 界 で は,ド レイ に 「裸 」 の恥 を教 え,衣 服 を着 せ る こ と,そ れ が イ ス

39)モ ハマ ドゥ[MOHAMMADOU I977:112]は,「 王の奴隷」(Matchoub� Lamido)と い う呼称

 は,決 して軽蔑の言葉でな く,む しろ誇 りに満ちた呼称であった,と いう伝 承をガルア(Garoua)

 の フルベの宮廷 において採集 している。
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ラ ム教 育 の ま ず 第一 歩 で あ った。 ま た 同時 に それ は,真 に イス ラム教 徒 た らん とす る

者 に と って の,第 一 の 義 務 で あ り,イ ス ラム の徳 目 と して の 「喜 捨(sadaka, ful.)」

行 為 の最 も明 白な 表 現 で もあ った 。 も し ドレイ が み す ぽ ら しい姿 を して い た ら,そ れ

は主人 の恥 に な る,と い う考 えを わ た しは レイ ・ブ ー バ で何 回 も聞 い た。

 主 人 は ドレイの 支 配 者 ・所 有 者 で あ るが,同 時 に 彼 らは,ド レイの 「保 護 者 」 だ と

い う意 識 を 強 くも って い るの であ る。 しか も,そ の 「保 護 者 」 と い うの に は たん に 物

質 生 活 の保 護 者 と い う意 味 に とどま らず,宗 教 的 保 護者 とい う意味 が 含 ま れて お り,

その 「保護 者 」 の 第 一 の 義 務 が,イ ス ラ ム服 の 贈 与 で あ る。

 そ して他 方,ド レイの 側 も,そ の主 人 を 「保 護 者 」 と して み て お り,当 然保 護 して

くれ る もの と考 えて い る。 そ れ故,レ イ ・ブ ーバ で はわ た しに 向 か って,「 オ レに シ

ャッー 枚 を くれ るな ら,オ マ エが ム ス リムで な くと も,オ レ はオ マ エ を ムス リム と し

て扱 って や ろ う」,な ど と昂 然 た る面 も ちで宣 言 した りす る,口 達 者 な ドレイ身 分 の

少 年 もい る とい う有 様 で あ った。

 この少 年 の 話 に は 後 日談 があ る。

 しば ら く して少 年 の 父親 が死 ん だ 。 そ の父 親 と は,先 に も触 れ た,王 の最 重 臣 で あ

る。 そ ん な大 物 の少 年 に まで シャ ッを 与 えて も仕 方 が な いの で,少 年 の要 求 は無 視 し

て い た ので あ るが,父 親 が死 ぬ と,少 年 は早 速 わ た しの もと にや って きた。 そ して,

以 前 に もま して 昂 然 と,「 さ あ俺 の 父 親 は死 ん だ,俺 は孤 児 と な った 。俺 は い よい よ

お前 か ら シ ャッを 貰 う権 利 が あ る」, と言 うの で あ った 。

 これ に は さす が 唖 然 と した が,7,8人 もの妻 妾 とそ の子 供 た ちを 残 して死 んだ 重 臣

の家 族 の こ とが少 々心 配 にな って いた の で,少 年 に わ た しの使 い古 しの シ ャツを 与 え

るこ とに した。 しか し次 の 日少 年 をみ て 驚 い た 。 わ た しの シ ャッ を着 て い る と思 い き

や,少 年 は,少 年 に は立 派 す ぎる イス ラ ム服 を着 て す ま しこん で い たか らで あ る。 聞

け ば,王 様 が くれ たの だ とい う。

 これ に は わ た し も内心 ドキ リと した。 わた しが 少 年 に シャ ッを与 え た こ とは,王 様

の面 目をつ ぶ した の で は な いか と思 った か らで あ る。 少 年 の 父 親 は 王 の最 重 臣 で あ る。

そ の最 重 臣 が死 ん だ とな る と,残 りの家 族 の 世 話 は重 臣 の主 人 で あ る王 が しな け れ ば

な らな い。 と ころ が,イ ス ラ ム教徒 で もな いわ た しが まず,重 臣 の遺 族 に シ ャツ を 与

え て しま った 。 これ を王,あ るい は王 宮 の 当局 者 た ちが,い さ さか あて つ けが ま しい

行為 だ とと って も仕 方 が な い。 そ れで な くと も,王 の最 重 臣 の 息子 の一 人 が イス ラム

服 で な く,キ リス ト教 徒 の着 る シ ャッ を着 て い る とい うの は好 ま しい こ とで ない 。 そ

こで 王宮 は ただ ちに少 年 に,少 年 に は い ささ か立 派 す ぎ るイ ス ラ ム服 を与 え た。 わ た
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しは こ う解 釈 した の で あ る。

 iii)衣 服 の給 付 と身 分 差 別

 い ず れ にせ よ事 実 に お いて も0レ イ ・ブ ーバ で,立 派 な衣 服 を着 て ふ ん ぞ りか え る

よ うに して 歩 いて い るの は,た い て い ドレイ 身 分 そ れ も王 様 の ドレイ 身分 の 家 臣 で あ

る。 時 々 レイ ・ブ ーバ 王 国 に 迷 い込 んで くる旅 行者 は レイ ・ブ ーバ 王 国の 「奴隷 制 国

家 」 と しての 評 判 を 聞 きか じって い るだ けに,か れ らを あ わて て支 配者 の フル ベ族 だ

とみ ま ち がえ て しま う場 合 が 多 い 。王 様 と外 来者 の取 次 を仕 事 に して い る,王 様 子 飼

いの ドレイで,「 秘 書Jを 自称 す るハ マ リス ク青年 に至 って は,始 終 王様 の息子 とま

ちが え られ,わ た しの 鏡 を借 りて,俺 は そん な に王 様 の息 子 に 似 て い る か と,し ば ら

く鏡 の な か に見 入 って いた こ と さえ あ る。

 この よ うに,レ イ ・ブ ーバ 王 国 の ドレイ身 分住 人 は,衣 服 を 通 じて イ ス ラ ム世 界 へ

と 「同化 」 され て い る。 しか しそ れ は,ド レイ と主 人 が対 等 にな る とい うこ とで は な

い 。衣 服 の 贈 与 を 通 じて,む しろ逆 に,ド レイ と主 人 の身 分 格 差 が イ ス ラム的世 界観

の な かで 歴 然 とす る。 なぜ な ら,ド レイ は 「衣 服 」 な い しは 「喜 捨 」 を受 け る もの,

主人 は これ を 与 え る もの とい う実 に対 照 的 な 関係 が ここで 確 定 す るか らで あ る。

 イ ス ラ ム教 徒 は衣 服 を着 な け れ ば な らな い とい うこ と を強 調 して きたが,こ れ は も

ち ろん イ ス ラ ム教徒 た る最低 条件 に す ぎ ない 。衣 服 を着 て い るだ けで は真 正 イス ラム

教 徒 とな れ な い。 真 正 な イス ラ ム教 徒 た るた め に は,さ らに他 の 条件 が必 要 で あ る。

こ こで は じめて,「 六 信 五 行 」 とい った イス ラム神 学 が 問題 とな る。 「六 信 五行 」 の

中 に は,メ ッカ巡 礼 の よ うに,黒 人 ア フ リカの 住 民 に は容 易 に果 し得 な い義 務 もあ る

が,果 し うる義務 が あ り,そ の 中で も最 も重 要 な の が経 済 的 意 味 も有 す る 「喜捨 」で

あ る。

 「喜 捨 」 に はサ ダ カ(sadaqa, sadaka, ful.)と ザ カ ー ト(zak縟, tiakka, ful・)が あ

る。 レイ ・ブ ーバ 王 国 の コ ンテ キス トで は,ザ カ ー トは住 民が 王 国 に 払 う半 ば 制 度化

され た税 で,こ れ は基本 的 に は,ウ シで 払 われ る。 サ ダ カ は随 時 に お こな う自発 的 な

「喜捨 」で,ド レイの 所有 者 が ドレイ に衣 服 な どを与 え るこ と は,こ の範 疇 に入 る。

「喜捨 」 は経 済 行 為 で もあ るだ けに,こ れ を お こな うか お こな わな い か は,イ ス ラ ム

教 徒 と して の 社 会 的 ス テ イタ ス,そ して それ 以 上 に各 人 の宗 教 的救 済 の 問題 に大 き く

関 わ つて くる ので あ る。

 こ こで は,ザ カ ー ト(宗 教 税)の 問 題 に は触 れ な いが,衣 服 を ドレイ に与 え る と い

う こ とは,イ ス ラ ム教 徒 と して の 義務 を ち ゃん と果 して い る,と い う こ とにま ず な る。

しか しこれ は正 確 に い う と義 務 で は な い。 義 務 だ と して も,ド レイ に 対 す る義 務 と い
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う よ りは,神 に対 す る義務 で あ る。 しか しさ らに正 確 に い う と これ は 義務 で も な い。

なぜ な ら,こ れ は 「喜 捨 」 す る人 の個 人 的 な救 済 に関 わ る問 題 だ か らで あ る。 イス ラ

ム は1つ の論 理,汝 が 「喜 捨 」 す る な らば,汝 は いつ か 神 に嘉 み さ れ て,死 後 天 国 に

行 くこ と もあ るで あ ろ う,と い う蓋 然 的 な論 理 を教 え て い るに す ぎ な い。 この 論 理 を

納 得 し,信 じた ものが 「喜捨 」 を お こな うの で あ る。 「義 務 」 とい う言 葉 に あ くまで

もこ だわ るな らば,そ れ は,'「 喜 捨 」 す る本 人 自身 に対 す る義 務 で あ る。 そ れ故,俺

に衣 服 を くれ た らお前 を イ ス ラム教 徒 と して認 め て や ろ う,と 私 に宣 言 した件 の少 年

は,「 それ は お前 の た めだ,俺 に服 を寄 こす な らば天 国 に行 け る,神 様 は ち ゃん と見

て い る。 お前 は天 国 に行 きた くな い の か」,と 私 に説 教 す る こ と も忘 れ な か った。

 ドレイ 身分 の家 臣 が 豪 華 な衣 服 を着 て,国 政 を牛 耳 って い る こ とに注 目 して,こ れ

を ドレイ身 分 の家 臣が 王 を な い が しろ に して 私 利 私欲 をむ さぼ って い るの だ と解 釈 し

た研 究 もあ るが 匹AcRolx I965:88-90,1952:24-25;FRo肌lcH 1954:22],住

民 の意 識 に お け る理 解 の 仕 方 は少 々 ちが う。 ドレイ身 分 重 臣 の ま と う豪 華 な衣 服 は,

そ の豪 華 さ,色 鮮 や か さ ゆ え に,王 よ り下 賜 され た もの で あ るこ と は明 白す ぎ る事 実 で

あ り,そ れ故 に住 民 は,そ こに 重 臣 の利 益 を見 る と と もに,そ れ以 上 に そ の豪 華 な服

を与 え た王 の姿 とその 「徳」 を み て しま う,と 判 断 す るか らで あ る。豪 華 な衣 服 を着

た ドレイ とい うの は,王 様 の 「徳 」 の い わば サ ン ドイ ッチ マ ンで あ る とさ え言 え る。

 イ ス ラ ム的人 格 論 の立 場 か らい え ば,豪 華 な衣 服 とい うの は人 格 評 価 に お いて 重 要

で な い。 重要 な こ とは,「 喜捨 」 を しう る人 間 か ど うか,そ して これ に よ って 神 に嘉

み さ れ う る可 能性 を少 しで も多 く有 した人 間 で あ るか ど うか,と い う点 に あ る。 「喜

捨 」 を しな い人 間 は,ア ラ ーを 信 じな い か,「 喜 捨 」す る経 済 的 能 力 が な い か,の ど

ち らかで あ る。 「喜 捨 」 を 得 る ドレイ は,こ の 後者 の カ テ ゴ リーに 入 る。豪 華 な衣 服

を 下賜 され て しま う ドレイ身 分 家 臣 とい うの は,そ の こ とに よ って,自 らが 「保 護 さ

れ るべ き」,イ ス ラム教 徒 と して は0人 前 で ない人 格 だ,と い うこ とを 逆 に天 下 に さ

ら して しま うの で あ る。 彼 らは,ど ん な に豪 華 な衣 服 を着 て い よ うと,本 質 的 に 「貧

し い」人 間 な ので あ る。

 そ う した ドレイ よ り も,質 素 で あ って も,自 前 の 衣服 を着 て い る人 間,あ るい は 自

前 の衣 服 を着 うる人 間 の方 が,人 間 的 格 が 上で あ る。他 人 に衣 服 を与 え うる人 間 は,

そ れ以 上 に格 が 上 で あ る。 しか しこ こで ま た注 意 して ほ しいの だ が,イ ス ラ ム神 学 か

ら い う と厳 密 に は,衣 服 を与 えて い るの は,与 えて い る本 人 で な い。 本 当の 意 味 で 与

え て い るの は 「神 」 で あ る。 したが って,レ イ ・ブ ーバ で は,「 喜 捨 」 で 衣 服 を 与 え

る と きに は,ド 与 え る」 に 相 当 す るhokkiと い うフ ル ベ語 を 使 わ ず 「着 せ る」 とい う意
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写真9 白服を好む フルベ族。 レイ ・ブーバ王国の裁判長(alkaati)

味 のholtiと い うフル ベ語 を 用 い る。 実 際 に は,わ た しが 与 え るので あ って も衣 服 を

与 え,「 喜 捨 」 す る真 の主 体 は神 な ので あ る。 わ た しはそ の 神 の意 を体 して,「 着 せ

て」 い るにす ぎな い。 した が って 「喜 捨 」 を得 た人 で も,「 喜 捨 」 を与 え た人 に直 接

礼 を述 べ る こ と はな い。感 謝 しな けれ ば な らな いの は神 で あ る。 わ た しの レイ ・ブ ー

バ の居 住 先 の 大 家 さん が 王様 か ら衣服 を貰 った後 な ど は,数 日間,「 ア ラ ーホ ッ クバ

ル」 とい うア ラ ーを 称 え るお祈 りの声 が一一段 と高 く聞 こえ た もの で あ る。

 「喜 捨 」 す る人 は直 接 の感 謝 の 対象 に な らな い と い う こ とを述 べ たが,そ の か わ り,

バ ル カ(Barka)と い う祝 福 の言 葉 を貰 う。 ζれ は あ な た に神 の 祝 福 が あ るよ うに,と

い う意 味 で あ る。 つ ま り,「 喜捨 」 す る人 は,「 喜 捨 」 した相 手 か ら直 接 感 謝 され な い

が,神 か ら感 謝 され る こ とが期 待 され るの で あ る。 しか しこの 場合 は,「 感 謝 」 とい

う言 葉 よ りは,「 祝 福 」 とい う言 葉,あ るい は 「救 済 」 と い う言 葉 を使 った方 が い い

だ ろ う。 こ う して 「喜 捨 」 す る人 は,そ の 「喜 捨 」 行 為 に お いて すで に神 の 手足 とな

つて い るよ うな 至 福 感 を得 る とと もに,そ の天 国 に お け る救 済 も確 信 す る,と い う仕

組 み に な って い る。

 こ う した立 場 に立 つ フル ベ族 の 多 くは,き らび や か な衣 服 を好 まず,白 色 無 地 の衣 服

を好 んで 着 て い る。 藍 染 め の衣 服 も実 は フ ル ベ族 は好 まな い[1・AcRolx 1953:16]

(写 真9,カ ラー写 真3)。 この こ と はバ ル ト[BARTH l976:II l58]も す で に指

496



嶋田 裸族文化から衣服文化へ

写真10高 徳の誉れ高い,レ イ ・ブーバ のイス ラム学者

   (穏やかな,虚 勢 のない風貌に注 目されたい)。

摘 している。また衣服の着方も,胸 を張ってふんぞりかえったようにして着るのでな

く,肩 の力をぬいて着ている。 レイ・ブーバ第一のイスラム学者といわれている人物

に至 っては,歩 くときも謙虚そうにうつむき加減に歩 く(写真10)。 しかし彼 らの質素

さ,謙 虚さは,何 よりも神に対 してのものであり,い わば 「神の奴隷」としての謙虚

さ,質 素であることは忘れてならない。他方 「神の奴隷」となりきれない ドレイは,

すでに 「神の奴隷」であるものの ドレイとなる。そ して彼 らを通 じて 「衣服」という

物質的な形で神の祝福を受けとるしかない。 「喜捨」する側 と 「喜捨」を受とる側の

間には,こ うした神学的な救済の位階のちがいといったものが横たわり,こ れが政治

的支配にも結びついてい く。

 3) 衣服 給付 と政治 支配

衣服分配のシステムが ドレイ制を基幹として成り立つフルベ ・イスラム国家制度に

内在 していることをみたが,こ のシステムは,フ ルベ ・イスラム国家の成立の当初か

らも機能 し,異 教部族に対する政治的支配の道具としても重要な役割を果 してきた。

このことが,口 頭伝承資料などを通じて確かめられる。

i>イ ス ラム 王観 念 と衣 服

 事 例1

 イ エー ロ ワ(yreeroωa)と い う王 の事 跡 を 称 え る歌 が あ る。 イ ス ラム暦 の 祭 日に あ た

る金 曜 日,す なわ ちキ リス ト教暦 の木 曜 日の 日没 か ら金 曜 日の 日没 に至 るま で の1日

が,レ イ プ ーバ 王 国 の祭 日で あ る。 この 日,王 宮 前 の 広 場 に は,何 組 かの 楽 士 た ちが

あ らわれ て,入 れ 代 わ りに歌 や 演奏 を続 け る。 そ の 中で 最 も重 要 なの が,あ る ドレイ
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グループの歌うイエーロワという歌で,太 鼓に合わせて,王 国の来歴故事を歌 う。そ

の歌のなかに,繰 り返 しあらわれる次のような歌詩がある。

王 は女 奴隷 に服 を 着 せ

飢 え た ものを 充 た した

(Holtina holbe, haarna weelaabe)[E. MoHAMMADou 1965:94-95]

 自然界の運行を保証 し,人 々に豊かな稔りをもたらすものという王観念は,異 教の

神聖王観念にも共通するが,こ こでは,衣 服を与えるもの(よ り正確には 「着せるも

の」) という王観念が繰 り返 し,毎 週の祭日の歌を通 じて,人 々の観念にうえこまれ

ているのである。ここに神聖王 と異なったイスラム王の固有性格がある。

 事例2

類 似 の話 は,や は りモ ハ マ ドゥ[MoHAMMADou l 979]に よ って 採 録 仏 訳 され た

レイ ・ブ ー一バ 王 国 の 歴 史伝 承 の 中 の,次 の よ うな感 動 的 場面 で も強調 され て い る。

 レイ ・ブ ー_rバ王 国 の建 国者 ブ ーバ ・ジ ッダ(Bouba I〕ljidda)は 若 く して 王 位 に 就 き,

1代 の うち に広 大 な 版 図 を手 中 に し,王 国 の基 礎 を 確 立 した。 しか しその ブ ーバ ・ジ

ッダ 王 も,90歳 近 くに な って い た と いわ れ る晩 年 に は,王 位 継 承 を待 ち望 む 息子 た ち

の 謀 略 に あ って,王 位 を追 わ れ る。 王 国 の 隠 れ王 宮 と して も使 用 され て い た チ ョ リ0

レの王 宮 に蟄 居 した の で あ るが,王 都 の ドレイ身 分 住 人 は この 老 王 を 慕 って チ ョ リー

レに や って きて しま う。 そ して,す で に歩 行 も困0に な って いた 老 王 を 蓮台 の 上 に載

せ て 王都 の レイ ・ブ ーバ に連 れ戻 す 。 こ うい う感 動 的 な話 が伝 え られ て い るの で あ る

が,そ の際,住 民 が 老 王 を慕 った理 由を,歴 史 伝 承 は 次 の よ うに伝 え て い る。

  汝が我我の父祖や我我 を見 出す以前,我 我 は豊かな生活を知 らず,我 我 は裸で歩 き,

  我我の生命 は短 く,食 物 も満足になか った。 しか し汝は我我の もとにや って きて,

  我我を進歩へ と導いた。汝 は我我 に宗教の道を教え,お 祈 りの仕方,断 食の仕方,

  裸の隠 し方を教えた。 それ故に,汝 と我我 はもはや 別れ ることはで きないのだ。

   [MoHAMMADou 1979:195-196](傍 点 引用者)

 この な かで 汝 の お か げ で 「裸 族 」 か ら抜 け 出す こ とが で きた と い う こ とが 強調 され

て い る こと に注 目 して お い て ほ しい。 ち なみ に,「 汝 は我 我 の もとに や って きて」 と

い うの は レイ ・ブー バ 王 国 の建 国 の 中心 とな った フ ル ベ族 は,遊 牧 の牧 畜 民 で,旧 フ

ォ ン ビナ地 方 の 土着 民 で は な か ったか らで あ る。

 ii)支 配の手段 としての衣服

 今紹介 した2つ の伝承は,王 称賛の意図をもってねつ造された話だ,と いう疑いを
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かければかけられる。 しかし征服 した奴隷たちに衣服を与えるということが習慣化し

ていたことの証拠は,王 称賛を目的としない歴史伝承の中にも見出すことができるの

である。

 事 例3

 そ の一 つ は,フ ル ベ族 がダ ーマ(1)aama)族 の一 派 を 征 服 した と きの話 で あ る。 こ

の一 派 は,王 都 が建 設 され た土 地 に以 前 か ら土着 して い た グル ー プで あ るが,フ ル ベ

族 支 配 に は抵抗 を続 けて いた 。 そ こで フル ベ族 は策 略 を用 い る。 衣 服 を 与 え るか らと

い つて かれ らを王 宮 に招 く。 しか しか れ らに着 せ た の は,袖 口の ない 貫 頭衣 で あ った 。

ダ ー マ族 は袋 状 の貫 頭 衣 を着 せ られ て手 の 自 由を奪 わ れ て しま った 。 そ こを フル ベ族

は攻 撃 し,ダ ー マ族 の反 乱 分子 の征 圧 に成 功 した の だ と い う[MoHAMMADou 1979:

160-161]o

 い ささ か牧 歌 的 す ぎ る話 で あ り,こ の とお りの 征 討 劇 が 実 際演 じ られ た か ど うか は,

も ち ろん わ か らな い。 しか しこ う した伝 承 が形 成 され 継 承 され て き とい うこ とは,実

際 に,フ ル ベ族 が その征 服 した裸 族 に衣 服 を与 え続 け た,と い う事 実 を何 らか 反 映 し

て い る とみて いい だ ろ う。

 事例4

 また こん な話 もあ る。 これ は レイ ・ブ ーバ で な く,テ ィバ テ ィ(Tibati)と い う,ア

ダ マ ワ首 長 国 の下 位 国 家群 の な かで レイ ・ブー バ と並 ぶ 強 大 勢 力 とな った フル ベ 王 国

の話 で あ るが,テ ィバ テ ィの王 が異 教 徒 の 征伐 に 出 か け る。 しか し翌 朝 に な って も,

家 来 ど もが 王 の前 に姿 を あ らわ して こな い。 お か しい と思 って 調 べ させ た と こ ろ,家

来 ど も は昨 晩敵 の女 た ちを分 捕 り品 と して 得 た の は い い ので あ るが,朝 に な って 気 づ

い てみ る と,敵 方 の 女 た ちは皆 裸 で あ る。 そ の た め 家来 た ち は 自分 の着 て い る服 の半

分 を切 つて女 た ち に与 え て しま った 。 その た め 自分 自身 が半 裸 の 姿 に な って しま った

の で,恥 ず か し くて 王 の 前 に 出 て これ な くな った の だ と い う[MoHAMMADou l978:

46]。

 事 例1,2と,事 例3,4は 矛 盾 した話 で な い。 フル ベ族 の異 教 徒 部 族 支 配 に と もな っ

て衣 服 の贈 与 が お こな わ れ た と い う同0の 事 実 を,事 例1,2は 被 支 配者 の 立場 か ら感

謝 の念 を こめて語 り,事 例3, 4は,支 配 とい う側 面 に 注 目 しな が ら語 って い るに す ぎ

な い。

 と ころ で,先 に も強 調 した よ うに,衣 服 を与 え る と い う こと は無 償 の 恩 顧 で な く,

支 配 と結 びつ いた保 護行 為 で あ る。 した が って ま た,複 数 の人 物 か ら同 時 に衣 服 を得

る こ と はで きな い。 これ は主 人 へ の 裏 切 りに つ らな る。 この 点 で興 味深 いの は次 の伝
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承 で あ る。

 事 例5

 レ イ ・ブー バ王 国 は 南 方 で,テ ィバ テ ィに 匹 敵 して 強 力 な フル ベ王 国 ガ ウ ンデ レ

(N'gaoundere)王 国 と接 し,そ の 間 の 国境 画 定 は度 々両 王 国 間 の政 治 問 題 に な っ た 。

と ころが,レ イ ・ブー バ王 国 の この 地方 の 長官 が あ る と き,ガ ウ ンデ レ王 国の 王 様 か

ら衣 服 を貰 って しま う とい う事 件 が お きた。 これ を見 とが め た レイ ・ブー バの 王 は,

汝 は ガ ウ ンデ レの奴 隷 に な の か,そ れ と も レイ ・ブ ーバ の奴 隷 なの か を 詰 問 し,こ の

奴隷 を処 刑 して しま った とい うので あ る[MoHAMMADou l978:303]。 これ は,レ

イ ・ブ ーバ の 重 臣 の 息 子 が,私 の シ ャツを得 た 後,た だ ち に王 様 よ り衣 服 の下 賜 を 受

けた とい う話 と も呼 応 ず る エ ピソー ドで あ る。

iii)植 民地時代における衣服政策

最後に,植 民地時代の興味深いエピソードを紹介 しておこう。

 事 例6

 1920年 代 に コ ンゴ旅 行 を企 て た小 説 家 の ア ン ド レ ・ジ ッ ドが,コ ンゴ旅 行 の 帰 途,

レイ ・ブ ーバ に 立 ち寄 つて い る。 この ジ ッ ドの旅 行 記[GIDE l928]は,レ イ ・ブ ー

バ に関 す る第1次 資料 と して は最 も古 い部 類 に属 す 貴 重 な 記録 で あ るが,ジ ッ ドは レ

イ ・ブ ーバ の 衣 服 文 化 に 関 して も貴 重 な歴 史 的 立合 い人 とな った。

 とい うの は この 時,ジ ッ ドは面 会 した 王 よ り,王 が ヨー ロ ッパ に注 文 した機 械 が ま

だ着 い て い な いの で 何 とか して ほ しい と頼 ま れ る。 その 機 械 とは,1つ が シ トロエ ン

の トラ ック,も う1つ が ミシ ンで あ った 。 そ して,レ イ ・ブ ーバ の使 者 一行 は,カ メ

ル0ン の港 ドア ラ に到 着 して い るはず の ミシ ンを 受取 りに ジ ッ ドに 同行 して ドア ラま

で 下 った。

 す で に論 じた よ うに[嶋 田 1987],ジ ッ ドが レイ ・ ブーバ を訪 れ た1920年 代 中期

と い うの は,北 カ メル ー ンで の 商 品作 物 の生 産 が 開始 され よ うと して い る時 で あ った 。

植 民 地 政府 は,伝 統 首 長 た ち に商 品作 物栽 培 の先 頭 に立 つ こ とを求 め る,そ の 一 環 と

して,レ イ ・ブ ーバ の 王 は トラ ックを買 わ され るの で あ るが,ト ラ ックと 同時 に ミシ

ンを注 文 して い た とい うの が興 味 を ひ くので あ る。 これ は,レ イ ・ブ ーバの 王 は農業

生 産 の 機 械化 を は か る と 同時 に,臣 下 に給 付 す る衣 服 の 生 産 の機 械 化 ・能率 化 を はか

った こ とを 示 して い るか らで あ る。 初期 の商 品作 物栽 培 に は憲 兵 隊 の 出動 が と もな っ

た とい う話 が 西 ア フ リカ 各地 に残 って い るよ うに,そ れ は住 民 に と って は一 種 の強 制

労 働 で あ った[嶋 田 1987:515-517]。 しか し レイ ・ブー バ で は,そ れゆ え に暴 動 や
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反乱がおきたという話は聞いていない。それは恐 らくミシン購入によって,臣 下に給

付する衣服の生産の能率化をはかり,労 働に対する報酬をきちんとおこなった結果で

はなかったか,と 想像できる。

 いずれにせよ,コ ンゴからチャドへと旅 して きたジッドには,至 るところで植民地

行政の圧政ぶ りと,そ れによる住民の生活の退廃が待ち構えていた。そのジッドの目

には,レ イ ・ブーバ王国の住民の明るさ,生 活の安定ぱ,驚 きであり,レ イ ・ブーバ

王国は,政 治支配の理想的モデルのようにさえ映 った。そして恐怖政治に陥りがちな

植民地政府にたいして,レ イ ・ブーバの統治精神を見習うようにとまで,そ の旅行記

のなかで忠告 している。すでに別の箇所で も紹介 した文章であるが,念 のために再引

用 しておこう。

何度 も繰 り返す が,暴 力や強制によ っては,こ の国の住民か ら,何 も得る ことがで

きない。ただ他 の方法を試 みよ。そ うすれば結果は明 らかである。彼 らは,何 と言

われようとも,善 良 さと弱さの区別を完全 に心得ている。恐怖政治 によ って,諸 君

ら自 らを 恐怖 させる必要 はない。 愛 され ることのほうかも っといい。 それが,レ

イ ・ブーバのスルタンの制度である。[GinE 1928:164;1987:476]

 こ う して イ ス ラム 国家 制 度 を通 じて の 衣 服 文 化 の 発展 は,1930年 代 に は機 械 の 力 を

得 て 急 ピ ッチ に進 ん だ はず で あ るが,1930年 代 末 の植 民 地 行 政 官 の視 察 報 告 をみ る と,

レイ ・ブ ー バ王 国の 中南 部 に は 「裸族 文 化 」 地 帯 が な お広 く存 続 し,た だ村 長 に あ た

る人 物 だ け が,王 様 下 賜 の衣 服 や 帽子 を身 につ けて い るに す ぎな か った[rapport de

tournee 1939]。

 しか しこれ は,こ れ まで 述 べ て きた こ との 反 証 とな る事 実 で な い。 とい うの は,こ

の 時 代 ま だ 多 く残 った 「裸 族 」 とい うの は,ハ ーベ(haabe)あ るい は キ ル デ ィと呼 ば

れ る 「異 教 徒 」 で あ り,「 ドレイ」(maccu�)で は な か ったか らで あ る。 衣 服 は,王 様

の 家 臣 とな って,王 様 の 手 足 とな って 働 く ドレイ だ け が貰 え た の で あ る。 そ の意 味 で,

ドレイ は 特権 的 な存 在 で あ り,こ れ また 別 稿 で論 じた よ うに[嶋 田 1937:85-501],

ドレイ は植 民 地 時 代 の 税 制 資料 に お いて も,「 進 化 した キル デ ィ」 あ る い は 「フル ベ

族 に 同化 した もの」 と い うカ テ ゴ リーに 分 類 され,主 人 の フル ベ族 と 同額 の人 頭 税 負

担 を 義務 付 け られ て いた 。 そ れ は他 の 「ドレイ」 で な い キル デ ィの払 う人 頭 税 額 の数

倍 に達 す る額 で あ っ た。
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4. 「イス ラ ム ・衣 服 文 化 複合 」 と イス ラム経 済

1) 「貨幣」 としての衣服

 衣 服 は 中央 ス ーダ ンの イ ス ラム商 業 経済 と も不 可 分 に 結 び つ い て い た。 西 ア フ リカ

の イ ス ラム は,元 来,サ ハ ラ交 易 な どの 長距 離交 易 と深 く結 び つ い て発 展 して い った

宗 教 で あ る。 前 章 に み た よ うに,「 イ ス ラム ・衣 服 文 化 複 合 」 発展 の一 方 の 車 輪 が,

イ ス ラム 国 家制 度 の根 幹 に あ った ドレイ 制 で あ る と した な らば,イ ス ラ ム商業 経 済 は,

も う一方 の車 輪 で あ った。

 しか しで は,ど の よ うに して,衣 服 文 化 とイ ス ラム商 業 経 済 は 結 び つ い たの か 。 そ

れ はす で に み た よ うに,1つ に は,衣 服 が,き わ め て重 要 な 交 易 品 目で あ った か らで

あ るが,そ れ だ け に と ど ま らな い。

 中央 ス ーダ ン地 域 で は,衣 服 は,た ん な る交易 品 目 に と ど ま らず,交 易 の 媒 体,手

段 と な る 「貨 幣」 の役 割 も果 た して き た。 「貨 幣」 と い う漢 字 の 「貨 」 は 語 源 に は

「宝 貝 」 を 意味 し,「 幣」 は 「布(吊)」 を 意 味 す る。 中央 ス ーダ ンは,そ の 「幣 」 に

あた る衣 服 が 「貨 」 の 宝 貝 と と もにつ い最近 ま で,「 貨 幣 」 と して そ の商 業 経 済 に と

って きわ めて重 要 な役 割 を果 た した世 界 で あ った。

i) 中央スーダンの 「貨幣」

西アフリカ内陸社会は,サ ハラ交易の影響下,古 くから商業経済の発達地となって

きたが,そ の際 「貨幣」の役割を果 してきたものとして,金 と宝貝が知られている。

① 金 の流 通 圏

 金 は,セ ネ ガ ル川,ニ ジ ェ ール川 上 流 地 域 の バ ンブ ク,プ レが,古 くか らの 金 鉱 山

と して 知 られ,黒 ア フ リカ は地 中海,中 東 世 界 へ の金 供 給 地 と して 伝説 的 な 名声 を 博

して きた土 地 で あ る。 後 に は,か つて 「黄 金 海岸 」 の 名で 呼 ば れ た 現 ガ ー ナの アカ ン

に も,金 鉱 山が 発見 さ れ る。

 しか し金 が さか ん に流 通 して いた の は,西 ア フ リカ の 中 で も トンブ ク トゥや ガ オ以

西 の 地 域 で,そ の東 の,ハ ウサ ・ボノLヌ地方 とな る と,金 に 関 す る記 述 は,ア ラ ビア

語 文 献 に も,ヨ ー ロ ッパ 人 探 検 家 の記 録 に も,ほ とん ど あ らわれ て こな くな る。 た と

え ば,デ ンハ ムは19世 紀 初 頭 の ボル ヌ に つ いて,金 は ツ ア レグ族 が 秘 か に交 易 して い

る ら しい が,一 般 に は ま った く見 られ な い,と 記 し 「BOVILL l966:III 5-24],ク

ラパ ー トンも,ハ ウサ の市 に関 して,銀 の安 物 装 身 具 は 売 られて い るが,金 は見 つ か

らな い,と して い る[BOVILL l966:IV 653]。
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 金 を め ぐる,西 ア フ リカ に お け る この東 西 差 とい うの は,現 在 で も,実 感 と して感

じ られ る。 一 昨 年(1986-1987),西 ア フ リカ西 部 の セネ ガ ル ・マ リで 調 査 を お こな っ

た わ た しが,ま ず驚 か され たの は,ダ カ ール やバ マ コの 空 港 で 出会 った ご婦人 連 の,

胸 元 や耳 たぶ に ぶ らさが る大 ぶ りの金 の装 身 具 で あ り,さ らに原 野 の 中 で も,牧 畜 民

の女 性 な どが)耳 た ぶ もち ぎれ そ うな大 きな金 の耳 輪 や,金 の鼻 輪,髪 飾 りを つ けて

い る こと に驚 か され た(カ ラー写 真10)。 市 の片 隅 に も,金 商 人 が 小 さな秤 と分 銅 を

も って座 り こん で い た。 これ は中央 ス ーダ ンに は み られ な い光 景 で あ り,中 央 ス ーダ

ンで貴 重 な貴 金属 といえ ば,銀(sardi ful.)あ るい は コハ クで あ った。

② 宝 貝 の 流通 圏

 宝 貝 も,西 ア フ リカ 西 部 で は すで に11世 紀 の 文 献[CuoQ l976:104]か らあ らわ

れ,そ の 後 も さか ん に流 通 して い た ら しい こ とが,ア ラ ビア語 文 献[CUOQ l976:

122,276,316,374],ま た,Tarikh Es・Soudan[MoHAMouD KATI I 981]な どの

西 ア フ リカ で記 され た ア ラ ビア語 史 書 か ら うかが え る。 しか し中央 ス ーダ ンにな る と,

そ の流 通 は きわ めて 限 られ て い た よ うで あ る。14世 紀al-'Umariの カ ネ ムに つ いて

の 記 述 の 中 に は[LiUﾒQ 1976:259],宝 貝 へ の言 及 が あ り,15世 紀 のa1-Makrizi

に も これ を そ っ くり転 記 した と思 わ れ る同 内容 な記 述 が あ る[CooQ 1975:389]。

しか し,19世 紀 初 頭 ボ ル ヌ地 方 で は,宝 貝 は流 通 せ ず[BOVILL l966:IV 631],19

世 紀 中葉,バ ル トが ボル ヌ地 方 を訪 れ た時 代 に は,あ る程 度 の 流 通 は み られ たが,そ

れ はボ ル ヌ地 方 中心 部 に限 られ,バ ギル ミ,ワ ダ イ,フ ォ ン ビナ地 方 に まで は広 が っ

て い な か った[BARTH l965:II l 51, IV 515]。 ま た ボル ヌ地方 の 流通 量 もわ ず か

で あ った た め,バ ル ト同行 の商 人 が 持 ち込 ん だ 宝 貝 の た め に,そ の価 値 が た ち ま ち変

動 して しま うとい うあ りさ まで あ った[BARTH l965:II l55]。 フ ォ ンビナ地 方 に

至 って は,宝 貝 貨 が 流 通 しは じめ たの は19世 紀 末,そ れ もベ ヌエ川 以 北 の 地 に限 られ

て い た[PAssARGE l895:478]。

③ 中央 ス ーダ ンの 「貨 幣 」

 中央 ス ーダ ンで,「 貨 幣」 と して 重要 な役 割 を 果 して きた の は,衣 服 や 布 で あ る

(以 下 これ を 総称 して 「布 貨 」 と呼 ぷ)。 も ちろん,手 鍬 や馬 蹄 形 の 鉄 貨,コ ハ ク,

サ ンゴ,ガ ラス 類,銅 な ど も,「 貨 幣」 と して使 われ て い た[BOVILL l966:II 259,

III 612-613;MoHAMMADou l978:263]。 しか し,14世 紀 のal-℃mariが 「カ ネ

ム の人 々 は布 で売 買 を お こな う。 か れ らは,宝 貝 や,ガ ラス玉,銅 片,鉄 片 な どで も

売 買 を お こな う。 しか し,こ れ らは すべ て,布 の相 場 に 従 う」[Cuoq I976:259]
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と して い る よ うに,布 貨 は,諸 貨 幣 の標 準 とな る基 準 貨 の役 割 を 果 して い た。 そ して

この布 貨 は,そ の 後 も,宝 貝 や金,銀 に よ って 駆逐 さ れ る ど こ ろか,ま す ます 盛 ん に

使 用 され るよ うに な って い った 。 これ は,コ9世 紀 中央 ス ーダ ンの 探険 を お こな った デ

ンハ ム,ク ラパ ー トン,バ ル ト,ナ ハ テ ィガ ル な ど の探 検 記 に 如 実 に うか が え るの で

あ る。

 ただ 中央 ス ーダ ンで は,18世 紀 末 頃か ら,オ ー ス トリア製 の マ リア ・テ レサ 銀 貨 が

ドル(doller)の 名 前 で 流 通 しは じめて い る。 そ の後 暫 く して,ス ペ イ ン製 銀 貨 も流通

しは じめ,や は り ドル の 名 前 で 呼 ば れ る。 しか しこ の銀 貨 の 流通 量 は少 な く,そ の使

い手 も当然,長 距 離 交 易 関 係 の商 人 に限 られ て い た。

 ii) 「貨 幣 」 の条 件

 布 や衣 服 が 「貨 幣 」 と して使 われ るに 至 ったの は何 故 な の か,そ の 理 由 と して は,

次 の よ うな理 由が 挙 げ られ る。

①稀少価値性 ・信用性

②軽 さ・耐久性 ・嵩ば らないこと

③多重分節性

①稀少価値性 ・信用性

 ある 「物品」 が 「貨幣」 として使われるようになるための最低必要条件は,そ の

「物品」がいつで も,ど こでも,い かなる物品とも交換 し得 る価値と信用性を有して

いることにあるといってよいだろう。言いかえると,「 貨幣」が 「貨幣」たるために

は,空 間において も,時 間においても,対 象においても,そ の交換機能が限定されて

はならない。そのためには,こ うした交換の融通無磯的性格を保証する政治的な外的

制度がない限 り,そ の 「物品」にそれだけの価値と信用がそなわっていなければなら

ない。

 この点,布 や衣服は,基 層文化として 「裸族文化」が存在す る黒アフリカにおいて

は,い つでもどこでも求められる稀少価値を有 し,し かも,衣 服や腰巻布で ドレイを

買うことができるほど,そ の価値は高かった。人問まで買うことができた布貨は,ま

ずたいていの物品なら買うことができた。

 さぢに,布 貨は,「 裸」を忌み嫌うイスラム教によって,宗 教的価値を付与され,

イスラム国家社会の中では社会的宗教的威信(プ レステージ)と も結びつく 「貨幣」

であった。
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② 軽 さ ・耐 久 性,嵩 ば りの な さ

 布 貨 が 「貨 幣 」 と して さ らにす ぐれ て い るの は,そ の軽 さ と耐 久 性 で あ る。 「貨

幣」 は あ くまで も交 換 の媒 体 で あ り,手 段 で あ る。 持 ち運 び不 便 で あ って は,媒 体,

手 段 と して の 役割 を果 さな くな る。 この 点,布 貨 の 軽 さ,嵩 ば りの な さは,貴 金 属 や

宝 石 に 匹敵 す る。 た とえ ば,黒 ア フ リカ の高 価 な交 易 品 と して,金 と並 ん で象 牙 が あ

った が,19世 紀 中葉 の フ ォ ン ビナ地 方 で は,腰 巻 布 一枚 が 象 牙 一本 の 価値 に相 当 した

[BARTH 1965:II 190]。 象 牙 と いえ ば,1本 が20～30キ ロ もす る。

 ま た貨 幣 は,耐 久 性 で もす ぐれ て いな け れ ば な らな い。 使 用 して い る うち に こわ れ

た り,目 減 り した り,あ る い は蓄 え て い る間 に腐 敗 す る よ うな こと が あ って は,や は

り,「 貨 幣 」 と して の用 をな さな い 。布 貨 は,こ の点 で 金属 貨 幣 に こ そ劣 った が,決

して耐 久 性 の な い 貨 幣で はな か った。 次 節 で 述 べ る よ うに宝 貝 貨 よ りは るか に す ぐれ

て い た40)。

③ 多 重 分 節 性

 そ して 最 後 に ・ 「多 重 分節 性 」 と した の は,0つ の素 材 を 「貨 幣 」 と して使 い なが

ら,小 額 貨 幣,高 額 貨 幣 の 区別 がで き る,と い う こ とで あ る。

 近 代 貨 幣 は,様 々の単 位 の 貨 幣 か ら構 成 され て い る。 日本 の 場合,1円,5円,10

円,50円,100円,500円,1000円,5000円,1万 円 と,実 に9種 もの単 位 の 貨 幣 が あ

る。 そ れ ゆ え に,高 額 の取 引 に は高 額紙 幣,低 額 の 取 引 に は低額 の紙 幣(あ るい は貨

幣),と い う よ うに使 いわ けて,取 引 を 円滑 に進 め る こ とが で きて い る。 しか し,1

円玉 で10万 円 の取 引 を しな けれ ば な らな い と した ら,た い へん な こ と にな る。近 代 貨

幣 は,記 号 化 が 進 み,貨 幣 の 素 材 とな る 物質 とそ の貨 幣 が 表示 す る価 値 との 間 に は,

本 質 的 な結 びつ き はな くな って い る。 しか し何 らか の物 質 的素 材 を使 う以 上,次 元 を

異 にす る貨 幣 単 位 が い くつ か 存在 しな い と,「 貨 幣」 と しての 便 利 さが な くな る。

 ま して 記 号 化 の程 度 が す す ん で い な い 「貨 幣」,つ ま り貨 幣 の 素 材 とな る物質 自身

の 価 値 と貨 幣価 値 とが 不 可分 に結 びつ いて い る よ うな 場合 に は,貨 幣 単位 の 「多 重 分

節 性 」 が 存在 しな い場 合,使 用 に際 して の その 物 理 的 不便 さは,「 貨 幣」 と して の能

力 を損 うま で に至 る。 そ の た め,前 近 代 の 金 属 貨 幣 の場 合,銅 貨,銀 貨,金 貨 と い う

よ うに ・異 な った素 材 に よ って次 元 を異 にす る貨 幣 単位 を い くつ か つ くり,こ れ に よ

って ・ 「多 重 分 節 」 的 な貨 幣 シス テ ムを つ くりあ げ て きた 。 と ころ が布 貨 の 場 合
,布

40)20世 紀の初め,ナ イジ ェリア総督Lugardが,宝 貝貨 を廃止 し,英 貨を導入 した とき,宝

 貝貨 の欠点 として次の3点 を挙 げている。 ①重 く,嵩 ば り,勘 定 するのに時 間 が か か る こ

 と・②破損・ 袋 か らこぽれ落 ちることなどによる損失 しやすさ,③ 価値の 変動が 激 しい ζと
 [JoHNsoN  1970a:m]。
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とい う同一 素 材 を利 用 しつ つ も,こ う した 「多 重分 節 」 貨 幣 シス テ ム をつ くりあ げ る

こと がで き る。

 中央 ス ーダ ンで は,細 巾の 綿 バ ン ドを つ くり,こ れ を 縫 い合 わせ て布 をつ ぐり,こ

の布 を さ らに仕 立 て て衣 服 を つ く って き た。 したが って,少 くと も,「 綿 バ ン ド」,「布 」,

「衣 服」,と い う三 つ の貨 幣 単 位 が で き る。 そ して重 要 な の は,布 や衣 服 の 価値 は,素

材 と して 使 われ た 綿 バ ン ドの 単 純 な算 術 的和 と して 決 ま って くる ので な い,と い うこ

とで あ る。 染 色 や砧 打 ち の質,織 りの 細 か さ,あ る い は刺 繍 の あ る な しに よ って,著

しい付 加 価 値 が 付 与 さ れ るか らで あ る。 同 一 の重 さの 布 や衣 服 で も,こ の付加 価値 が

ちが え ば,価 値 は ま った く異 な る こ とに な る。

 布 貨 の もつ,こ う した 「貨 幣 」 と して の す ぐれ た性 質 を宝 貝 貨 と比 較 す る こ とに よ

つて,さ らに詳 し く検 討 して み よ う。

2) 宝貝貨の問題点

i)宝 貝貨の低価値性

 宝 貝 は西 ア フ リカ 内陸 社 会 に お いて 比 較 的広 く使 わ れ るに至 った 「貨 幣 」 で あ るが,

「貨 幣 」 と して は きわ め て 不完 全 な 「貨 幣」 で,中 央 ス ーダ ンで は つ い に布 貨 に か わ る

こ とが な か った。 そ の最 大 の理 由 は,ま ず 何 よ り もその 重 さ,そ の価 値 の低 さに か か

わ らず重 す ぎ る,と い う点 に あ った 。 これ は ナハ テ ィガ ル[NAcHTIGAL l980:II,

2241,パ サ ル ジ ュ[PAssARGE l985:478-479],ル ガ ール 卿[JoHNsoN l970a:

48]が す で に 指摘 して きた こ とで あ るが,表1と 表2を み て い ただ きた い(写 真11)。

 表1は,19世 紀 西 ア フ リカ に お け る,

宝 貝 貨 とオ ー ス トリア製 も し くは ス ペ

イ ン製 銀 貨(ド ル)と の交 換 値 を一 覧

表に した もの で あ る。 マ リオ ン ・ジ ョ

ンソ ン[JoHNsoN 1970a,1970b]の

宝 貝 貨 を め ぐ る研 究 に 基 づ い て,整 理

し,表 に した もので あ るが,筆 者 自身

が 再 検 証 し,少 々の 誤 りを修 正 して あ

る。 この 表 で わ か る よ うに,19世 紀 初

期 前 期 に おい て は,宝 貝2,000～3,000

個 が,1ド ル銀 貨1個 に相 当 して い た 。

この交 換 値 だ け を みて も,宝 貝 が きわ 写真11宝 貝
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表1銀 貨(ド ル)と 宝 貝 貨 の 交 換

iハ ウサ地方
ボル ヌ地方 ト ング ク シー 海岸地 帯 ア ダ マ ワ

1820 2,000 3,000 2,000

1850 2,200-* 1,280-** 3,000 2,400一

2,500 3,200 2,600

1865 4,000一 3,840一

5,000 4,800

1880 4,500 8,000一

10,000

1890 5,000 4,320一 5,000 14,000 3,000一

5,120 6,000

出 典:[JoHNsoN 1970b:336-343]

*
,**嶋 田 に よ る 修 正[BARTH 1965:II 78, III 561]

めて安価な 「貨幣」であったことがわかるが,中 期以降宝貝貨の貨幣価値はさらに下
            く

降 し,内 陸部 で は,`宝 貝5,000個 が1ド ル相 当額 とな り,海 岸 地 方 で は,1ド ル は な ん

と宝 貝1万 個 以 上 に相 当 して しま う(表1)。

 こ う した宝 貝 貨 下 落 の最 大 の 原 因 は,ヨ ー ロ ッパ 船 に よ って,大 量 の 宝 貝 貨 が 海 岸

部 に運 び こまれ るよ うに な った こ とに あ る。 宝 貝 貨 は,そ の 使 用 分 布 圏 か らみ て,

マ グ レブ経 由の サ ハ ラ交 易 で 西 ア フ リカ内 陸 部 に もち込 まれ た と み られ て い る が

[JoHNsoN l970a:32-33],時 代 が下 るにつ れ て,ヨ ー ロ ッパ船 に よ る海 岸 部 へ の

持 ち込 み が は じま る。 しか も この 時,ヨ ー ロ ッパ 船 は,従 来 の マ ル デ ィブ諸 島 産 の 小

型宝 貝(()rPraea moneta)と と もに,ザ ンジバ ル産 の大 型 宝 貝((]yPraea ann"xlers)を 運

び込 む よ うに な った。 値 が 下 落 した うえ に,従 来 よ り重 い宝 貝 が 持 ち込 まれ る よ うに

な ったの で あ る。

 ii)宝 貝 貨 の 重 さ,壊 れ や す さ,勘 定 の 困難 さ

 表2を み て い た だ きた い。 マ ル デ ィブ 産宝 貝((]!Praea moneta)と ザ ンジバ ル 産 宝 貝

((]yPraea annzttus)の 重 さを 比 較 した もので あ る。 資料 に よ って 微妙 に異 な るが,伝

統 的 なマ ル デ ィ ブ産宝 貝 は,lk9に900個 内 外 の宝 貝 を含 む こ とが で きた が,ザ ンジ

バル 産 宝 貝 はlkgに400個 内 外 の宝 貝 しか 含 む こ とがで きな い 。 ザ ンジバ ル 産 宝 貝 は

マル デ ィ'ブ産宝 貝 に く らべ て2倍 以 上 の重 さが あ った41)(表2)。

 以 上 の こ とを もと に,1ド ル 相 当の 宝 貝の 重 さを 計 算 して み る.と,1ド ル2,000個 時

41)な お,筆 者は段時代 出土 したと称 して古銭店で販売 していた宝貝貨を所有 しているが,そ れ

 はアフ リカ流通の宝貝 よりはるかに小さい。
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表2宝 貝lkgの 個 数

1(1)1(・)1(・)

マルデ ィブ産 宝 貝

((妙7αθα魏・襯 の

ザ ンジバ ル産 宝 貝

(c!Praea ann〃lttS)

800

332

900-960

320-400

 900

400-480

(1)[BARBo 1732]:[JoHNsoN 197Ga:20]に 引 用

(2)[HERz 1881〕:[JoHNsoN 1970a:25]に 引 用

(3)[JoHNsoN 1970a:25]Johnson自 身 に よ る 測 定

代 に は2kg強,1ド ル5,000個 時 代 に は5.5 kg Ll上 とな る。 しか し これ は,小 型 の

マ ル デ ィブ 産宝 貝 で計 算 した場 合 で あ る。 ザ ン ジバ ル 産宝 貝 が 使 わ れ た こ とが 明 らか

な海 岸 地方 で は,1ド ル14,000個 の宝 貝 の 重 さは30kg以 上 に な る。

 見方 を か えて み よ う。人 間一 人 が持 ち運 んで(黒 人 ア フ リカで は頭 にの せ て運 ぶ)

旅 行 で きる重 さ は どの くらい で あ ろ うか。 パ サル ジ ュ は50～57kgと い うべ らぼ うな

値 を挙 げて い るが[PAgsARGE 1895:65],こ れ は 短 距 離 の運 搬 に 限 られ る。 多 目

に 見 積 って も ち ょ っ と した 距 離 を 移 動 す る 場 合,20kgが 限 度 だ ろ う[JoHNsoN

1970a:32]。 こ れ は小 型 の マ ル デ ィブ産 宝 貝 に した ら,約2万 個 強 で あ る。 実 際,

メ ァ リイ ・ス ミス が 採 録 したハ ウ サ老女 の話 に よ る と,宝 貝2万 個 が ゴザ に一包 み に

して運 搬 し得 る量 で あ った 。 しか しこれ は よ ほ ど屈 強 な男 で も,す ぐ疲 れ て しま う重

さで あ った[M.SMITH l969:7](こ の 重 さ は飛 行 機 の 無料 持 ち込 み荷 物 の重 さの

限界 で あ るか ら,大 方 は どれ ほ どの 重 さ か実 感 で き るで あ ろ う)。19世 紀 末 の ア ダマ

ワで も,パ サ ル ジ ュ自身 記 して い るよ うに[PAssARGE I 895:478],宝 貝2万 個 が

一 袋 に 入 る単 位 で ,ハ ウ サ語 でSomba sherinと 呼 ば れ て い た。 お そ ら く実 際 は,10kg

程 度 が 長 距 離 を 頭 上 運搬 す る際 の 限界 だ った と思 わ れ るが,頭 上 運 搬 で 運 び得 る宝 貝

貨 の価 値 を20kgで 計 算 して み よ う。 そ れで も,そ の価 値 は,1ド ル2,000個 時 代 に

は約10ド ル,5,000個 時代 に は4ド ル,海 岸 部 の 超 イ ンフ レ時代 の重 い貝 な ら8,000個,

1ド ル に も満 た な い ので あ る。

 で は これ で どれ だ けの もの が 買 え たか とい う と,こ れ は次 節 で 詳 し くみ るが,腰 巻

布1枚 が だ い た い宝 貝2,000～3,000個 で あ る。 上 等 な衣 服 とな る と10～18ド ル,30ド

ル で あ り,宝 貝 に した ら2万 個 か ら6万 個,そ れ は人 間一 人 が も ち運 べ る宝 貝 貨 で は

買 え な か った。 ま た,た とえ2,3人 で宝 貝 を運 んで 買 った と して も,そ の 勘 定 が ま

ず た い へ ん で あ った。 宝 貝1,000個 を 勘 定 す るだ け で もた いへ ん な こ とは,わ れ わ れ

508



嶋田 裸族文化から衣服文化へ

が1円 玉 で1,000円 の支 払 い を す るこ とを 考 え た ら納 得 で きる42》。 しか も宝 貝 は,比

較 的 こわ れ やす い。 わ た しが50個 ほど買 って,1つ の袋 に 入 れ て も って き た もの で さ

え,5つ か6つ は背 の 部分 が剥 が れ,破 損 して しま って い る。20kgも の宝 貝 を 一 つ

の 包 み に して持 ち運 び す ると きな ど,相 当数 が破 損 す る と思 って ま ちが い な い。

 こ う した こ とを考 え る と,宝 貝 貨 はマ リオ ン ・ジ ョ ンソ ン[M.JoHoNsoN l 970:

46]が 指 摘 す る よ うに,あ る市 場 内 で の小 取 引 に使 わ れ る 「市 内通 貨 」(market cur-

rencies)で あ り,長 距 離 取 引に 役 立 つ 「市 際 通 貨 」 で は な か った とみた ほ うが い い43)。

3) 布貨の 「多重分節性」

i)綿 バ ン ド貨 幣

 宝貝貨の,安 さ,重 さ,壊 れやすさ,勘 定の困0さ,を みて きたが,そ の 「貨幣」

としての決定的な欠点は,わ た しが 「多重分節」と呼ぶものの欠如である。宝貝貨の

価値はその個数の算術的和によって決定される。宝貝貨は一次元的貨幣であり,そ れ

故,'ド レイや衣服のような高価な 「商品」の購入 となると,重 さ,壊 れやすさ,勘 定

の困難さ,と いったその 「貨幣」としての限界が一挙に発現 して くる。

42)こ の勘定 の仕方 として,Nachtigal[1980:II 224]は 次 のような説 明を与えている。 勘定 は

 4つ が単位で,4つ を8回 繰り返 して,32個 を1 rotlとす る。 その際,1単 位 ごとに,宝 貝1

 個を脇に除けてお く。 この除けた宝貝 の数で4つ の単位を何 回繰 り返 したか知 る。 そ して,

 rotlの単位が得 られた らこのrotlを 単位 に同 じことを繰り返す。1 rotlに32の 宝貝が正確に入

 ってい るかどうかは,数 が多 くなると問題でな くなるという。これに対 して,ハ ウサ地方の場

 合,少 々ちが ったや り方で勘定 されたようである。それは,宝 貝5個 で1単 位 と し,こ れを10

 単位ま とめて50個 とし,さ らにこれを4単 位ま とめて200個 と し,さ らに これを10単 位ま とめ

 て2,000個 にする。そ して,こ れを1つ の袋 に入れた[SMITH 1969:77]。

43)こ の点,Lovejoy[1974]の 理 論 は,宝 貝 を 「市間通 貨」 と みて,「 地域間交易」(inter-

 regional trade)に 重要な役割を果 し,19世 紀 に中央スーダンと海岸地帯で,「 奴隷」対 「宝貝」

 とい う交易があ った,と みる。その理由 として,① 宝貝 は稀少物品,② 壊れに くい,③ 偽造で

 きない,④ 貨弊以外の目的には,装 飾を除いて使えない,⑤ 奴隷は1人 宝貝10万 個以上 したが

 故 に,多 量の宝貝が交易されたはず,を あげてい る。 この うち,② は事実に反す る。④は,筆

 者 の理解では逆に,貨 弊と しての有用性を宝貝が有 し得ない理由とな る。そ して⑤の議論 も,

 まさにその故に,宝 貝が地域間通貨 にな りえなか った理 由となる。奴隷の値が1人 宝貝10万 個

 とい うのは,重 さに して,軽 いマルデ ィブ産宝貝で換算 して,250kgに なる。 海岸地帯 は当

 然,さ らに宝貝のイ ンフレ状態にある。また,19世 紀中葉以降 は重いザ ンジバル産宝貝が流入

 して くる。そ うした ら,奴 隷1人 の価に相 当する宝貝の重さは,容 易に1ト ンまで達 したと思

 われ る。 奴隷でないが,Robinson[1896:46]は019世 紀末のハ ウサ地方で,病 気にな った馬

 を一匹 売ろ うと して売れなか った話を残 している。 馬を宝 貝に換 算すると,ポ ーター15人 を

 必要 とする量 とな り,そ のポーターに賃金を払 うためには,か れ らが背負 っている宝貝を全部

 与えて しまわ なければな らないほどであったか らで ある。おそ らく,奴 隷 と宝貝が交換 される

 ということも時 にはあ ったであろう。 しか しこの交換が恒常 的な交易活動 と してあ った とは思

 えない。1人 奴隷を売 って も,宝 貝は10万 個,重 さ250k9に 達する,そ れだけの量の宝貝を

 海岸地帯か らえんえん内陸に運び込んでも,Barthが 記 して いるように自 らが持 ち込んだ宝貝

 故 に宝貝がイ ンフレを起 こして しま う。宝貝 は長距 離の高価格 の物品の交 易手段になるには,

 そ うした 自己矛盾をかかえた通貨であ った。
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表3綿 バ ン ド 貨 弊 の 巾

1820年 代 1850年 代 1870年 代 1890年 代

(DENHAM, CLAPPERTON) (BARTH) (NACHTIGAL) (PASSARGE)

ハ ウ サ 地 方 3-4イ ンチ1)

ボ ル ヌ地 方 3イ ンチ2) 3丘ngersg)

lpalm(4イ ン チ)3) 4-5cmlo》

4イ ンチ以 下4)

コ ト コ 地 方 6-7イ ンチ 以下5) 2-3イ ンチ6)

アダマ ワ地方 2.25イ ン チ?) lHandbreit

(4イ ンチ)11)

4cm12)

バギル ミ地方 lhand

(4イ ンチ)8)

資 料:1)[BovlLL 1966:IV 658],2)[BovlLL 1966:III 524】,3)[BovlLL 1966:IV 612]

  4,[BovlLL  1966:III 445],5)[BovlLL  1966:III 445],6)[BARTH  1965:III 309]

  ?)[BARTH 1965:II l 51],8)[BARTH l965:II 651】,9)[NAcHTIGAL 1980:II 101]

  10)[NAcHT五GAI・ 1980:IV 180], 11)[PAssAR.GE  l 895:86], 12)[PAssARGE  1895

  478].

 宝 貝 貨 が 有効 に機 能 し得 るの は,一 定範 囲 内 の少 額 取 引で あ る。 言 いか え れ ば,宝

貝 貨 は それ だ け で完 全 な貨 幣 体 系 を完 結 し得 る 「貨 幣」 で な く,他 の 「貨 幣 」,金 や

銀 貨,あ る いは衣 服 な ど の高 額 貨 幣 の下 位 単 位 と して は じめて 完 全 に機 能 しう る 「貨

幣 」 で あ った 。 マ リオ ン ・ジ ョン ソ ン流 に いえ ば,宝 貝 は 「市 内通 貨 」 で あ り,も っ

と単純 に い え ば,「 小 銭 」 で あ る。

 これ に対 して,布 貨 は それ 自体 と して 「多 重 分節 」 体 系 を つ くる こ とが で きて,ま

が りな りに も自 己完 結 した 貨 幣 体 系 を つ くる こ とが で きた。 そ の ポイ ン トとな って き

たの が,中 央 ス ーダ ンに限 らず,西 ア フ リカ内 陸部 で 広 く織 られ て きた細 巾綿 バ ン ド

で あ る。

 14世 紀 のal-'Umariは,``dandi"と い う名称 で,中 央 ス ー ダ ンに 流通 して い た布

貨 を記 して い るが,19世 紀 ヨー ロ ッパ の探 検 家 た ちの 記 録 の 中に は,gubbak, gubtika

(デ ンハ ム),gzabga(ク ラパ ー トン),gabaga(バ ル ト),8abag(ナ ハ テ ィガ ル)と 記 さ

れ た,綿 バ ン ド貨 幣 が 頻 出 して くる。た だ しバ ギル ミ地方 で はfarda[BARTH l965:

II 511],ア ダ マ ワ地 方 で は,フ ル ベ語 でtelPPi[BARTH l965:II 151],あ る い は

ハ ウサ語 でE襯[PAssARGE 1985:473]と も呼 ばれ た 。 そ れ は,表3に 示 した よ う

に,巾 は4イ ンチ以 下,す なわ ち10cm以 下 の 細 巾布 で,・ボル ヌ,ア ダ マ ワ地 方 の場

合,4-5cmの 巾 しか な い もの もあ った44》。 この細 巾布 もや は り中央 ス ーダ ン地 方 の

特色 で,筆 者 の 調 査 に よれ ば マ リの ニ ジ ェ ール川 内 陸 デ ル タ地 方 で は,巾14cmと
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広 い 巾の もの が 多 く織 られ て いた 。

gabaga, gubka等 の 名 の起 源 は,8α ゐ(b)aと い う,肘 か ら指 先 ま での 上 腕 を 意 味 す

るハ ウ サ語[ROBII`rSON l951:60]に 由来 す る と思 わ れ る。 とい うの は,中 央 ス ー

ダ ンに お いて 布 の 長 さ を はか る基 本 単位 は,こ の 「上 腕 」 の 長 さか,両 手 を 広 げ た 長

さ(尋),で あ った か らで あ る45)。 上 腕 の 長 さを4倍 す る と,だ い た い両 手 を 広 げ た

長 さに な る。 ちな み に,ヨ ー ロ ッパ で も,上 腕 の 長 さ(coud馥仏, cubit英),両 手 を

広 げ た長 さ(toise仏, fathom英)は 伝 統 的 に 長 さの単 位 に な って きた長 さで あ り,

1ヤ ー ド(約0.9m)も,両 手 を広 げ た長 さの 約2分 の1と 思 えば いい 。

 しか し実 際 に,「 貨 幣 」の 単 位 とな って き た綿 バ ン ドの 長 さ は,上 腕 の 長 さ とは ち

が って いた よ うで あ る。 デ ンハ ム は ボ ル ヌ につ い て,1ヤ ー ドがgubbkの 長 さだ と し

て い る[BOVFLL l966:II 250, III 524]。 そ れ は上 腕 の 長 さの約2倍 にあ た る。 バ

ギル ミのfarda貨 の基 礎 単 位[BARTH l965:nl 511」,ア ダ マ ワのF伽 布 貨 の 基礎

単 位 「PASSARGE 1895:478]も, l mで あ った と い うか ら これ に ほぼ相 当 す る。

 しか し,ク ラパ ー トンに よれ ば,ハ ウサ地 方,及 び,ハ ウサ 地方 よ りの ボル ヌ地 方

で は,19訪 昭 は1 fathom(2ヤ ー ド,1。8 m),つ ま り両 手 を広 げ た長 さ1尋 だ っ た

とい う[BOVILL I966:IV 612,658]。19世 紀 中葉 の フ ォ ン ビナ地 方 で は,綿 バ ン

ド貨 幣 の最 低 単 位 は さ らに大 き く,nanandeと い う,両 手 を広 げた 長 さ の4倍46),

つ ま り8ヤ ー ド,7.2m相 当で あ った[BARTH 1965:II I51]。 ナハ テ ィガ ル も,

19世 紀 後 半 の ボル ヌで は,5～6cm巾 の3～4 m長 の布 を9α 加9と 呼 ん で い た と し

て い る[NACHTFGAL l980:II 223]。 とす る と,両 手 を広 げ た長 さの2倍 が,基 礎

単 位 に な って いた こ とに な る。

 いず れ に せ よ,こ の よ うな細 巾の 綿 バ ン ドが,中 央 ス ー ダ ン布 貨 体系 の 最 小 単 位 を

構 成 して い た。綿 バ ン ド貨 は布 貨 体 系 の 中 の い わ ば 「小 銭 」 で あ る。 これ まで も示 唆

して きた よ うに,布 の 価 値 は 高 く,19世 紀 中葉 で も,フ ォ ジ ビナ地 方 で は,腰 巻 布4

枚 で ドレイ を1人 買 え た 。宝 貝貨 に換 算 して も,腰 巻 布1枚 は宝 貝2,000～3,000個 に

相 当 す る。 腰 巻 大 の布 は す で に1ド ル 銀 貨 に相 当 す る高額 貨 幣で あ り,こ れ が布 貨 の

最 小単 位 で あ った ら,布 貨 は 日常 の少 額 取 引 に は不 便 な 貨 幣 とい うこ とに な る。 しか

44)静 岡の芹沢美術館にはきわ めて精巧 な刺繍がほどこされた5着 の長衣 が収集されている。そ

 の布 の幅を測定 した ところ,資 料 ①3-11.8cm,②5.3-5.7 c血,③2.5-5 cm,④3-6 cm,⑤

 9cm,で あ った。

45)こ のあた りの測定基準 のおおようさぶ りについては,井 関[1988:39-40]に 楽 しい話があ

 る。

46)"nanande"は フルベ語で"ηα`πα,嫌協=4飴thoms"の 短縮型だとい う。 おそ らくこの解釈 は

 正 しいであろ う。なお,4と いう数には,ボ ルヌ地方の数え方 の影響があることに注意された

 い(脚 注42)。 フルベ族の数え方の単位 は5で ある。
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し,細 巾綿布の存在によって布貨は,日 常の商取引にも適した貨幣を有することにな

る。細巾綿布の存在は,西 アフリゐの織物文化史の謎といってもよいが,布 貨体系の

視点からみたとき,必 要不可欠な存在であり,布 が細巾綿布に分節されていなかった

ならば,布 貨の貨幣体系は自律的な体系 となりえなかった,と いってもよいのである・

ii)綿 バ ンド貨と他の 「貨幣」との交換値

綿バ ンド貨と他の 「貨幣」との交換値を整理 しよう(表5参 照)。

① 銀 貨 との 交 換

 まず,オ ース ト リァ や ス ペ イ ンの 銀 貨1ド ル との 換 算 率 が は っ き り して い る。 デ ン

ハ ム に よ る と,ボ ル ヌ地 方 で は1ド ル が約40 gecbbk,っ ま り40ヤ ー ドの 綿 バ ン ドで

あ った[BovlLL l966:II 250, III 524](表5①)。 これ に 対 して,同 時 期 の ハ ウ

サ 地方,及 び,ボ ル ヌの ハ ウサ地 方 よ り地 帯 で は,1ド ル は40 fathoms(尋)つ ま り

80ヤ ー ドの 綿 バ ン ド貨 に 換算 され て い た[BovlLL l966:IV 611,612](表5②)。

ボル ヌ地 方 に比 べ て,ハ ウサ 地方 で は,綿 バ ン ドは2分 の1の 価 値 しか なか った こ と

に な る。 これ は,ボ ル ヌ地 方 に比 較 して ハ ウサ地 方 が織 物産 業 の 先 進地 で あ り,布 が

豊 富 に生 産 され,布 貨 の イ ン フ レが 生 じて いた た あ で は な い か と思 わ れ る・

 と ころで,ボ ル ヌ地 方 の,1ド ル ー綿 バ ン ド40ヤ ー ド,と い う換 算 に至 る プ ロセ ス

は複雑 で あ る。 と い うの は,か つ て ボル 客 地方 で は,rotal, rottあ る いはrottalと 呼

ば れ る銅 貨 が つ く られ て い た模 様 で,lrotatと は 重 さlpoundの 銅 を 意 味 し,10

rottalが1ド ル に換 算 され て い た[BovI肌 1961:IV 611]。19世 紀初 頭,こ の銅 貨

はす で に使 われ な くな って しま って い た が,貨 幣 の 名 目 的 単 位 と して は存 続 し,1

ヤ ー ドの9励 ゐ醜3つ か ら5つ がlrottagaに 等 しい と考 え られ て い た。 した が って10

rottata=1ド ル で あ った か ら,30～50ヤ ー ドの 綿 バ ン ドー1ド ル で あ り,中 間 を と っ

て40ヤ ー ドの綿 バ ン ド=1ド ル と した ので あ る(表4)。

表4 綿バ ンド貨/銀 貨(ド ル)/rottala貨

           (1820年 代ボルヌ地方)

綿 バ ン ド 貨 銀 貨,rottala貨

 3-5gubbuk(ヤ ー ド)   =   1 rottala

30-50gubbuk(ヤ ー ド)   -   1ド ノレ(10rottala)

② 宝 貝 貨 との 交換 値

 rotiと 宝 貝 貨 の 交 換 率 も後 バ ル トの時 代 に は,1rotat=:32宝 貝 で 定 ま る。 しか しこ
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の 場 合,IO rotl=1ド ル で な く,1ド ル ー40 rotlで あ った[BARTH l965:II 55]

(表5③)。 した が って,1ド ル ー1,280宝 貝(40×32)。 しか し1ド ル=1,280宝 貝 と

い うの は, 1ド ル=2,000宝 貝 とい う19世 紀 前 半 ハ ウサ 地方 の相 場 に比 較 して,宝 貝

が 高 す ぎ る。 それ はそ れ だ け,ボ ル ヌ地 方 の宝 貝 の 流通 量 が少 な か った こ とを意 味 し

た。 実 際 ボル ヌ地 方 で は,バ ル トの 同行 の 商人 が大 量 の宝 貝 を 運 び こむ こ とに よ って

突 如,1ド ル ー100 rotl,つ ま り,1ド ル ー3200宝 貝 に まで,宝 貝貨 が イ ンフ レー シ
                                   ヒ

ョンを 起 こ して しま う[BARTH 1965:II 55]。

 と こ ろで 問 題 は,バ ル トが1 rotl=4 gabagと して い る こ とで あ る[1965:II 55]。

この 比 率 で,1ド ル=40-100 rotlを 綿 バ ン ド貨 に 換 算 す る と,1ド ル=160～400

9の α8に な って しま う。 これ だ とデ ンハ ムの 時 代 の1ド ル=30～50 gabagに 比 して,

4分 の1か ら10分 の1の 布 貨 の 下落 に な って しま う。1ド ル=80ヤ ー ドとい うハ ウサ

地 方 の 比 率 に照 ら して も,2倍 の 下 落 で あ る。 実 際 バ ル ト[1965:II 53]は,ボ ル

ヌの 首 都 ク カの 物価 は,ハ ウ サ地 方 の2分 の1か ら3分 の1,ト ンブ ク トゥの4分 の

1の 安 さだ と記 して い る。 しか しこの 安 さ は,ボ ル ヌ地方 に新 た に導 入 され た宝 貝 が,

従 来 の 銀 貨 と布貨,rotl単 位 の 換 算 率 に わ り こん で きた た め の一 時 的混 乱 で あ った よ

うに み え る。

 実 際,19世 紀 後 期 の ナ ハ テ ィガル の ボル ヌ滞 在 初 期 の 時 代 に お い て,銀 貨 とrotl単

位 の交 換率 は バル トの 時 代 とほ ぼ 同 じま ま で あ りな が ら(1ド ル=120～130 rotl),

9訪 α9とrotlの 交 換 値 は,バ ル トの時 代 の1 rotl=4 gabagか ら1 gabag=4 rotlと な

る[NACHTIGAL l980:II 225]47)。 ただ しナハ テ ィガル の い う9α ∂α9は5～6 cm

巾の3～4m長 の綿 バ ン ドで,従 来 の9α 加9よ りや や細 いが,長 さが4倍 ほど あ る。

した が って,従 来 の1 gabag = 1ヤ ー ドの 換 算 で い くと1 gabag=1rotlと な る。 そ

れ で もバ ル トの時 代 の49α 加9=1 rotlの 交 換 比 率 に対 して,4倍 の9α加9の 値 上 が

りとな った わ けで あ る。 その 結 果,1ド ル=120～130 rotl=120～1309訪 α9(ヤ ー

ド)と な る。 これで も19世 紀 初 期 の1ド ル ー30～50ヤ ー ドの時 代 に 比 較 して,綿 バ ン

ドは ドル 貨 に 対 して約3分 の1値 下 が りを経 験 したわ けで あ る が,宝 貝 貨 に 対 す る価

47)Nachtiga1が19伽9二470'」 としている こと に対 して,英 訳 者 のFisherは,49σ ゐα9=

 1rotlの 誤 りではないか としている[NACHTIGAL l980:II 225n]。 しか しこれだ と,当 時の

 換算率1ド ル=120-130 rotlで い'くと,1ド ル=480-520 gabagに な って 布 貨に大 イ ンフレ

 がおきた ことにな る。FisherがNa chtigalを 誤 りだ とするのは, Nachtigalの 見聞録 にある,

 花嫁 の父が新婚家族に500 gabagを 与えた とい う記述に注 目して,500 gabagを1 gabag =4 rotl

 の比率で宝貝貨 に換算すると6万4,000個 にな り,こ れは多す ぎるとい うのであ る。 しか し,

 これは多す ぎない。 宝貝6万4,000個 を ドルに換算する と16ドル(宝 貝4,000個=1ド ル),こ

 れは,上 級の中程度の長衣を1枚 買える値段にす ぎない。Nachtigalは,ボ ルヌの高級服の値

 を12-25ド ル とみているか らである[NACHTIGAL 1980:II 143]。
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表5 諸 貨 弊 交 換 比 率

銀  貨

(Do11ar)

旧銅 貨

(Ro`'αの

 綿 バ ン ド貨(
(7ubあuk=1ヤ ー ド) 宝貝貨 宝貝/綿 バ ンド貨

④19C初 期

 ボ ル ヌ

1 3-5

1 10 30-50

②19c初 期

 ハ ウ サ

1 80 2,000 25

③19c中 期

 ボ ル ヌ

1 4 32 8

1 40 160 1,280

1 100 400 3,200

④19c後 期

 ボ ル ヌ

1 1 32 32

1 120-130 120-130 4,000

値 は む しろ上 昇 して い る。 バ ル トの 時 代,1ヤ ー ドのgabag 一 8宝 貝 で あ った の に対

し,1ヤ ー ドのgabag・=32宝 貝 で あ るか らで あ る(表5④)。

 な お,19世 紀 末,宝 貝 が 出回 り始 め た ば か りの フ ォ ンビ ナ地方 で は,4cm幅lm

長 の 綿 バ ン ド(理7の が 約13宝 貝 で あ った[PAssARGE l895:478]。 これ は一 見,綿

バ ン ド貨 が 安 す ぎ る よ う にみ え るが そ うで もな い 。4cmと きわ めて 幅の 狭 い綿 バ ン

ド貨 で あ った か らで あ る。19世 紀 後 期 ボル ヌで1ヤ ー ドー・32宝 員 に評 価 され た 綿 バ ン

ドは3～4イ ンチ幅,つ ま り,7.5～10cmの 幅 が あ り, F麗 布 よ り2倍 の 幅 が あ った。

③鉄貨との交換値

 コトコ地方に出回った鉄貨との交換値も記 しておこう。コ トコ地方には,19世 紀初

           表6 鉄貨/銀 貨(ド ル)/rottala貨
                      (1820年代ボルヌ地方)

銀 貨 1 束

1 rottala

lド ノレ(10rottalα)

= 10-20個 の鉄 貨

一 鉄 貨3束(鉄 貨30-36個)

一 鉄 貨30束(鉄 貨300-360個)

表7 鉄 貨/綿 バ ン ド

綿 バ ン ド 貨

貨

(1820年 代 ボルヌ地方)

鉄 貨

1ド ル(10 「ottala)=30-50 9ubb「k(ヤ ー ド)=鉄 貨30束(300-360個)

1 rottala    =3-5 gubb「k(ヤ ー ド)'=:鉄 貨3束(30-36個)

         1 gubbuk(ヤ ー ド)  =鉄 貨1束(10-12個)
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め馬 蹄 形 の 鉄 貨 が あ り,小 額 貨 幣 と して流 通 して いた[BOVILL l966:III 438-9]。

この貨 幣 は,10～12個 で1束 をつ くり,3束 が1 rottala,1ド ル はlO rottala分30束

に換 算 され て い た(表6)。 したが って また,鉄 貨 と綿 バ ン ドの換 算 も可 能 で(表7),

鉄 貨1束10～12個 が,綿 バ ン ド貨 約1ヤ ー ド,つ ま り1 gubbukで あ った。 こ こで も,

綿 バ ン ド貨 の軽 さ と,藁 ば りの少 な さを 確認 した い。

 iii)布 貨 の 分節 体系

① 腰巻 布 貨 との 交 換

 布 貨 と して は,綿 バ ン ド貨 の上 位 貨 幣 とな って い た の はturkadeeあ るい はturkedi

の名 前 で 知 られ る腰 巻 布,あ るい はdoraと 呼 ばれ る,「 粗 雑 で,小 さ くて,使 うに は

あ ま り適 して い な い 」CBARTH l965:II 31q簡 単 服 で あ る。

 turkadeeと 呼 ば れ るの は正 確 に は,ハ ウサ地 方 で 生 産 され る藍 染 めの 布 で,そ の大

きさ もク ラパ ー トンに よ る と1ヤ ー ド×3.5ヤ ー ド[BOVILL l966:IV 615],ナ ハ

テ ィガル に よ る と1～1.5m×3m[NAcHTIGAL l980:II l 85]あ る。 これ は 通 常

の腰 巻 布 の2倍 の 大 き さで あ る。 ちな み に筆 者 が 採 集 した腰 巻布 の大 きさを 記 す と下

記 の ごと くで あ る。

資料1

資料2

資料3

lm×1.4m

l.24 m×1.8m

l.2m×L7m

 1.5mの 長 さ が あ る と,腰 に巻 いて,前 の 部 分 だ け二 重 に な る。 腰巻 き と して は こ

れ だ けで充 分 で あ る。turkadeeと は した が って,1枚 あ れ ば,腰 に巻 く布 と胸 に巻 く

布 を,0応 ま か な え る量 の 布 で あ った と考 え られ る。

 これ だ け の大 きさ のturkadee布 を作 るに 必要 な綿 バ ン ドの 長 さ は,4イ ンチ幅 で 計

算 す る と約32ヤ ー ド,3イ ンチ幅 で 計 算 す る と約42ヤ ー ドに な る48)。 ボル ヌ地 方 な

ら約1ド ル 分 の綿 バ ン ド,ハ ウサ地 方 な ら約0.5ド ル 分 の綿 バ ン ド(80ヤ ー ド=1ド

ル)が 使 わ れ た こ とに な る。 デ ンハ ムは ボル ヌ地 方 でturkadeeが1枚 どれ ほ どの値 だ

ったか 記 して い な い が,ク ラパ ー トンに よ る とハ ウサ 地 方 で は,藍 染 め され砧 打 ち さ

れ たturkadeeの 値 が,宝 貝2,000～3,000個,ド ル に 換 算 す る と1-1,5ド ルで あ る。

 これ は ど うい う こと か と い う と,tttrkudeeは 布 の 原 価(0.5ド ル)に 対 して2～3

48)デ ンハムは,コ トコ地方の巾6-7イ ンチの綿バ ンド15-16ヤ ー ドで,turkadee 1枚 がで きる

 と している[BovlLL 1966:IV 445一ﾘ6]。 その場合 の, turkadeeの 大 き さ は,1ヤ ー ド×

 2.5-3.1ヤ ー ド,で あ る。
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倍 の,あ る い はそ れ以 上 の値 で売 られ て い た こ とに な る。tobeと 呼 ば れ る長衣 も,藍

染 め され砧 打 ち され る と,ほ ぼ 同率 の割 で 値 が 上昇 して い た(宝 貝1,300個 → 宝 貝5,000

個)こ とは先 にみ た通 りで あ る 。 これ は言 い か え る と,あ る1枚 のturkadeeを 綿 バ

ン ド貨 で購 入 す る た めに は,そ のturkadeeに 使 わ れ た量 の綿 バ ン ドの2～3倍 の 量 の

綿 バ ン ドが必 要 で あ った こ と を意 味 す る。 このturkadeeの 存 在 に よ り,布 貨 の 貨 幣体

系 は宝 貝 の よ うな単 純 な 算 術 的 和 に よる貨 幣 体 系 で はな くな るの で あ る。

 しか も このturkadee貨 は,ハ ウサ地 方 の 特 産 で あ った か ら,地 方 に行 くに したが っ

て・ そ の価 値 は さ らに 倍 増 す る と い う こと も忘 れ て は な らな い。 バ ル トは カ ノ で宝 貝

1800～2000個 程 度 のturkediが,ト ンブ ク トゥに 行 け ば金lmithkal(宝 貝4000個)に

な り,ア ダ マ ワに行 け ば宝 貝2,500～2,800相 当の 値 と な る と 記 して い る[BARTH

l965:1322, II l51]o

② 簡 単 服 貨 との 交 換

 "dora"と い うの は,ボ ル ヌ,と くに ア ダ マ ワ地 方 中心 に使 われ て いた衣 服 貨 で あ

る[BARTH l965:II 50,151,170]Q

 バ ル トに よ ると,ア ダ マ ワ地 方 で は,2.25イ ンチ(約5.6cm)と い う きわ め て狭

い幅 の綿 バ ン ド σ吻 の が 貨 幣 と して使 わ れ,そ の最 小 単 位 はnanande(フ ル ベ語 で

nai nandudi = 4 fathom)で,7 nanande,つ ま り56ヤ ー ド(4×2×7)で, doraと

呼 ば れ る,ご く簡 単 な 「衣 服 と して使 い うるか ど うか」 と い う程 度 の 貫 頭衣 を 買 うこ

とが で きた 。doraは,レ イ ・ブ ーバ で はdanjikiと 呼 ぶ衣 服 で,身 体 の幅 ほ どの 布 を

二 つ折 りに して 貫 頭 衣 に した 衣 服 で あ る。 丈 は腰 を覆 う程 度 しか な い。脇 は 閉 じな い

か ら脇 腹 は丸 見 え で,バ スタ オ ル よ り一 回 り小 さな布 を首 の 前 後 に ぶ ら下 げ た感 じに

な る衣 服 で あ る。 しか し労 働着 と して は適 して お り,レ イ ・ブ ーバ の人 た ち は畑 仕 事

を す る と きな ど は この衣 服 を ま と う。 か つ て 「裸 族 」 で あ った 山 地 民 キル デ ィな どの

日常 着 に な って い るの も これ で あ る(図2)。

 と こ ろで こ こで 注 目 しな けれ ば な らな い の は,doraを 一着 買 え る2.25イ ンチ 幅 の綿

バ ン ド56ヤ ー ドと い う と,1枚 の布 にす る と ち ょ うど1ヤ ー ド×3 .5ヤ ー ドに な り,

turka疇e布 の 大 き さ と同0に な る。 しか しdoraを 作 るに は これ だ けの布 は必 要 な い。

筆者 の計 算 に よ る と,幅5-60 cm,長 さ150 cmほ どの布 で,充 分 このdoraが 作 られ

る。 とい う こ とはturkadee布 の約3分 の1の 量 の布 で作 られ うる と い うこ とで あ る。

また して も綿 バ ン ドを 使 って 加 工 品 を作 る と,原 材 料 の綿 バ ン ド貨 にた い して そ の約

2倍 の付 加 価 値 が つ き,全 体 と して は原 材 料 の3倍 ほど の値 に な って しま って い る こ

とに気 づ くので あ る。
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 しか しこれ もそ う不 思議 で は な い。2.25イ ンチ幅 の綿 バ ン ドを縫 い合 わせ て,衣 服

と呼 び うる もの を仕 立 て あ げ る た め に は,い か に プ リミテ ィブな衣 服 とは い え,相 当

な技 術 と労力 が必 要 で あ った と推 測 され るか らで あ る。 西 ア フ リカ 内 陸 イ ス ラム社 会

全 体 にわ た って いえ る こ とで あ るが,仕 立 屋 とい うの は きわ めて プ レス テ ー ジの 高 い

職 業 で あ る。 北 カ メル ー ンの場 合,織 師 は も っぱ ら旧 「裸 族 」 の 山 地 民 や,奴 隷 身 分

住 民 の職 業 で あ るの に 対 して,仕 立 屋 は フル ベ や そ の他 の 自 由民 の 職業 で あ る。 王 族

で も仕 立屋 に な って 平気 で あ る。 それ だ けに,綿 バ ン ドを衣 服 に加 工 す る過 程 に お い

て は,か な りの付 加 価 値 が加 え られ て も不 思議 は な い と いえ るの で あ る。

 いず れ にせ よ,こ う して19世 紀 の アダ マ ワ首 長 国 に は,低 額 の綿 バ ン ド貨 幣 と は別

に,そ の算 術 的和 に よ って価 値 が 決 定 され るの で は な い衣 服 貨 幣 が 存 在 した。 そ して

このdora貨 を使 って高 額 の商 取 引を す る こ とが で きた。 バル トに よ る と,ボ ル ヌ地

方 で は5 doraで,雄 牛2頭 に積 ん だ ミレ ッ ト(lndian Corn)を 買 うこ とが で き[BARTH

l965:II 170],ア ダマ ワで は, dora 2～5個 で 正式 な イ ス ラム服 で あ る長衣(thob,

gqffaleωol)を 買 う こと がで きた 。

⑧ 布 貨 の文 節 体 系

 布 賞 の 最 高 単 位 を な した の が 長衣 で あ る。 長 衣 の 値 は 当 然質 に よ って 著 し く変 わ り,

高価 な もの にな る と,10ド ル 以 上,30～50ド ル す る もの もあ った(表8,9)。 ナ ハ テ

ィガ ル に よる と[NAcHTIGAL l980:II 181-182],19世 紀 後期 の ボル ヌで 高級 服 と

み な され て い たの は,ホ ロホ ロ鳥(guinea-fbwl)ガ ウ ンと呼 ば れ た衣 服 で,藍 染 め さ

れ た糸 と 白糸 をつ か って小 さ な格 子 縞模 様 に織 りあ げ た布 地 を つ か って つ く られ る。

主 産 地 は ヌペ 。 この ホ ロホ ロ鳥 ガ ウ ンに続 くの が,藍 染 され砧 打 ち され たkororobshi

ガ ウ ンで あ る。 これ はす で に述 べ た よ う に,カ ノの 特 産 。 こ う した高 級 衣 服 は,布 貨

表8 ハ ウサ地方 における衣服の値段

     (カ ッコ無 し数牢:ド ル,カ ッコ内数掌:宝 貝)

腰巻布(伽 鰯6の
長 衣(励 θ)

安  物 中 級 品 高 級 品

1824-271)

1851-53

1893

    1-1.5
(2,000-3,000)

  0.5-0.82)
(1.050-2.000)

  0.5-0.65)
(2,400-3,000)

  0.7
(1,300)

2.5
(5,000)

1,33)
(3,300)

1.65)
(8,000)

    18-204)
(18,000-20,000)

1) CLAPPERTON [BOVILL 1966: IV 659], 2) [BARTH  1965: I 510,  II  190, III 151], 
 3) [BARTH  1965:  I  512], 4)  [BARTH 1965:  II  190],  5)  [PASSARGE  1895:  478].
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表9 ボルヌ地方 における衣服の値段

長    衣
腰 巻 布                安   物

中 級 品 高 級 品

1824-27

1851-53

1872

・9・31

                    0.2-3)

   0.5-44)          0.5-45)

(2,000鵡16,000)    (2,000-16,000)

                      1-26)

     4-51》

   1.3-1.53)

     4-55》

(16,000-20,000) (40,

     3-86)

30-502)

10-40
000-16,000)

1) DENHAM  [BOVILL  1966: III  524] , 2) DENHAM  [BOVILL  1966: III 401], 
 3) [BARTH 1965: II 57-58] , 4) [NACHIGAL 1980: II 185-186],  5) [NACHT-

IGAL 1980:  II  181-184],  6) [CHEVALIER 1908: 362-363].

体 系 の 最 高 額 貨 幣 で あ った。

 歴 史 文 献 か ら得 られ る資 料 を も とに,19世 紀 の 布 ・衣 服 の値 を,表8,9に 整 理 し

た。 以 上 の こ とよ り,布 貨 に は大 き く分 け て,

     衣 服 貨(高 額貨幣)

    /    ＼＼

腰 巻 貨 (中間貨幣) 簡単服貨

    ＼    /

     綿バンド貨(小 銭)

 という,3つ の次元を異にする基本貨幣があり,こ れにより布貨だけで,小 銭から

高額貨幣に当たる貨幣単位までを含む完結 した貨幣体系を形成していたということが

言えるのである。

 ドルの貨幣体系になぞらえるならば,中 位の腰巻布,簡 単服貨はおよそ1ド ル貨,

その下の綿バンド貨は小銭のペニー貨,衣 服貨は5ド ル,10ド ル紙幣に相当する貨幣

単位を形成 していた,と で も言えようか。

 宝貝貨と比較するならば,腰 巻布,簡 単服貨は,宝 貝2,000個 内外,そ のうえの長衣

は,安 いもので宝貝5,000個 内外,高 級服になると宝貝2万 個,極 上品になると4万 個,

8万 個分の価値をもった貨幣であったことになる。すでに述べたように,宝 貝2万 個

というのは人間が一人で持ち運びできる量の限界である。 しか しイスラム長衣の高級

品には,1枚 で人間が持ち運びできる限界の宝貝の量の2倍,4倍 する価値を もった

ものがあったのである。実際長衣は植民地時代になっても高価な商品であり続けた。

北カメルーンに関する2つ の事実を指摘 しておこう。

 20世紀初頭の ドイツ植民地時代,北 カメルーンのフルベ国家には民事裁判権が委ね
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表10衣 服の価格と鉱山労働者の年収比較

(1951.」 ヒカ メ ル ー ン)

衣  服  の  価  格    }【   鉱 山 労 働 者 の 収 入

カテゴリー 肺 格(フ ラン) カテゴリー 1日 当1(晶23日 晶)

刺繍な しのブーブー

ヨー ロツパ製糸で刺

繍 されたブー ブー

現地産絹糸で刺繍 さ
れた ブーブー

1,000フ ラ ン

1,500-

 2,000フ ラ ン

3,500-

 4,000フ ラ ン

経 験6ケ 月 未 満

経 験6ケ 月一1年

経 験1年 一2年

経 験2年 以 上

30フ ラ ン

31フ ラ ン

32フ ラ ン

33フ ラ ン

8,280フ ラ ン

8,556フ ラ ン

8,832フ ラ ン

9,108フ ラ ン

資 料=[FROELICH 1954a]よ り嶋 田 が作 製

られ,相 続問題などは,こ れまでの習慣に基づいて解決されていた。 しか しその裁判

記録は残されていて,こ れを研究したフレー リッヒ[FRO肌ICH l954b]に よると,

1枚 の長衣,牛1頭,ロ バ1頭,老 女召使1人 は,互 いに同価とみなされ,男 の召使

は牛2頭 の価値と同等とみなされていた,と いうのである。

 もう一つもやはりフレー リッヒに基づ く植民地時代の資料であるが,1951年 におけ

る政府雇いの人夫の年収 と衣服の値段を比較 してみた(表10)。 この時代,ヨ ーロッ

パ製布などがかなり流通 し,衣 類の値は下がっているはずであるが,上 等の衣服にな

るとまだまだ人夫年収の半分近 くに達する価値を有 していたことがわかるのである。

 現在でも,イ スラムの長衣はかなり高い。ちょっとした刺繍が入ったものなら,19

80年現在でも3万 円以上する。それは,政 府の最下級官吏の月収の3倍,小 学校校長

の月収とほぼ等 しい額である。

 奴隷がその主人か ら得ていた衣服というのは,経 済的にきわめて高い価値をもった

物品であったことを,こ こであらためて確認 しておきたい。

お わ り に

 マネの名作 「オランピア」(1863)の 実物をパ リの印象派美術館で見たことがある。

全体を純白の シーツに包まれた大きな寝台に,裸 の女性が横たわり,黒 人の召使が恭

しく花束を捧げている,と いう構図の作品である。モデルが娼婦だということで大ス

キャンダルをひきおこした作品であるが,神 話的でない,現 実的な女性の裸体画とし

て,ヨ ーロッパ美術史上記念碑的地位にある。 しかしこれを目近にみた私は,裸 の女

性よりも,女 性が横たわっている寝台のほうに目が釘ずけられてしまった。裸体の下

で微妙に波 うつ白色のシーッの美 しさに目が奪われて しまったのである。 シーツは白
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色 と言 って も,女 性 の裸 体 の下 で 微 妙 に波 う って い るわ け だ か ら,そ の波 う ち方 に応

じて,微 妙 に異 な った 白色 とな る。 そ れ が見 事 に描 き分 け られて いた。 しか も,シ ー

ツは 一枚 で な く,女 性 が背 もた れ に して い る大 きな 二 つ の枕 と言 うか ク ッ シ ョ ンも,

白い布 で覆 われ て い る。 白色 の微 妙 な描 き分 けが そ の度 に繰 り返 され て い た。 裸 の女

性 が 横 た わ って い る白 い寝 台 は,「 白」と言 って も,実 際 は,無 数 に近 い様 々 な 白か ら

出来 た 寝台 で あ った 。 そ れ は,「 白色 の餐 宴 」 と言 って もお か し くなか った。

 「オ ラ ン ピア」 は,モ デ ル の女 性 が 八 頭身 の理 想 的 美 女 に描 か れて いな い こ と も,

謎 の 一 つ に な って い る と言 う話 を 聞 いた こ とが あ るが,私 は,画 家 が描 きた か った の

は,こ の 「白色 の餐 宴 」 で はな か ったか,と 思 わず に い られ な い 。 と言 うの も,マ ネ

(1832-1883)の 時代 以 前 の ヨー ロ ッパ に は,こ ん な美 しい 白布 は存在 しな か った筈 だ

か らで あ る。 これ は,マ ネが 「オ ラ ン ピア 」 の構 図 を学 ん だ とみ られ る一 時代 前の ゴ

ヤ の 「裸 の マ ヤ」(1802)が 横 た わ る寝 台 と,「 オ ラ ン ピア」 の寝 台 とを比 較 して み る

とよ くわ か る。

 わが 国 に お け る木 綿 の歴 史 も浅 いが(木 綿 布 が一 般 化 す る の は江 戸時 代),そ れ は ヨ

ー ロ ッパ に おい て も同様 で あ った 。 ヨー ロ ッパ に お い て木 綿 布 が 普 及 し出す に は,イ

ギ リスが イ ン ドを 植 民 地化 し,イ ン ドの綿 工 業 を 壊 滅 状 態 に 陥 れ る 中で,イ ギ リス に

綿工 業 を発 展 させ る とい う,帝 国主 義 産業 政 策 の 時 代 を ま た な け れば な らな い。 これ

に は もち ろん,北 米 大 陸 に お け る黒 人 ドレイ労 働 を 利 用 して の綿 花 ・プ ラ ンテ ィ シ ョ

ン農業 の発 達 も一 枚 か ん で い る。 それ以 前 の ヨー ロ ッパ の布 と言 え ば,「亜 麻 布 」 で あ

る。要 す る に麻 の 布 で,こ れ は木 綿 布 に比 べ た ら肌 触 りが 悪 い し,色 も くす んで い る。

そん な亜 麻 布 に裸 の 女 性 を 横 た わ らせ て も絵 に な らな い。 亜 麻布 シー ツに裸 で寝 て も

気 持 ちは あ ま り良 くなか った で あ ろ う。 そ ん な亜 麻 布 に比 べ た ら,光 り輝 く白 色の,

肌 触 り も柔 らか い綿 布 に 包 ま れ る こと は,ど ん な に喜 ば しい こ とで あ った か。 しか し,

ヨー ロ ッパ の布 文 化 は,つ い 最近 まで 「亜麻 布 」 の文 化 で あ った 。1868年 に 出 版 さ れ

た 『資 本論 』 の 中で さ え まだ,ウ ル クス は しき りに,「亜 麻 布 」 を 例 に資 本 主 義 経済 の

分 析 を行 って い る こ とを 想 起 して ほ しい。

 絹 の喜 び は しば しば 語 られ るが,木 綿 布 の 喜 び も,亜 麻 の 時 代 を 考 え ると劣 らず大

きい。 そ ん な喜 び がマ ネの 時 代 の ヨー ロ ッパ に もや って きた。 マ ル クス が まだ せ っせ

と亜 麻布 の 値段 の分 析 に励 ん で い た頃,芸 術 家 ら しい直 観 で その 喜 び を い ち はや く悟

ったマ ネは,そ れ を 「オ ラ ン ピァ」 に お いて 画 家 の 目で 表現 しよ うと した ので はな い

だ ろ うか 。 「オ ラ ン ピア」(1863)が 発 表 され る10年 前 の1851年,ア ダ マ ワ首 長 国 を

訪 れ た ドイ ツ人 探 検 家 のバ ル トは,フ ル ベ族 の 首 長 が纒 って い た服 を 「雪の よ うな 白
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い」[BARTH 1965:II l 37]と 表現しているが,「 亜麻布」に馴れ きったヨーロッパ

人の言葉として,そ れはまぎれもなき実感であった筈である。

 「オランピア」の実物は,私 にそんなことを考えさせた。 もちろん,木 綿の魅力は

その白色ばかりでない。木綿布には,亜 麻布に比べて,は るかに美 しい染色が可能だ。

その魅力もやはり今度はモネが,「庭園のおんなたち」のなかで,白 地に水玉模様がプ

リントされた軽やかな ドレスを着て,木 立ちの中で戯れる婦人たちの姿 として定着さ

させていることを,想 起する人 もおおいだろう。

 私がここで論 じたかったことも,ま ず第一に,そ んな喜ばしき木綿の文化が,西 ア

フ リカ内陸社会には,日 本やヨーロッパよりも古い時代から,イ スラムと結びつ くか

たちで存在 していた,と いうことである。私はこれを,「イスラム ・衣服文化複合」と

なずけた。そして,こ の基本認識にたって 「イスラム ・衣服文化複合」の内的連関を,

19世紀始め中央スーダン南部地域に成立 したフルベ ・イスラム国家の事例を検討する

中で,明 らかにすることに努めた。その結論をあらためて整理するとつぎのようにな

るだろう。

 1) イスラムは裸体拒否の思想を有 し,こ の思想は,フ ルベ族の 「衣服文化化」を

促すのみならず,イ スラム ・ドレイ制度を通 じて, 「裸族」出身の ドレイの 「衣服文

化」化ともなって働いた。

 2) ドレイに贈与された衣服は,フ ルベ ・イスラム国家制度においては,非 支配裸

族民の 「イスラム世界への同化」のシンボルであるとともに,経 済的報償であった。

旧裸族の被支配民はこうして,精 神的にも経済的にも懐柔された。これによりフルベ

・イスラム国家の支配体制の基礎が確立 した。

 3) 他方,こ うした政治的ルー トによる強制的ともいえる衣服文化の拡大にともな

って,イ スラム経済と産業の発展も大きく刺激された。それは,衣 服が極めて高い価

値を有 した交易品目であることにもよったが,布,衣 服が一種の 「貨弊」としての役

割を果た したことも大きかった。

 4) 衣服が一種の 「貨弊」としての役割を果たしえた理由のなかで,特 に注目すべ

き理由として衣服の 「多重分節性」があった。この 「多重分節性」は,衣 服というも

のが,「糸を紡 ぐ」,「衣服を仕立てる」,或 いはこれをさらに 「染色する」,「砧打 ちす

る」,「刺繍する」等,次 元を異にする加工行為がいくつも加重されて出来上がってい

く多次的な工業製品だという,物 質 としての衣服の基本性格にふか くかかわるもので

あった。衣服の 「多重分節性」は,衣 服と社会的分業の深い関わりの根拠でもある。

 イスラム衣服文化はこのように,単 なる 「物質文化」ではなく,イ スラム宗教倫理,
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イスラム国家制度,イ スラム ・ドレイ制度,そ れにイスラム商業経済とも密接に関連

しあった 「複合文化」であった。それゆえに,こ こでは,イ スラム衣服文化を,「イス

ラム ・衣服文化複合」として論 じてきたのである。

 なお,本 論で得られた視点を安易に他地域の衣服文化理解にあてはめることは慎ま

なくてはならないが,中 国の 「貨弊」起源,ま たわが国でも古 くから盛んに行われて

いる主君から家臣への衣服贈与,主 人から奉公人への衣服贈与などの習慣には,イ ス

ラムやアフリカの枠を離れても,衣 服文化 として,共 通の倫理と論理が探 し出せる面

が幾つかあるように思う。
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嶋田 裸族文化から衣服文化へ

写真1 王宮前に勢揃 い した レイ ・ブーバ王国の兵士た ち

写真2 王様のまわ りに伺候す る レイ ・ブーバ王国の ドレイ身分家臣たち
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写 真3 11都 レイ ・ブ ーバ の住 民 を 前 に語 るi様(i'1ず くめの 装 束 に注 目 され た い)

写 真4 藍 染 め の ター バ ンを 巻い た レ イ ・ブー バE国 σ通 臣
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嶋田 裸族文化から衣服文化へ

写 真5 レイ ・ブ ー バ.E国 の 奴 隷 身分 の重 臣

写真6 客人に食物を運ぶ、王宮で 働 く女奴隷(ヒ'卜 身裸である ことに注意)
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写真7 細 巾綿をつなぎ合わせて仕1'ノ:てられた長衣

    (静岡:芹 沢美術館殖曳),ホ ロホロ鳥ガ ウン

                     !/
写真9 フルベ族の女の金 の耳飾 り。西アフ リカ

    西部には,こ う した金の装身具が 目常/ヒ

    活 にい きわた ってい る。

写真8 藍染め腰巻布の美。 マ リ,ド ゴ ン地方。西アフ リカ内陸 世界で も現在全般的に,

    手織 りの藍染め腰巻は減少 し,機 械織 りの安手の腰巻 布が普及 しつつあるが,ド

    ゴ ン地方 では,今 で も,現 地製の腰巻 布が さかん に使われて いる.


